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巻

頭

言

「
イ
マ
ジ
ンIm

a
g
in
e

」

旧
仙
台
二
中
・
仙
台
二
高
同
窓
会
会
長

佐
藤

一
郎
（
高
±7
回
）

は
じ
め
に

今
回
の
第
µ·
号
の
仙
台
二
高
『
同
窓

会
報
』
は
、
一
年
半
ぶ
り
の
発
行
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
令
和
五
年
十
月

一
日
に
は
、ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
第
10
号
、

令
和
六
年
六
月
一
日
に
は
、
第
11
号
が

発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

そ
の
年
度
ご
と
の
評
議
員
会
、
総
会
報

告
が
載
せ
ら
れ
、
定
期
戦
、
北
陵
祭
な

ど
の
学
校
行
事
、
ま
た
各
地
で
行
わ
れ

る
各
支
部
報
告
な
ど
、
で
き
る
か
ぎ
り

の
多
く
の
情
報
を
、『
同
窓
会
報
』
に

掲
載
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、

毎
年
六
月
発
行
か
ら
、
一
二
月
一
日
発

行
に
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

同
窓
会
活
動

昨
年
の
第
µ¶
号
『
同
窓
会
報
』
発
行

以
降
の
仙
台
二
高
同
窓
会
活
動
に
つ
い

て
概
略
を
報
告
し
ま
す
。

「
卒
業
生
歓
迎
会
」（
令
和
五
年
六
月

一
〇
日
、
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）
が

開
催
さ
れ
、
若
手
同
窓
会
員
と
の
交
流

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
星
野
誠（
高
µ³
回
、

Ｔ
Ｂ
Ｃ
天
気
予
報
士
）、秩
父
絵
里
（
高

¶³
回
、
バ
ー
ク
リ
ー
音
楽
大
学
首
席
卒

業
、
作
曲
家
）
の
お
二
人
を
、
ゲ
ス
ト

と
し
て
迎
え
、
講
演
と
演
奏
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

「
定
例
評
議
員
会
」（
五
月
二
七
日
、

江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）
が
、
次
い

で
、「
同
窓
会
総
会
」（
七
月
一
日
、
江

陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
小
田
中
直
樹
（
高
³4
回
、
東
北

大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
長
、
経
済

学
部
長
）
が
、『
二
一
世
紀
に
お
け
る

二
高
の
役
割

：

卒
業
生
・
同
窓
生
・
卒

業
生
受
入
側
の
立
場
か
ら
』
と
い
う
演

題
で
講
演
し
ま
し
た
。
東
北
大
学
に
お

い
て
も
、
学
生
気
質
が
変
化
し
て
き
て

お
り
、
自
ら
の
興
味
に
し
た
が
っ
て
研

究
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
る
様
子
が
窺

え
ま
し
た
。

「
北
陵
祭
」（
九
月
二
、
三
日
）
一
年

一
組
教
室
に
、
同
窓
会
ブ
ー
ス
が
設
置

さ
れ
、
佐
藤
一
郎
『
パ
リ
・
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
寺
院
』
な
ど
二
点
、
岩
井
純
（
高

1¸
回
）『
六
華
天
目
銀
彩
皿
』、
横
山
光

太
郎
（
高
1¸
回
）、木
村
雅
文
（
高
22
回
）

な
ど
の
写
真
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

「
同
窓
会
新
年
懇
親
会
＋
高
·4
回

二
十
歳
を
祝
う
会
」（
令
和
六
年
一
月

六
日
、
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）
が
、

こ
れ
ま
で
の
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
新
年
合

同
懇
親
会
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
名

称
も
変
え
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

江
尻
慎
太
郎
（
高
4¸
回
）
が
「
プ
ロ

野
球
選
手
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
へ
」
と

い
う
演
題
で
講
演
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ

ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
交

え
た
講
演
で
あ
り
、
若
い
同
窓
生
に
は

特
に
好
評
で
あ
り
ま
し
た
。
懇
親
会
で

は
、
大
井
龍
司
名
誉
会
長
の
御
挨
拶
も

加
わ
り
、
和
や
か
に
進
行
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
高
·4
回
二
〇
四
名
、
一

般
学
生
四
名
、
社
会
人
七
二
名
の
計

二
八
〇
名
で
あ
り
ま
し
た
。

「
同
窓
会
入
会
式
」（
二
月
二
九
日
、

講
堂
）
が
挙
行
さ
れ
、同
窓
会
か
ら
は
、

会
長
、
副
会
長
四
名
の
他
に
、
斎
藤
雅

樹
理
事
、
永
見
幸
久
（
高
2¹
回
）、
太

田
康
裕
（
高
³1
回
）
評
議
員
が
出
席
し

ま
し
た
。
小
野
寺
満
明
副
会
長
よ
り
、

「
同
窓
会
活
動
と
そ
の
歩
み
」
と
題
す

る
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
説
明
が
あ

り
、
令
和
五
年
度
（
高
·¶
回
）
の
、
評

議
員
（
杉
田
知
泰
、
嵯
峨
井
颯
）、
常

任
委
員
（
齋
藤
凛
、
杉
田
知
泰
、
南
健

太
、熊
谷
瑠
晟
、畠
山
和
子
、香
川
幹
央
、

阿
部
千
慈
、
嵯
峨
井
颯
）
に
、
同
窓
会

長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

「
卒
業
式
」（
三
月
一
日
、
講
堂
）
が

挙
行
さ
れ
、
保
護
者
も
多
数
参
列
し
、

例
年
に
な
く
、
女
性
生
徒
の
色
鮮
や
か

な
和
装
の
出
立
が
華
や
か
で
し
た
。
一

組
か
ら
八
組
ま
で
、
一
人
ひ
と
り
が

「
は
い
」
と
言
っ
て
起
立
し
、
そ
の
声

が
響
き
渡
り
ま
す
。
各
組
代
表
の
生
徒

に
校
長
か
ら
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
式
辞
、
祝
辞
の
終
了
後
、
突
然
、

後
藤
悠
里
応
援
団
長
が
登
壇
し
、
生
徒

全
員
が
「
雨
か
嵐
か
」
を
唱
和
し
、
わ

れ
わ
れ
の
時
代
と
は
異
な
り
、
メ
ロ

デ
ィ
ー
が
平
坦
に
な
り
、
上
下
に
動
か

す
拍
手
で
し
た
。

「
入
学
式
」（
四
月
八
日
、
講
堂
）
が

挙
行
さ
れ
、
同
窓
会
長
、
副
会
長
三
名
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
ら
保
護
者
役
員
も
来
賓
と

し
て
、
同
席
。
ま
た
、
六
〇
〇
名
を
超

え
る
保
護
者
の
方
々
も
後
方
に
参
列
さ

れ
、
講
堂
は
満
杯
。
最
後
方
に
控
え
た

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
が
、
国
歌
、
校
歌
斉
唱

時
に
演
奏
し
、
彩
り
を
供
え
た
形
態
に

な
り
ま
し
た
。
生
徒
合
唱
団
に
よ
る
校

歌
斉
唱
の
歌
声
に
感
動
し
ま
し
た
。
高

橋
賢
校
長
の
式
辞
、新
入
生
代
表
宣
誓
、

祝
辞
と
続
き
ま
し
た
。

「
定
例
評
議
員
会
」（
五
月
二
五
日
）

が
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ

れ
、
事
業
報
告
、
計
画
案
、
収
支
決
算

報
告
、
予
算
案
、
慶
弔
規
約
が
審
議
さ

れ
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
仙
台
二
高
同
窓
会

収
支
決
算
書
を
見
る
と
、
収
入
は

一
三
一
八
万
円
、
会
費
収
入
は
、

七
七
〇
万
円
で
あ
り
予
算
案
と
比
べ
る

と
、
一
八
〇
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

約
五
九
〇
人
の
同
窓
生
が
会
費
を
納
入

し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
入
会
金
＋
寄
付
金
収
入

は
、
五
四
八
万
円
で
あ
り
、
予
算
案
と

比
べ
る
と
、
一
三
八
万
円
増
加
し
て
い

ま
す
。
合
算
し
ま
す
と
、
収
入
は
、
予

算
案
と
比
べ
る
と
、
四
二
万
円
の
赤
字

と
な
り
ま
す
。

支
出
は
、
一
二
九
一
万
円
（
内

訳

：

校
内
活
動
助
成
費

一
二
〇
万

円
、
卒
業
記
念
品
五
八
万
円
、
同
窓
会

報

三
〇
二
万
円
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

二
〇
二
万
円
、
同
窓
会
活
性
化
対
策
費

一
一
二
万
円
）
に
な
り
ま
す
。
令
和
五

年
度
分
の
繰
越
金
は
、
二
六
万
円
と
な

り
ま
す
。

「
同
窓
会
総
会
」（
七
月
六
日
、
江
陽

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）
が
開
催
さ
れ
（
出

席
者
総
数
七
三
名
）、
昨
年
と
同
様
に
、

島
田
淳
（
高
³³
回
）
在
京
同
窓
会
幹
事

長
に
リ
モ
ー
ト
中
継
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

天
江
喜
七
郎
（
高
14
回
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
特
命
全
権
大
使
、
外
務
省
参
与
、
国

立
京
都
国
際
会
館
館
長
を
歴
任
）
が
、

『
日
本
は
異
質
な
周
辺
国
と
ど
う
付
き

合
う
べ
き
か
？
』
と
い
う
演
題
で
講
演

し
ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
地
球
社
会

で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
ガ
ザ
戦
争

と
続
き
、
情
勢
は
不
安
定
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
に
も
波
及
す

る
恐
れ
が
あ
る
。
日
本
の
安
全
保
障
を

考
え
る
時
、
防
衛
力
整
備
、
日
米
同
盟

の
効
果
的
運
用
は
当
然
で
あ
る
が
、
周

辺
国
と
の
対
話
に
よ
る
日
本
の
安
全
確

保
と
相
互
理
解
が
必
要
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
、
外
務
省
に
も
仙
台
二
高
出
身

の
女
性
が
お
り
、
現
在
は
、
仙
台
二
高

に
お
け
る
男
女
共
学
制
度
に
賛
同
の
意

を
示
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

な
お
、
令
和
六
年
度
は
、
退
任
理
事
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は
お
ら
ず
、
千
田
耕
一
副
会
長
（
高
2³

回
、
会
報
統
括
）、
横
山
政
宣
理
事
（
高

³¸
回
）、
利
大
作
理
事
（
高
41
回
）、
内

藤
喜
仁
会
計
監
事
は
、
再
任
。

「
北
陵
祭
」（
八
月
三
一
、九
月
一
日
、

一
年
一
組
教
室
）
に
、
同
窓
会
ブ
ー
ス

が
設
置
さ
れ
、佐
藤
一
郎
『
石
膏
素
描
』

六
点
、
手
戸
雅
巳
（
高
1µ
回
、
亘
理
支

部
長
、
写
真
）、
庄
司
恒
一
（
高
22
回
、

水
彩
画
）、木
村
雅
文
（
高
22
回
、写
真
）

な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、河
北
新
報
（
四
―
九
月
、

日
曜
版
）「
東
北
の
文
芸
」
欄
に
、
山

野
辺
太
郎
（
高
4¶
回
）
作
の
『
大
観
音

の
傾
き
』
が
連
載
さ
れ
ま
し
た
。
仙
台

弁
が
ふ
ん
だ
ん
に
活
用
さ
れ
、
牛
久
大

仏
ま
で
も
登
場
し
て
ま
し
た
。

一
〇
月
一
日
旦
英
夫
（
高
20
回
）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
部
長
が
来
仙
し
、
ホ

テ
ル
で
の
朝
食
会
で
お
話
を
聞
き
し
ま

し
た
。『
米
語
で
ウ
ォ
ッ
チ
！

日
本
か

ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
』
を

拝
見
し
た
の
で
す
が
、
新
聞
・
ネ
ッ
ト

で
の
実
際
の
英
文
例
を
引
用
し
、
生
き

た
「
米
語
」
の
語
学
教
材
に
も
な
っ
て

い
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
第
七
十
九
回
仙
台
第
二
高

等
学
校
入
学
式
、
同
窓
会
会
長
祝
辞

「
令
和
六
（
二
〇
二
四
）
年
元
日
、

能
登
半
島
地
震
が
あ
り
、
自
然
の
力
は

暴
力
的
で
あ
り
、
破
滅
的
な
能
登
の
姿

を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
震
災
に

よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
、
あ
る
い
は
被

害
を
受
け
ら
れ
た
人
々
に
哀
悼
の
意
を

捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

あ
る
い
は
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
戦
争

と
、
人
間
の
力
も
暴
力
的
な
姿
を
曝
し

て
お
り
ま
す
。
時
間
、
空
間
が
短
縮
さ

れ
、
網
の
目
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
、

こ
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
地
球
社
会
」
で

起
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
は
、
「
ロ
ー

カ
ル
な
地
域
社
会
」
で
も
、
そ
の
影
響

か
ら
逃
れ
出
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
世
界
中
を
席
巻
し

た
コ
ロ
ナ
禍
は
終
息
を
迎
え
て
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
宮
城

県
仙
台
第
二
高
等
学
校
に
お
け
る
、
令

和
六
年
度
、
第
七
九
回
、
入
学
式
が
、

こ
こ
講
堂
に
お
い
て
、
無
事
挙
行
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
栄
え
あ
る
今

日
を
迎
え
た
新
入
生
は
、
男
子
一
八
三

名

女
子
一
三
七
名
、
合
計
三
二
〇
名

と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

宮
城
県
仙
台
第
二
高
等
学
校
同
窓
会

を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
勉
学
を
積
み

重
ね
、
見
事
合
格
し
た
新
入
生
の
皆
さ

ん
に
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
今
日
と
い
う
こ
の
入
学
式
を
迎
え

る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
一
生
懸
命

に
サ
ポ
ー
ト
に
徹
し
て
き
た
保
護
者
の

方
々
が
、
こ
の
よ
う
に
多
数
御
列
席
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

入
学
式
は
、
新
入
生
を
お
迎
え
す
る

た
め
に
「
い
は
ふ
」
儀
式
で
あ
り
、
最

初
の「
お
も
て
な
し
」を
す
る
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。。
こ
こ
講
堂
に
お
集
ま
り

の
新
入
生
は
、
は
じ
め
て
仙
台
二
高
と

い
う
共
同
体
に
入
る
べ
く
、
訪
れ
た

「
客ま

れ

人び
と

」
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
、
昨
年
、
高
橋
賢
校
長
か
ら
お

聞
き
し
た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中

断
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
研
修
旅
行
が
昨

年
再
開
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の

際
、
旅
費
の
高
騰
も
あ
り
、
巡
る
都
市

は
、
ボ
ス
ト
ン
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
し

ま
っ
た
そ
う
で
す
。

ボ
ス
ト
ン
と
い
え
ば
、、
東
京
美
術

学
校
（
現
在
の
東
京
藝
術
大
学
美
術
学

部
）
校
長
で
あ
っ
た
岡
倉
天
心
が
長
ら

く
中
国
、
日
本
部
部
長
と
し
て
勤
め
て

い
た
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
が
あ
り
ま
す
。

天
心
は
、
英
語
を
幼
少
時
か
ら
学
び
、

欧
米
文
化
に
触
れ
、
東
洋
、
日
本
文
化

の
な
ん
た
る
か
を
語
る
必
要
性
を
感
じ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。『
茶
の
本

Ô
è
å

Â
ï
ï
ë
ï
æ
Ô
åá

』
を
英
語
で
出
版
し
て

い
ま
す
。

三
十
年
以
上
前
に
、
わ
た
く
し
は
、

東
洋
部
作
品
の
展
示
を
含
め
て
所
蔵
品

を
鑑
賞
し
よ
う
と
、
二
日
ほ
ど
ボ
ス
ト

ン
美
術
館
に
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
わ
た
く
し
の
大
学
生
時
代
、
約

六
十
年
前
の
上
野
の
本
館
木
造
校
舎
に

あ
っ
た
、
擬ぎ

宝ぼ

珠し

の
付
い
た
手
摺
階
段

と
か
、
大
机
な
ど
の
調
度
品
が
、
ボ
ス

ト
ン
美
術
館
に
ま
っ
た
く
同
一
の
も
の

が
あ
り
、
明
治
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
感
じ
に
な
り
ま
し
た
。

加
え
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
印
象
派
、

後
期
印
象
派
の
傑
作
も
多
く
、
ゴ
ー

ギ
ャ
ン
の
タ
ヒ
チ
で
描
か
れ
た
最
大
の

作
品
で
あ
る
『
わ
れ
わ
れ
は
ど
こ
か

ら
き
た
の
か
。

わ
れ
わ
れ
は
な
に
も

の
か
。

わ
れ
わ
れ
は
ど
こ
へ
い
く
の

か
。』
も
陳
列
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
絵

そ
の
も
の
も
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す

が
、「×
è
åòå

Ä
ï
×

å
Ã
ï
í
å
Æ
òï

í

¿
×

è
á
ô
Á
ò
å
×

å
¿
×

è
å
ò
å
Á
ò
å

×
å
Ç
ï
éî
ç
¿

」
と
い
う
題
名
に
反
応

し
て
自
問
自
答
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

昔
日
の
日
々
、
日
本
に
飛
来
す
る

白
鳥
も
、「
ど
こ
か
ら
き
て
、
ど
こ
へ

行
く
の
か
」、
そ
し
て
白
鳥
は
「
な
に

も
の
な
の
か
」
と
、
日
本
に
住
む
人
々

は
不
可
思
議
に
思
っ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。
谷
川
健
一
『
白
鳥
伝
説
』
を
読
ん

で
知
っ
た
の
で
す
が
、
仙
台
藩
に
も
、

な
か
で
も
刈
田
郡
や
柴
田
郡
に
「
白
鳥

伝
説
」
が
あ
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、

仙
台
藩
藩
祖
の
伊
達
政
宗
は
、
第
二
代

の
忠
宗
が
初
め
て
仙
台
に
お
国
入
り
し

た
と
き
、
鉄
砲
で
白
鳥
を
撃
つ
こ
と

は
「
白
石
ば
か
り
は
無
用
に
候
」
と
手

紙
で
注
意
を
与
え
て
い
る
の
で
す
。
こ

の
よ
う
に
、
秋
に
な
る
と
飛
来
し
、
春

に
な
る
と
飛
び
立
つ
白
鳥
は
、
稀
に
く

る
客
人
と
し
て
遇
さ
れ
て
お
り
、
大
切

に
扱
わ
れ
て
き
た
の
で
す
。
刈
田
嶺
神

社
は
、
白
鳥
神
を
祀
っ
て
お
り
、
こ
の

事
実
は
、
清
和
天
皇
の
貞
観
十
一
年

（
八
六
九
）
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

白
鳥
は
、
日

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
が
語
ら
れ
て
い

る
記
紀
の
時
代
か
ら
日
本
人
の
霊
魂
の

か
た
ど
り
と
み
な
さ
れ
て
き
た
の
で

し
ょ
う
。

わ
た
く
し
の
幼
き
頃
を
少
し
思
い
出

し
て
み
ま
す
。
小
学
一
年
生
の
春
、
青

葉
の
山
、
青
葉
城
址
へ
、
花
見
遠
足
で

登
り
ま
し
た
。
小
学
校
時
代
、
毎
夏
、

松
淵
、
賢
淵
の
廣
瀬
の
流
れ
で
水
泳
を

し
ま
し
た
。
と
に
か
く
、
牛
越
橋
か
ら
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「
正
論
か
ひ
が
み
か
」

旧
仙
台
二
中
・
仙
台
二
高
同
窓
会
名
誉
会
長

大
井

龍
司
（
高
±°
回
）

以
前
私
は
同
窓
会
長
在
任
中
、
第
µ1

号
会
報
に「
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
甲
子
園
」と

題
し
た
巻
頭
言
を
寄
せ
た
。
そ
こ
で
は

仙
台
二
高
硬
式
野
球
部
が
我
々
同
窓
生

に
甲
子
園
球
場
の
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド

で
校
歌
を
謳
わ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
こ
と
と
、「
野
球
強
豪
校
」
が
あ
ま
り

に
も
勝
ち
に
拘
り
過
ぎ
た
り
、
あ
る
い

は
野
球
に
自
校
の
揚
名
効
果
を
期
待
す

る
た
め
に
素
質
あ
る
中
学
生
を
県
外
遠

く
か
ら
入
学
さ
せ
る
い
わ
ゆ
る
野
球
留

学
（
越
境
入
学
）
へ
の
疑
問
を
述
べ
た
。

そ
の
風
潮
は
以
前
か
ら
問
題
視
さ
れ
て

は
い
る
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
は

今
で
も
続
い
て
い
る
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
で
は
、
し
ば
し
ば
甲
子
園
出
場
校
を

「
名
門
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
が
、
私
は

そ
れ
に
異
議
あ
り
、
名
門
で
は
な
く
野

球
強
豪
校
、
百
歩
譲
っ
て
野
球
伝
統
校

と
い
う
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

昭
和
三
十
一
年
ま
で
に
三
度
の
甲
子

園
大
会
出
場
を
果
た
し
て
い
る
〝
名

門
〟
仙
台
二
高
は
、
残
念
な
が
ら
今
年

（
二
〇
二
四
年
）
も
県
大
会
の
予
選
で

早
々
と
姿
を
消
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

公
立
高
校
で
唯
一
本
大
会
¸
強
入
り
し

た
島
根
県
代
表
の
大
社
高
校
は
三
十
二

年
ぶ
り
に
出
場
し
一
〇
七
年
ぶ
り
の
二

勝
、
九
十
三
年
ぶ
り
の
準
々
決
勝
進
出

と
そ
の
活
躍
が
話
題
を
呼
び
、
酷
暑
の

中
わ
れ
わ
れ
高
校
野
球
フ
ァ
ン
に
と
っ

て
一
幅
の
清
涼
剤
に
な
っ
た
。
そ
の
大

社
高
校
の
ベ
ン
チ
入
り
選
手
の
全
員
が

地
元
島
根
県
内
出
身
者
で
あ
る
（
な
お

金
足
農
高
、
石
橋
高
、
掛
川
高
、
南
陽

工
高
な
ど
公
立
出
場
高
の
殆
ど
が
同

様
）
一
方
、
そ
の
他
の
い
わ
ゆ
る
野
球

強
豪
校
で
は
そ
の
半
数
、
極
端
な
場
合

そ
の
大
部
分
が
県
外
出
身
者
で
占
め
ら

れ
て
い
た
。

以
前
、
県
内
出
身
の
選
手
が
一
人
も

い
な
い
九
州
の
某
高
校
が
甲
子
園
大
会

で
優
勝
し
た
時
、
通
常
見
ら
れ
る
地
元

で
の
大
歓
迎
を
受
け
る
風
景
は
な
く
、

選
手
た
ち
が
帰
郷
時
の
駅
頭
に
は
人
も

ま
ば
ら
と
の
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
た
こ

と
が
あ
る
。
今
回
の
準
々
決
勝
で
、
大

社
高
校
サ
イ
ド
の
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド

は
現
役
生
徒
や
地
元
の
人
た
ち
か
ら
な

る
大
応
援
団
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
た

寄

稿

澱
橋
ま
で
の
河
原
は
、遊
び
場
で
あ
り
、

中
学
生
や
高
校
生
に
な
っ
て
も
、
澱
橋

の
袂

た
も
と

の
土
手
に
よ
く
寝
そ
べ
っ
て
い
ま

し
た
。
青
空
を
移
動
す
る
雲
の
流
れ
を

追
う
と
、
い
つ
の
間
に
か
雲
に
身
を
ま

か
せ
て
い
る
自
分
を
発
見
し
、
身
体
ま

で
も
ふ
わ
ふ
わ
動
い
て
い
く
感
覚
に
と

ら
わ
れ
ま
す
。
将
来
の
生
き
る
方
向
性

が
定
ま
ら
ず
、
悩
ん
で
い
た
か
ら
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
時
期
、
絵
を
描
く
こ
と

が
唯
一
の
楽
し
み
で
し
た
。線
を
引
く
、

色
を
塗
る
行
為
が
楽
し
い
。
画
面
の
な

か
の
、そ
の
線
と
色
と
を
見
て
い
る
と
、

心
が
少
し
動
く
の
で
す
。
筆
を
動
か
す

と
、
次
の
一
手
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
ま

れ
、
線
が
加
え
ら
れ
、
色
も
加
え
ら
れ

る
。
目
に
よ
る
対
象
物
と
画
面
と
の
往

還
に
は
、
手
の
運
動
も
加
わ
り
、
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
画
面
は
で
き
あ

が
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
自
意
識

に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
は
な
い
、
無

意
識
の
心
身
の
働
き
が
あ
っ
た
よ
う
な

の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
絵
画
制
作
と
い
う
二
高

美
術
部
で
の
体
験
が
積
み
重
な
り
、
二

年
次
に
は
、
美
術
教
師
二
宮
不
二
麿
先

生
の
す
ゝ
め
も
あ
り
、
東
京
藝
術
大
学

絵
画
科
油
画
専
攻
受
験
へ
と
舵
を
切
っ

た
の
で
す
。
と
同
時
に
、
応
援
団
副
団

長
に
推
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

男
女
共
学
と
な
っ
た
仙
台
二
高
で

あ
っ
て
も
、
新
入
生
に
は
、
等
し
く
応

援
練
習
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
、
聞
い

て
お
り
ま
す
。
是
非
、応
援
歌
を
覚
え
、

大
き
な
声
で
歌
っ
て
く
だ
さ
い
。
応
援

歌
練
習
を
積
み
重
ね
、
試
合
で
応
援
す

る
と
、
き
っ
と
満
ち
足
り
た
気
分
が
、

そ
し
て
仲
間
と
し
て
の
一
体
感
が
醸
し

だ
さ
れ
、
そ
こ
に
喜
び
と
笑・

い
に
み
ち

た
空
間
に
包
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。

仙
台
二
高
は
、
お
互
い
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
を
尊
重
し
、
多
様
性
を
秘
め
た

そ
れ
ぞ
れ
の
人
格
を
認
め
合
う
場
な
の

で
す
。
人
と
人
の
会
話
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、微
笑・

み
合
い
な
が
ら
、

共
に
感
じ
合
い
、
会
話
が
積
み
重
ね
ら

れ
る
と
仲
間
と
し
て
の
信
頼
感
が
生
ま

れ
、
こ
の
小
さ
な
共
同
体
は
よ
り
活
性

化
す
る
の
で
し
ょ
う
。
対
一
高
定
期
戦

の
応
援
の
伝
統
も
そ
の
現
れ
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

仙
台
二
高
で
の
こ
れ
か
ら
、
「
と
も

に

と
も
に

い
そ
し
ま
む

い
ざ

い

ざ

怠
ら
ず
」、
勉
学
研
鑽
と
身
体
運
動

が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
に
重
な
り
合
う
、「
文

武
一
道
」
に
努
め
、
仲
間
と
一
緒
に
、

真
摯
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
よ
う

に
集
中
す
る
と
、
い
つ
も
は
気
づ
け
な

い
、
心
の
奥
深
く
に
あ
る
本
来
の
「
自

分
自
身
、
自
己
」
の
姿
を
発
見
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

心
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
で
い

る
と
、「
自
分
自
身
」
の
、
氷
山
の
一

角
に
過
ぎ
な
い
、
表
面
に
見
出
さ
れ
る

「
自
意
識
、
自
我
」
に
頼
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
短
絡
的
に
結
果

を
求
め
る
、
た
と
え
ば
偏
差
値
至
上
主

義
や
、
極
端
な
拝
金
主
義
も
生
ま
れ
て

し
ま
う
の
で
す
。

純
粋
無
垢
な
、
な
に
も
の
に
も
穢
さ

れ
て
い
な
い
白
鳥
の
よ
う
な
新
入
生
の

み
な
さ
ん
、
三
年
後
に
は
飛
び
立
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
三
年
間
、
本
来
の
真
の

自
己
探
求
に
励
み
、
心
の
奥
深
く
に
あ

る
「
自
分
自
身
、
自
己
」
に
限
り
な
い

信
頼
を
寄
せ
、
そ
の
秘
め
た
る
小
さ
な

種
子
を
丁
寧
に
育
ん
で
く
だ
さ
い
。
一

人
ひ
と
り
の
文
武
一
道
を
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
開
拓
し
て
く
だ
さ
い
。

近
い
将
来
、「
ロ
ー
カ
ル
な
地
域
社

会
」
と
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
地
球
社
会
」

の
一
員
と
し
て
、
な
に
も
の
か
を
作
り

出
し
、
厳
し
さ
を
乗
り
越
え
て
、
そ
の

厳
し
さ
の
お
か
げ
で
身
近
な
人
々
に
あ

り
が
と
う
と
い
え
る
人
間
と
し
て
の
成

長
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

わ
た
く
し
は
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
を
聴
き

な
が
ら
、
高
校
、
大
学
時
代
を
過
ご

し
た
世
代
に
属
し
ま
す
が
、
最
後
に
、

ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
と
オ
ノ
・
ヨ
ー
コ
が

共
同
で
作
詞
作
曲
し
た
「
イ
マ
ジ
ン

Éí
á
ç
éî
å

」
の
一
節
を
読
ん
で
、
祝
辞

と
い
た
し
ま
す
。

Ù
ï
õ
í
á
ù
óá
ù
Éżí

á
ä
òåá

í
åò

Â
õ
ô
Éżí

î
ï
ô
ôè

å
ï
î
ìù

ï
î
å

É
è
ï
ð
å
óï
í
åä

á
ù
ù
ï
õ
żìì

êï
éî

õ
ó

Á
î
ä
ôè

å
÷
ï
òìä

÷
éìì

ìéö
å
á
ó
ï
î
å

令
和
六
年
四
月
十
日

旧
仙
台
二
中
・
仙
台
二
高
同
窓
会
会
長

佐
藤
一
郎

あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
現
状
の
ま
ま
で

は
到
底
叶
わ
な
い
夢
を
追
う
母
校
一
同
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が
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
県
内
出
身

者
が
二
十
人
中
七
人
と
少
な
か
っ
た
鹿

児
島
県
私
立
某
学
園
の
応
援
風
景
は
寂

し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
高
校
野
球
が
単

に
そ
の
学
校
の
み
な
ら
ず
如
何
に
地
元

で
愛
さ
れ
て
い
る
か
、
愛
さ
れ
る
べ
き

か
が
分
か
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

日
頃
か
ら
全
国
大
会
で
そ
の
活
躍
が

目
立
つ
仙
台
育
英
高
校
野
球
部
須
江
航

監
督
の
「
東
北
の
み
な
さ
ん
、
甲
子
園

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
の
コ
メ
ン
ト
が
、
地
元
の
高
校
野
球

フ
ァ
ン
の
こ
こ
ろ
を
掴
ん
だ
こ
と
は
記

憶
に
新
し
い
。
些
か
「
了
見
が
狭
く
な

い
？
」
と
お
叱
り
を
受
け
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
高
等
学
校
の
野
球
部
は
や
は

り
地
元
の
出
身
者
で
構
成
さ
れ
る
の
が

本
来
の
姿
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
私

の
持
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
正
論
」
で

令
和
六
年
度
も
順
調
に
教
育
活
動
が

行
わ
れ
、
生
徒
達
も
学
習
、
学
校
行
事
、

部
活
動
な
ど
全
て
に
一
生
懸
命
取
り
組

み
、
様
々
な
場
面
で
活
躍
を
見
せ
て
い

ま
す
。
こ
れ
も
二
高
の
こ
と
を
大
事
に

思
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
同
窓
生
や
保

護
者
、関
係
す
る
方
々
の
ご
支
援
、ご
協

力
の
お
陰
だ
と
つ
く
づ
く
感
じ
て
い
ま

す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
校
長
と
し
て
本
校
に
赴
任
し

て
三
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
の
三

月
末
に
役
職
定
年
を
迎
え
、
二
高
の
校

長
と
し
て
は
定
年
退
職
と
な
り
ま
す
。

あ
っ
と
い
う
間
の
時
間
で
し
た
が
、
最

校

長

挨

拶

「
二
高
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

校
長

高
橋
　
　
賢
（
高
³5
回
）

あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
現
状
の
ま
ま
で

は
到
底
叶
わ
な
い
夢
を
追
う
母
校
一
同

後
に
自
分
の
母
校
の
校
長
と
し
て
勤
め

ら
れ
た
こ
と
は
、
高
校
教
師
と
し
て
最

高
の
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
後
に

残
さ
れ
た
時
間
は
少
な
い
の
で
す
が
、

二
高
の
た
め
に
、
や
れ
る
こ
と
は
全
て

や
り
き
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
の
一
年
と
な
っ
た
今
年
度
、
自

分
自
身
に
と
っ
て
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
は
、二
高
伝
統
の

登
山
行
事
で
あ
る
「
岩
手
山
登
山
」
に

行
っ
て
、
生
徒
と
一
緒
に
山
頂
ま
で
登

る
と
い
う
も
の
で
す
。
き
っ
か
け
は
歴

代
の
校
長
先
生
方
の
中
に
も
登
ら
れ
た

人
も
い
る
と
聞
い
た
こ
と
で
す
が
、
い

つ
も
生
徒
に
対
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
が
大
切
な
こ
と
だ
と
伝
え
続
け
て

窓
生
の
単
な
る
「
ひ
が
み
」
な
の
で
あ

ろ
う
か
。

き
ま
し
た
が
、
自
分
で
挑
戦
し
て
い
る

も
の
が
あ
る
か
と
い
う
と
、
は
っ
き
り

と
し
た
も
の
が
な
い
と
感
じ
、
こ
の
最

後
の
年
の
区
切
り
と
し
て
、ま
た
、来
年

度
か
ら
の
再
出
発
に
向
け
て
、
ま
だ
ま

だ
や
れ
る
こ
と
、
で
き
る
こ
と
を
確
認

し
た
か
っ
た
こ
と
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
一

つ
理
由
で
し
た
。

も
う
一
つ
の
理
由
は
、二
年
間
、岩
手

山
登
山
を
す
る
生
徒
を
見
て
、
登
山
後

の
姿
が
本
当
に
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
て

い
た
こ
と
や
、
二
年
半
の
間
、
学
校
生

活
の
中
で
生
徒
を
見
て
き
て
、
二
高
生

が
、勉
強
も
部
活
動
も
行
事
も
、何
事
に

も
頑
張
る
姿
に
い
つ
も
感
動
し
て
い
て
、

そ
の
姿
を
見
て
、
自
分
自
身
も
こ
の
学

校
で
生
徒
と
一
緒
に
な
っ
て
、
何
か
一

つ
だ
け
で
も
い
い
か
ら
達
成
し
た
か
っ

た
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
六
十
歳
で
登
山
未
経
験
者

（
二
高
時
代
に
栗
駒
山
は
登
り
ま
し
た

が
）の
私
に
と
っ
て
、こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
無
謀
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

と
い
う
の
も
、十
五
年
前
ま
で
は
、私
も

高
校
教
員
と
し
て
授
業
や
部
活
動
、
担

任
な
ど
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
十
五

年
前
か
ら
全
く
違
う
仕
事
を
し
て
い
て
、

こ
の
十
五
年
間
は
運
動
ら
し
い
運
動
を

一
切
し
な
か
っ
た
の
で
、
体
重
も
当
時

か
ら
十
㎏
以
上
も
重
く
な
り
、
筋
力
は

衰
え
て
い
ま
し
た
し
、
三
階
ま
で
階
段

を
上
る
と
息
が
切
れ
る
状
態
で
し
た
。

こ
の
状
態
か
ら
も
、
今
回
生
徒
と
一
緒

に
岩
手
山
を
登
る
と
い
う
の
は
難
し
い

こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
家
族
か

ら
は
ケ
ガ
し
た
り
し
て
先
生
方
や
生
徒

に
迷
惑
を
か
け
る
か
ら
や
め
な
さ
い
と

反
対
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
、
今
回
は
こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

成
功
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
と
て
も

強
く
、
四
月
中
旬
か
ら
ジ
ム
に
通
い
始

め
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、本
番
一
か

月
前
に
は
下
見
に
も
行
き
ま
し
た
。（
下

見
の
時
は
五
合
目
で
足
が
つ
っ
て
大
変

で
し
た
が
）
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
七
月

十
八
日
の
登
山
当
日
は
七
㎏
減
量
し
た

身
体
で
、無
事
に
山
頂
に
た
ど
り
着
き
、

最
高
の
経
験
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

人
は
、何
か
頑
張
る
と
き
に「
頑
張
る

理
由
」
と
「
頑
張
れ
る
理
由
」
が
あ
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。今
回
、自
分

は
ま
だ
ま
だ
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、

自
信
を
持
ち
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が

「
頑
張
る
理
由
」で
し
た
。そ
し
て
、二
高

の
生
徒
と
一
緒
に
達
成
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
が「
頑
張
れ
る
理
由
」だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
登
山
は
本
当
に
き
つ
か
っ

た
の
で
す
が
、
あ
の
日
か
ら
以
前
よ
り

も
更
に
前
向
き
な
気
持
ち
で
生
活
し
て

い
る
の
は
確
か
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
十
月
上
旬
か

ら
岩
手
山
の
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
が
上
が

り
、入
山
規
制
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。来

年
の
登
山
に
影
響
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、私
は
、こ
の
二
高
伝
統
の
登
山

の
素
晴
ら
し
さ
を
味
わ
い
、
将
来
の
二

高
生
に
も
経
験
し
て
ほ
し
い
と
考
え
ま

す
。実
施
す
る
ま
で
に
は
、難
し
い
課
題

も
多
く
あ
り
ま
す
が
、是
非
、継
続
し
て

い
け
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

大井龍司名誉会長寄贈の垂れ幕「宮城県仙台第二高等学校同窓
会」が、今年も定期戦当日スタンドに設置された。
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し
た
。
そ
れ
で
も
何
と
か
地
元
の
大
学

に
入
り
ま
し
た
が
、
当
時
は
学
生
運
動

が
激
し
く
て
特
に
卒
業
時
は
七
十
年
安

保
の
真
只
中
、
周
囲
の
学
生
デ
モ
や
無

期
限
ス
ト
ラ
イ
キ
を
目
の
当
た
り
に
し

て
全
く
自
分
を
見
失
っ
て
し
ま
い
、
当

然
の
結
果
と
し
て
就
職
活
動
に
も
身
が

入
ら
ず
受
験
し
た
新
聞
社
な
ど
は
す
べ

て
落
ち
ま
し
た
。
人
生
第
二
の
挫
折
を

味
わ
い
ま
し
た
。
大
卒
後
二
年
半
だ
け

は
所
謂
大
手
の
印
刷
会
社
に
席
を
置
き

ま
し
た
が
そ
の
後
の
大
半
は
中
小
零
細

企
業
で
働
き
、
六
十
歳
に
な
っ
て
初
め

て
起
業
し
十
一
年
間
独
り
社
長
で
頑
張

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
人
生
を
送
っ
て
き

ま
し
た
が
、何
と
か
喜
寿
（
七
十
七
歳
）

ま
で
生
き
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
仙
台
二

高
の
同
期
や
先
輩
や
後
輩
の
方
々
が
あ

ら
ゆ
る
難
局
で
手
を
さ
し
の
べ
て
く
れ

た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
意

味
で
私
に
と
っ
て
仙
台
二
高
は
〝
救
い

の
神
〟
で
あ
り
〝
誇
り
〟
で
あ
り
〝
心

の
支
え
〟
で
あ
り
ま
す
。〝
感
謝
以
外

の
言
葉
〟
は
浮
か
び
ま
せ
ん
。

最
後
に
同
窓
会
の
活
性
化
に
つ
い
て

評
議
員
と
し
て
若
干
意
見
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
は
五
十
代
前
半
に
評
議
員
に
選
ば

れ
、
北
陵
会
館
で
の
評
議
委
員
会
に
出

席
し
て
初
め
て
同
窓
会
の
重
要
さ
を
認

識
し
ま
し
た
。
当
時
は
共
学
の
是
非
を

め
ぐ
り
、
激
し
い
意
見
が
か
わ
さ
れ
ま

し
た
。
大
勢
は
共
学
反
対
で
し
た
が
ご

存
じ
の
よ
う
に
二
〇
〇
七
年
に
母
校
は

共
学
に
な
り
ま
し
た
。

同
窓
会
費
の
納
付
率
が
二
割
を
下

一
九
九
〇
年
代
後
半
、
東
西
冷
戦
に

終
止
符
が
打
た
れ
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ

ネ
、
情
報
が
国
境
を
越
え
て
自
由
に
移

動
す
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
時
代
が
到

来
し
た
。
そ
の
最
大
の
裨
益
者
は
唯
一

の
超
大
国
ア
メ
リ
カ
で
あ
り
「
パ
ッ
ク

ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
」
の
時
代
が
続
い

た
。し
か
し
満
ち
た
月
が
欠
け
る
如
く
、

今
日
世
界
は
再
び
対
立
と
分
断
の
時
代

に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

二
〇
二
二
年
二
月
、
ロ
シ
ア
軍
の
全

面
的
侵
攻
で
始
ま
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
は
、
間
も
な
く
三
年
目
に
入
る
。
し

か
し
ト
ン
ネ
ル
の
先
に
ま
だ
和
平
の
光

は
見
え
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
プ
ー
チ

ン
大
統
領
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
よ
る
対
ウ

ク
ラ
イ
ナ
武
器
供
与
に
反
発
し
て
核
兵

器
使
用
を
準
備
す
る
な
ど
、
具
体
化
へ

の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
き
た
。
今
年
の

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
日
本
の
被
爆
者
団

体
が
選
ば
れ
た
こ
と
は
、
核
兵
器
使
用

が
現
実
味
を
帯
び
て
い
る
こ
と
に
対
す

る
国
際
社
会
の
強
い
危
機
感
が
そ
の
背

景
に
あ
る
。

プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
、
抵
抗
す
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
戦
術
核
兵
器
の
使
用

に
踏
み
切
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
。

第
一
に
、
ロ
シ
ア
は
世
界
中
か
ら
非

難
さ
れ
外
交
的
に
孤
立
す
る
だ
ろ
う
。

「
今
、世
界
は
核
戦
争
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
」

元
在
ウ
ク
ラ
イ
ナ
特
命
全
権
大
使

天
江
喜
七
郎
（
高
±´
回
）

寄

稿

西
側
に
よ
る
対
ロ
制
裁
が
格
段
に
強
化

さ
れ
、
国
交
断
絶
に
至
る
か
も
知
れ
な

い
。
ロ
シ
ア
の
核
使
用
を
黙
認
す
る
国

と
非
難
す
る
国
と
の
間
で
、
国
際
社
会

は
更
に
分
断
を
深
め
る
だ
ろ
う
。

第
二
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
不
本
意
な
和

平
に
応
じ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
抵

抗
を
続
け
れ
ば
、
ロ
シ
ア
は
第
二
、
第

三
の
核
攻
撃
も
辞
さ
な
い
か
ら
で
あ

る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
強
く
望
ん
で
も
、

世
界
大
戦
を
回
避
し
た
い
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が

核
兵
器
を
供
与
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な

い
。
戦
争
は
ロ
シ
ア
優
位
の
中
で
終
結

へ
向
か
う
だ
ろ
う
が
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
ロ

シ
ア
と
の
緊
張
関
係
は
一
層
深
ま
る
だ

ろ
う
。

第
三
に
、核
非
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

体
制
は
崩
壊
し
、
各
国
の
核
開
発
に
歯

止
め
が
利
か
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
北
朝

鮮
は
公
然
と
自
国
の
核
保
有
を
正
当
化

し
、
ロ
シ
ア
の
支
援
を
得
て
核
に
よ
る

恫
喝
を
強
め
る
だ
ろ
う
。
台
湾
統
一
を

目
指
す
中
国
も
核
の
使
用
を
ほ
の
め
か

し
、一
層
攻
撃
的
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

韓
国
や
台
湾
で
は
核
武
装
論
が
本
格
化

し
、
日
本
の
安
全
保
障
に
も
影
響
を
及

ぼ
す
だ
ろ
う
。

こ
の
様
な
お
ぞ
ま
し
い
事
態
に
陥
る

こ
と
を
、
日
本
は
率
先
し
て
阻
止
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。

被
爆
協
に
対
す
る
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

の
授
与
は
、
核
廃
絶
に
対
す
る
被
爆
者

の
長
年
の
行
動
に
報
い
る
た
め
だ
け
で

な
く
、
今
を
生
き
る
人
類
す
べ
て
が
、

核
兵
器
の
不
使
用
と
究
極
的
な
廃
絶
に

一
致
し
て
取
り
組
む
必
要
を
訴
え
て
い

る
。

（
２
０
２
４
・
10
・
20
）

「
母
校
の
更
な
る
発
展
を
願
っ
て
」

髙
橋
　
　
賢
（
高
±7
回
）

寄

稿
八
年
前
の
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十

日
に
第
一
回
三
九
学
遊
会
が
開
か
れ
、

途
中
コ
ロ
ナ
の
た
め
何
度
か
中
止
に
な

り
ま
し
た
が
、
本
年
九
月
八
日
に
記
念

す
べ
き
第
二
十
回
学
遊
会
が
初
回
の

二
十
九
名
を
上
回
る
三
十
八
名
が
参
加

し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
年

後
輩
の
著
名
な
陶
芸
家
岩
井
純
君
も
前

回
に
引
き
続
き
、
特
別
会
員
と
し
て
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
三
九
学
遊

会
は
昭
和
三
十
九
年
度
卒
業
の
同
期
会

で
あ
り
、
詳
細
に
つ
い
て
は
同
窓
会
報

µ¶
号
で
幹
事
の
犬
飼
健
郎
君
が
詳
し
く

説
明
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

今
回
佐
藤
一
郎
同
窓
会
長
の
指
名
で

高
1·
回
の
髙
橋
賢
（
現
校
長
と
同
姓
同

名
）
が
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
私
は
一
九
六
二
年
（
昭

和
三
十
七
年
）
に
栗
原
郡
（
現
栗
原
市
）

若
柳
中
学
か
ら
あ
こ
が
れ
の
仙
台
二
高

に
入
学
し
ま
し
た
。
当
時
も
仙
台
一
高

を
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
競
い
合
っ
て
い
ま

し
た
。
一
年
の
時
は
入
学
早
々
応
援
団

の
洗
礼
を
受
け
て
、て
の
ひ
ら
は
割
れ
、

喉
は
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
団
長
の

方
は
穏
や
か
な
方
で
し
た
が
幹
部
長
の

方
（
既
に
鬼
籍
に
入
ら
れ
ま
し
た
）
は

金
歯
を
光
ら
せ
て
今
で
い
う
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
で
と
て
も
怖
い
思
い
を

し
ま
し
た
。
授
業
は
ラ
ッ
キ
ョ
、
ガ

マ
、
バ
テ
レ
ン
、
ホ
ラ
ゾ
ウ
と
呼
ば
れ

た
個
性
的
な
先
生
方
が
厳
し
く
優
し
く

指
導
し
て
く
れ
ま
し
た
。
毎
日
早
弁
を

し
て
昼
休
み
は
校
庭
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

に
走
り
廻
っ
た
楽
し
い
思
い
出
も
あ
り

ま
す
。
ど
う
し
て
も
理
数
が
克
服
で
き

ず
、
当
初
志
望
の
医
学
部
は
断
念
し
ま

し
た
。
人
生
最
初
の
挫
折
を
味
わ
い
ま
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回
っ
て
い
る
現
在
こ
の
数
字
を
上
げ
、

活
動
を
活
性
化
す
る
た
め
に
、
女
性
の

理
事
を
な
る
べ
く
早
く
誕
生
さ
せ
る
べ

き
と
思
い
ま
す
。
女
性
の
応
援
団
長
が

誕
生
す
る
な
ど
共
学
化
以
降
、
二
十
年

近
く
た
ち
最
近
の
Ｏ
Ｇ
の
活
躍
は
目
ざ

ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
更
に
は
同

窓
会
に
関
心
を
持
つ
の
は
特
別
な
場
合

を
除
き
四
十
～
五
十
代
だ
と
思
い
ま
す

が
、
若
い
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
世
代
に
同
窓

中
学
時
代
ま
で
特
に
合
唱
に
興
味
が

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
音
楽
の

成
績
も
特
に
よ
か
っ
た
わ
け
で
も
な

か
っ
た
。
そ
ん
な
私
が
二
高
に
入
学
し

て
〝
た
ま
た
ま
〟
入
っ
た
の
が
合
唱
団

で
し
た
。「
嫌
に
な
っ
た
ら
直
ぐ
辞
め

よ
う
」
と
い
う
軽
い
気
持
ち
で
し
た
。

で
も
私
は
忽
ち
男
声
合
唱
の
重
厚
な

ハ
ー
モ
ニ
ー
の
虜
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。
当
時
は
勿
論
共
学
で
は
な
い

か
ら
男
声
だ
け
で
し
た
。
し
か
も
四
十

人
！
二
年
生
に
な
る
と
指
揮
者
に
祭
り

上
げ
ら
れ
何
と
指
導
す
る
立
場
に
な
り

ま
し
た
。
東
北
大
に
入
っ
た
時
も
迷
う

こ
と
な
く
男
声
合
唱
団
に
入
団
。
こ
ち

ら
は
一
〇
〇
人
近
い
大
合
唱
団
で
し

た
。そ
こ
で
も
指
揮
者
に
な
り
ま
し
た
。

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
歌
を
ア
カ
ペ
ラ
で

簡
単
に
ハ
モ
る
の
が
男
声
合
唱
の
魅
力

で
す
が
、
日
本
語
の
詩
に
独
特
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
つ
け
た
男
声
合
唱
組
曲
も
人

気
で
し
た
。
そ
の
分
野
で
は
通
称
「
タ

ダ
タ
ケ
」
で
知
ら
れ
る
作
曲
家
多
田
武

彦
氏
は
男
声
合
唱
の
経
験
者
な
ら
誰
で

も
知
っ
て
い
る
〝
神
様
〟
で
す
。
銀
行

員
で
も
あ
っ
た
氏
は
、
二
足
の
草
鞋
を

履
く
〝
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
作
曲
家
〟
と
し

て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

東
北
学
院
大
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
の
合

同
演
奏
で
、
氏
の
代
表
作
を
取
り
上
げ

る
事
に
決
め
た
私
は
、
当
時
富
士
銀
行

新
橋
支
店
次
長
だ
っ
た
多
田
氏
に
〝
教

え
〟
を
請
い
に
何
度
も
上
京
し
ま
し

た
。
そ
し
て
仙
台
で
の
本
番
後
の
打
ち

上
げ
時
に
は
自
分
の
進
路
相
談
に
乗
っ

て
も
ら
う
ま
で
に
な
っ
た
の
で
す
。
川

崎
重
工
や
商
社
な
ど
数
社
か
ら
内
定
を

も
ら
っ
て
い
た
私
に
「
そ
り
ゃ
あ
白
田

君
、
川
重
だ
よ
」
と
い
う
氏
の
一
言
で

私
は
川
重
に
決
め
た
の
で
し
た
。

「
人
生
を
決
め
た
瞬
間
だ
っ
た
」

Ｎ
Ｙ
支
部
副
会
長

白
田

正
樹
（
高
²°
回
）

寄

稿

入
社
三
年
目
で
川
重
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
駐
在
と
な
っ
た
私
は
そ
の
後
独
立
。

も
う
す
ぐ
ア
メ
リ
カ
生
活
は
半
世
紀
に

な
り
ま
す
。
波
乱
万
丈
の
ア
メ
リ
カ
生

活
で
し
た
が
ず
っ
と
合
唱
に
は
縁
が
あ

り
ま
し
た
。
既
存
の
男
声
合
唱
団
だ
け

で
な
く
新
た
に
混
声
合
唱
団
や
子
供
合

唱
団
も
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
同
時
多
発

テ
ロ
の
後
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
、
音

楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
も
活
動
の

場
を
広
げ
る
と
同
時
に
合
唱
を
通
し
て

の
国
際
交
流
に
も
関
わ
っ
て
き
ま
し

た
。「

二
高
の
少
し
南
の
山
か
ら
」

星
野
　
　
誠
（
高
5³
回
）

寄

稿
現
在
、
私
は
仙
台
二
高
か
ら
直
線
距

離
で
二
キ
ロ
ほ
ど
の
八
木
山
に
あ
る
、

東
北
放
送
に
勤
め
て
い
ま
す
。
気
象
予

報
士
と
し
て
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
天
気

予
報
を
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
二
〇
二
三
年
六
月
に

開
催
さ
れ
た
仙
台
二
高
同
窓
会
の
若
手

交
流
会
に
ゲ
ス
ト
と
し
て
お
招
き
い
た

だ
き
ま
し
た
。
私
は
在
校
時
は
美
術
部

で
油
絵
を
主
に
描
い
て
い
た
の
で
す

が
、
こ
の
会
で
は
美
術
部
の
大
先
輩
で

油
絵
の
第
一
人
者
で
あ
る
佐
藤
一
郎
同

窓
会
長
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
近
年
は
共

学
化
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
美
術
部
員
も

増
え
て
い
る
よ
う
で
、
私
が
県
や
仙
台

市
の
展
覧
会
に
足
を
運
ぶ
と
、
後
輩
た

ち
の
力
作
を
多
く
見
か
け
る
の
は
嬉
し

い
限
り
で
す
。
ま
た
、
理
事
を
務
め
て

い
る
私
の
同
級
生
と
名
刺
交
換
を
し
た

と
こ
ろ
、
実
は
弊
社
が
番
組
の
企
画
で

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
企
業
で
働

い
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
大
い
に
刺
激

を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
高

校
を
卒
業
し
て
間
も
な
い
若
手
が
こ
れ

だ
け
の
大
規
模
な
会
を
見
事
に
企
画
・

進
行
し
て
い
る
様
は
、
さ
す
が
二
高
生

と
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
こ
う
し

た
貴
重
な
機
会
で
登
壇
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に
、
ご
関
係
の
皆
様
に
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
天
気
や
天
文

に
興
味
が
あ
り
、
二
高
に
入
学
し
た
時

点
で
、
そ
う
し
た
分
野
を
研
究
で
き
る

会
の
存
在
や
そ
の
重
要
性
を
意
識
し
て

も
ら
う
事
は
極
め
て
大
事
と
考
え
ま

す
。
そ
の
意
味
で
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た

〝
二
十
歳
を
祝
う
会
〟
は
画
期
的
と
思

い
ま
す
。
必
ず
将
来
の
同
窓
会
の
活
性

化
に
役
立
つ
も
の
と
考
え
ま
す
。
私
も

体
と
金
の
続
く
限
り
、
若
い
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ

Ｇ
の
将
来
が
輝
く
よ
う
〝
仙
台
二
高
に

栄
光
あ
れ
〟
と
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま

す
。

今
年
は
、
伊
達
政
宗
が
支
倉
常
長
を

大
使
と
し
て
派
遣
し
た
慶
長
遣
欧
使
節

が
ス
ペ
イ
ン
に
到
着
し
て
四
一
〇
年
で

す
。
そ
こ
で
宮
城
県
で
公
募
し
て
結
成

し
た
「
コ
ロ
・
は
せ
く
ら
」
合
唱
団
を

引
き
連
れ
て
、
コ
ロ
ナ
で
中
断
し
て
い

た
ハ
ポ
ン
さ
ん
達
（
慶
長
使
節
で
ス
ペ

イ
ン
に
残
っ
た
侍
た
ち
の
末
裔
）
と
の

交
流
を
再
開
し
ま
す
。

「
あ
の
時
、
二
高
で
合
唱
団
に
入
っ
て

な
か
っ
た
ら
、、、」

ま
さ
に
自
分
の
人
生
を
決
め
た
瞬
間

だ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

よ
う
な
大
学
に
進
み
た
い
と
い
う
意
向

を
持
っ
て
い
ま
し
た
（
と
い
う
こ
と

を
「
澪
標
」
に
書
い
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
）。
天
気
や
天
文
は
、
理
科
の
分
野

で
い
う
と
地
学
に
な
る
の
で
す
が
、
こ

れ
を
学
問
と
し
て
理
解
す
る
と
な
る
と

物
理
の
知
識
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
理

系
ク
ラ
ス
で
理
科
は
物
理
を
選
択
し
た

私
で
し
た
が
、
頭
の
思
考
回
路
は
ど
う

に
も
文
系
タ
イ
プ
だ
っ
た
よ
う
で
、
大

野
先
生
の
物
理
の
授
業
は
な
か
な
か
苦

戦
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
一

方
、
当
時
は
、
一
九
九
三
年
に
誕
生
し

た
「
気
象
予
報
士
」
と
い
う
資
格
が
有

名
に
な
り
は
じ
め
て
い
た
頃
で
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
私
は
当
時
の
テ
レ
ビ
朝

日
の
「
ニ
ュ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」（
現

「
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」）
に
、
現
役
の

横
浜
国
立
大
学
生
の
気
象
予
報
士
が
出

演
し
て
い
る
の
を
目
に
し
ま
す
。
現
在

は
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
の
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｔ
Ｉ

Ｍ
Ｅ
，」
な
ど
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
増

田
雅
昭
気
象
予
報
士
で
す
。
大
学
生
で

も
予
報
士
と
し
て
最
前
線
で
活
躍
し
て

い
る
人
が
い
る
の
か
と
驚
か
さ
れ
た
私

は
、
進
学
し
た
ら
こ
の
資
格
を
取
ろ
う

と
決
め
ま
し
た
。
一
回
の
試
験
で
の
合

格
率
は
五
％
前
後
と
簡
単
な
資
格
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
学
三
年
時
に
二
回

目
の
試
験
で
合
格
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。「
学
生
で
合
格
す
る
な
ん
て

す
ご
い
」
と
い
う
声
を
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
る
の
で
す
が
、
個
人
的
に
は
社
会

人
に
な
っ
て
仕
事
を
し
な
が
ら
時
間
も

な
い
中
で
勉
強
す
る
よ
り
、
頭
も
柔
ら

か
い
学
生
時
代
に
こ
う
い
う
資
格
取
得
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な
ど
に
力
を
注
ぐ
方
が
良
い
の
で
は
と

感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
大
学
院
の
修
士
課
程
ま
で

進
ん
だ
の
ち
、
就
職
活
動
で
気
象
予
報

業
務
に
力
を
入
れ
て
い
た
東
北
放
送
に

入
社
し
た
私
で
す
が
、
最
初
に
配
属
さ

れ
た
の
は
報
道
部
で
し
た
。
い
わ
ゆ
る

記
者
の
仕
事
で
す
。
こ
れ
が
な
か
な
か

大
変
で
、
ニ
ュ
ー
ス
の
内
容
・
テ
ー
マ

と
い
う
の
は
と
に
か
く
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
人
数
が
少
な
い
ロ
ー
カ
ル
局
で

は
、
事
件
・
事
故
、
行
政
の
動
き
、
災

害
報
道
と
い
っ
た
固
い
ネ
タ
か
ら
、
巷

で
話
題
に
な
っ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
「
街

ネ
タ
」
ま
で
、
一
人
の
記
者
が
担
当
す

る
ネ
タ
の
振
り
幅
も
大
き
く
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
様
々
な
世
の
中
の
動

き
・
仕
組
み
を
「
あ
る
程
度
は
」
知
っ

て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。「
知

ら
な
い
こ
と
」
を
取
材
対
象
者
に
あ
れ

こ
れ
質
問
し
て
視
聴
者
の
皆
さ
ん
に
伝

え
る
こ
と
が
記
者
の
役
目
な
の
で
す

が
、
何
も
知
ら
な
い
と
「
何
を
聞
い
て

よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
こ
ろ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
と
に
な
り
ま
す
。
日
々
、

二
高
時
代
以
上
に
？
勉
強
の
毎
日
で
し

た
。
ち
な
み
に
ち
ょ
う
ど
私
の
入
社
し

た
年
が
二
高
が
共
学
化
さ
れ
た
年
で
、

共
学
化
後
の
初
め
て
の
運
動
会
も
取
材

で
赴
き
ま
し
た
が
、「
女
子
が
い
る
！
」

と
い
う
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

な
が
ら
の
取
材
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
数
年
後
か
ら
は
ニ
ュ
ー
ス
や

情
報
番
組
、
ラ
ジ
オ
の
天
気
予
報
を
担

当
さ
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
記
者
時
代
に
培
っ
た
「
ど
う
す
れ

ば
限
ら
れ
た
尺
で
適
切
に
分
か
り
や
す

く
、
面
白
く
伝
え
ら
れ
る
か
」
と
い
う

視
点
は
、
今
の
天
気
予
報
の
伝
え
方
に

も
生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

近
年
、
地
球
温
暖
化
に
伴
い
、
大
雨

や
台
風
と
い
っ
た
気
象
災
害
の
激
甚
化

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で

個
人
的
に
重
要
だ
と
感
じ
て
い
る
の

が
、「
認
知
バ
イ
ア
ス
」
と
い
う
心
理

学
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
二
〇
一
八
年

七
月
に
中
国
地
方
な
ど
を
襲
っ
た
西
日

本
豪
雨
で
は
、
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
て

い
る
の
に
「
ど
う
せ
こ
こ
は
大
丈
夫
だ

ろ
う
」
と
避
難
せ
ず
逃
げ
遅
れ
た
人
が

多
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
認
知
バ
イ
ア
ス
の
一
種
で
あ

る
、
何
か
異
常
な
こ
と
が
起
き
て
い
た

と
し
て
も
「
こ
れ
は
大
し
た
こ
と
じ
ゃ

な
い
」
と
感
じ
て
し
ま
う
「
正
常
性
バ

イ
ア
ス
」
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
自
ら
の
先
入
観
、
思
い

込
み
な
ど
に
よ
り
非
合
理
的
な
「
偏
っ

た
」
判
断
を
し
て
し
ま
う
こ
の
「
認
知

バ
イ
ア
ス
」
が
、
災
害
の
時
に
は
命
取

り
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
特
集
を

私
は
二
〇
一
九
年
の
夏
に
取
材
し
放
送

し
ま
し
た
。
今
後
も
県
民
の
命
と
財
産

を
守
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
伝
え
る

べ
く
、
様
々
な
方
面
に
ア
ン
テ
ナ
を

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
拙
稿

を
ご
覧
の
皆
様
も
、
ぜ
ひ
放
送
で
取
り

上
げ
ら
れ
る
防
災
・
減
災
に
か
か
わ
る

話
題
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
災

害
に
強
い
暮
ら
し
に
つ
な
げ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

支
部
総
会

同

期

会

開
催
報
告

等

支
部
総
会
報
告

支
部
・
在
京
同
窓
会
の
年
間
活
動
状
況

コ
ロ
ナ
禍
を
挟
ん
で
の
在
京
同
窓
会

の
活
動
を
ま
と
め
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

二
〇
一
九
年
十
一
月
に
は
一
三
三
名

が
総
会
・
懇
親
会
に
集
ま
り
ま
し
た
。

二
〇
一
六
年
か
ら
新
人
歓
迎
会
・
若
手

交
流
会
（
五
月
）
の
開
催
を
始
め
た
こ

と
で
、
一
時
は
二
桁
台
に
参
加
数
を
減

ら
し
た
総
会
も
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
て

い
ま
し
た
。
総
会
は
淡
々
と
短
く
、
懇

親
会
は
盛
大
に
エ
ン
タ
メ
要
素
も
組
み

入
れ
ま
し
た
。

二
〇
二
〇
年
は
中
止
。
二
〇
二
一
年

十
二
月
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
で
開
催

し
ま
し
た
。
画
面
を
使
用
す
る
利
点
を

生
か
し
、
前
半
は
青
葉
城
址
か
ら
二

高
校
舎
ま
で
車
で
移
動
す
る
レ
ポ
ー

タ
ー
（
高
¶¹
回
太
田
直
希
さ
ん
・
現
在

Ｎ
Ｈ
Ｋ
仙
台
勤
務
）、
校
長
、
生
徒
会
長
、

佐
藤
一
郎
同
窓
会
長
の
事
前
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
織
り
交
ぜ
、
見
て
楽
し
む
同

窓
会
に
し
ま
し
た
。
後
半
は
一
〇
〇
名

の
参
加
者
が
十
一
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

た
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
で
す
。
通
販
で

購
入
い
た
だ
い
た
女
川
の
水
産
加
工
品

も
お
つ
ま
み
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
二
〇
二
二
年
五
月
、
大
学
生
は

授
業
も
オ
ン
ラ
イ
ン
、
集
う
習
慣
も
無

い
時
期
に
リ
ア
ル
で
の
新
人
歓
迎
会
・

若
手
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
企
業

や
組
織
が
会
合
を
自
粛
し
て
い
た
頃
で

す
。
同
窓
会
な
ら
自
己
責
任
で
で
き
る

と
判
断
し
、
小
規
模
な
が
ら
復
活
さ
せ

ま
し
た
。
そ
れ
が
二
〇
二
二
年
の
リ
ア

ル
復
活
（
九
十
四
名
）
＆
オ
ン
ラ
イ
ン

（
三
十
名
）
の
計
一
二
四
名
参
加
に
繋

が
り
ま
し
た
。
企
画
を
沢
山
入
れ
た
の

在
京
同
窓
会

島
田
　
　
淳
（
幹
事
長
／
高
³³
回
）

は
飲
む
時
間
を
少
し
減
ら
す
コ
ロ
ナ
対

策
で
も
あ
り
ま
し
た
。

二
〇
二
三
年
の
総
会
・
懇
親
会
は
リ

ア
ル
参
加
者
が
増
し
て
一
一
五
名
。
懇

談
の
前
に
は
青
葉
亭
ず
ん
だ
も
づ
（
高

·4
回
・
岡
本
朱
里
さ
ん
）
の
落
語
を
楽

し
み
、
懇
親
会
は
企
画
を
作
ら
ず
、
歓

談
の
時
間
を
十
分
に
設
け
ま
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
参
加
の
希
望
者
も
多
く
今
後

も
続
け
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
現
役
高
校
一
年
生
が
東
京
に

2021年完全オンライン　
ダイジェストYouTube

限定公開２分動画

2024年８月５－６日　未来キャリア創造プロジェクト2024年８月31日　北杜会

2024 年 5 月 19 日　若手交流会・新人歓迎会で
談笑する在京同窓会上條努会長と若手ら
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来
て
学
習
す
る
八
月
の
「
未
来
キ
ャ
リ

ア
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
二
〇
二
四

年
在
京
同
窓
会
か
ら
講
師
役
の
社
会
人

山
形
北
陵
会
総
会

令
和
五
年
九
月
二
十
四
日
に
第
七

回
の
支
部
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
開
催
し
ま
し
た

仙
台
二
高
同
窓
会
岩
沼
支
部

今
年
も
例
年
通
り
八
月
の
第
一
土
曜

日
（
八
月
三
日
）
に
岩
沼
支
部
の
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
岩
沼
支
部
は
新
型

コ
ロ
ナ
の
発
生
し
た
年
も
、
さ
ら
に
コ

ロ
ナ
禍
の
続
い
て
い
た
年
も
感
染
に
注

意
を
し
な
が
ら
総
会
の
開
催
を
継
続
し

て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
間
支
部
長
の
私

は
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
と
濃
厚
接
触
者

と
い
う
こ
と
で
二
年
続
け
て
欠
席
す
る

こ
と
に
な
り
昨
年
か
ら
や
っ
と
参
加
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
の
支
部
総
会
に
は
岩
沼
支

部
の
四
倉
政
美
前
支
部
長
（
高
10
）
の

声
が
け
も
あ
り
、
佐
藤
一
郎
同
窓
会
会

長
（
高
1·
）
高
橋
賢
校
長
（
高
³µ
）
佐

藤
裕
洋
副
会
長
（
高
1·
）
横
山
圭
司
事

務
局
長
（
高
³³
）
な
ど
多
く
の
ご
来
賓

の
方
々
に
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、
支
部

総
会
の
議
事
終
了
後
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

方
々
の
二
高
在
校
時
の
思
い
出
を
加
え

た
自
己
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら

に
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

山
形
北
陵
会

阿
子
島

功
（
高
±´
回
）

岩
沼
支
部

芳
賀
　
　
盛
（
高
±¸
回
）

山
形
県
支
部
発
足
は
平
成
二
十
六

（
二
〇
一
四
）
年
で
、
仙
道
富
士
郎
会

長
（
現
名
誉
会
長
）
の
も
と
十
年
が
経

過
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
流
行
の
た
め
し
ば
し
お
休
み

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
山
形
県
の
最
上

川
舟
唄（
昭
和
十
一
年
頃
作
曲
さ
れ
た
）

に
、「
流
行
り
風
邪
な
ど
ひ
か
ぬ
よ
う
」

と
あ
る
の
は
そ
の
十
八
―
十
六
年
ほ
ど

前
の
大
正
時
代
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
記

憶
で
し
ょ
う
か
。
地
震
や
ら
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
や
ら
い
ろ
い
ろ
経
験
で
き
ま
し

た
。現

在
二
十
三
人
ほ
ど
の
会
員
の
う
ち

九
名
の
出
席
で
し
た
が
互
い
に
元
気
を

確
か
め
、
近
況
と
仙
台
の
思
い
出
話
に

楽
し
い
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
は
母
校
校
長
高
橋

賢

た
。私

が
仙
台
二
高
に
入
学
し
た
昭
和

三
十
八
年
に
は
合
格
と
同
時
に
案
内

が
届
き
入
学
祝
い
の
会
を
開
い
て
も

ら
っ
た
記
憶
が
あ
り
何
ら
か
の
形
で
同

窓
会
ら
し
き
も
の
が
岩
沼
に
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
は

十
五
年
ほ
ど
盛
岡
に
住
ん
で
お
り
ま
し

た
の
で
そ
の
後
の
経
緯
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
岩
沼
に
戻
っ
て
ま
も
な
く
昭
和

六
十
三
年
に
仙
台
二
中
・
二
高
同
窓
会

岩
沼
会
と
い
う
も
の
が
改
め
て
発
足
し

て
私
も
幹
事
を
ひ
き
う
け
参
加
し
ま
し

た
。何

度
か
当
時
の
堀
田
康
哉
同
窓
会
会

長
（
中
³2
）
を
は
じ
め
役
員
の
方
々
、

校
長
先
生
に
も
岩
沼
へ
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
の
岩
沼
支
部
と

い
う
形
に
な
っ
て
も
大
井
龍
司
前
会
長

一
日
当
た
り
十
四
名
の
参
加
。
前
年
か

ら
倍
層
し
て
い
ま
す
。
副
会
長
菅
井
明

則
さ
ん
（
高
³0
回
）
が
ま
と
め
役
・
連

絡
役
と
し
て
尽
力
し
ま
し
た
。
い
ず
れ

は
二
高
卒
業
生
で
一
日
全
三
十
席
を
埋

め
ら
れ
る
勢
い
で
す
。

北
杜
会
（
一
九
七
五
年
～
）
は
、
在

京
同
窓
会
と
並
行
す
る
卒
業
生
を
講

師
に
招
い
た
在
京
の
勉
強
会
で
す
。

三
四
六
回
目
の
二
〇
二
〇
年
一
月
開
催

か
ら
休
会
し
て
い
ま
し
た
が
、
八
月

三
十
一
日
に
久
々
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
両
國
慶
さ
ん
（
高
4¹
回

ク
ラ
ブ

経
営
者
）
が
新
宿
歌
舞
伎
町
を
テ
ー
マ

に
講
師
を
務
め
、
副
会
長
練
生
川
淳
志

さ
ん
（
高
³0
回
）
の
司
会
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
場
所
を
替
え
た
懇
親
会
場

は
定
員
い
っ
ぱ
い
を
集
め
る
大
盛
況
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
を
機
に
北
杜
会
を

在
京
同
窓
会
の
行
事
と
し
、
今
後
も
一

年
に
複
数
回
の
開
催
を
し
て
参
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
二
〇
二
四
年
は
十
二
月

十
五
日
（
日
）
十
三
時
か
ら
は
、
年
次

総
会
を
恒
例
の
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で

開
催
で
す
。

今
回
も
多
く
の
参
加
を
見
込
み
、
在

京
同
窓
会
会
長
上
條
努
さ
ん（
高
24
回
）

を
中
心
に
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

2023年12月17日　総会・懇親会

様
、
同
窓
会
長
佐
藤
一
郎
様
を
は
じ
め

同
窓
会
の
佐
藤
裕
洋
様
。横
山
佳
司
様
、

齋
藤
雅
樹
様
の
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
臨

席
を
た
ま
わ
り
感
謝
・
恐
縮
で
す
。
県

内
に
は
新
た
な
多
く
の
同
窓
生
が
い
る

は
ず
で
す
が
、
若
い
方
々
と
ど
の
よ
う

に
連
絡
を
と
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
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（
高
10
）
や
役
員
・
校
長
先
生
に
も
必

ず
岩
沼
支
部
総
会
に
出
席
し
て
頂
い
た

事
は
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

現
在
の
同
窓
会
岩
沼
支
部
の
会
員

は
六
十
名
を
超
え
て
お
り
ま
す
が
、

一
九
七
七
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
ま
で
の

学
区
制
の
影
響
で
こ
の
間
の
空
白
を
埋

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
ま
ま
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
学
区
制
が
廃
止
に

な
っ
て
か
ら
の
若
者
達
の
ほ
と
ん
ど
が

学
校
や
仕
事
の
関
係
で
岩
沼
に
は
戻
っ

て
き
て
は
い
な
い
よ
う
で
す
。
何
と
か

連
絡
を
と
り
続
け
同
窓
会
に
参
加
し
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
道
に
転

勤
や
帰
郷
の
若
者
を
探
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

関
西
北
陵
会
二
〇
二
三
年
度（
第
²³
回
）

総
会

報
告
書

二
〇
二
三
年
十
一
月
十
一
日
（
土
）、

阪
神
高
速
道
路
が
ビ
ル
内
を
突
き
抜
け

る
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
大
阪
梅
田

を
会
場
と
し
て
、
二
〇
一
九
年
四
月
以

来
四
年
ぶ
り
と
な
る
関
西
北
陵
会
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

校
歌
斉
唱
、
物
故
者
へ
黙
祷
、
会
長

挨
拶
で
幕
を
切
り
、
ご
来
賓
と
し
て
ご

出
席
い
た
だ
い
た
同
窓
会
会
長

佐
藤

一
郎
様
（
1·
回
）、
同
窓
会
副
会
長

佐

藤
裕
洋
様
（
高
1·
回
）、
同
窓
会
事
務

局
長

横
山
佳
司
様
（
高
³³
回
）、
そ
し

て
仙
台
二
高
校
長

高
橋

賢
様
（
³µ

関
西
北
陵
会

鈴
木
　
　
武
（
会
長
／
高
²°
回
）

回
）
皆
様
か
ら
、
全
国
の
同
窓
会
の
動

き
、
母
校
仙
台
二
高
の
後
輩
達
の
活
躍

ぶ
り
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。総

会
議
案
は
、①
会
計
年
度
の
変
更
、

②
会
則
の
見
直
し
、③
新
役
員
の
選
出
、

④
前
年
度
活
動
＆
決
算
報
告
、
⑤
今
年

度
の
活
動
計
画
＆
予
算
な
ど
、
す
べ
て

ご
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、

会
計
年
度
は
、
利
便
性
を
考
慮
し
従
来

〈
三
月⇒

翌
二
月
〉
か
ら
〈
十
月⇒

翌

九
月
〉
へ
と
変
更
し
ま
し
た
。
尚
、
承

認
さ
れ
た
新
役
員
六
名
は
次
の
通
り
で

す
。
引
き
続
き
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。会

長

：

鈴
木

武
（
高
20
回
）

渉
外

：

田
中

聡
（
高
³0
回
）

企
画

：

二
瓶

聡
（
高
³0
回
）

広
報

：

中
島
義
裕
（
高
³¸
回
）

会
計

：
三
浦

誠
（
高
¶0
回
）

監
事

：
小
松
寛
明
（
高
³³
回
）

同
窓
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
も
っ

と
若
い
会
員
が
参
加
し
や
す
い
状
況
を

創
出
す
べ
き
と
の
提
案
を
受
け
て
、
従

来
の
懇
親
会
形
式
に
加
え
て
、
人
生
経

験
豊
富
な
諸
先
輩
方
と
若
い
会
員
と
の

交
流
重
視
の
方
向
性
へ
と
舵
を
き
り
、

如
何
に
運
営
す
べ
き
か
関
西
北
陵
会
と

し
て
今
後
考
え
て
参
り
ま
す
。

協
議
事
項
と
し
て
、
本
会
の
銀
行
口

座
開
設
に
つ
い
て
も
ご
承
認
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
会
の
財
政
的
な

安
定
を
図
り
三
十
歳
未
満
の
同
窓
会
員

が
参
加
し
や
す
い
状
況
を
つ
く
る
た

め
、
寄
付
の
受
け
皿
に
し
た
い
と
い
う

思
い
が
あ
り
ま
す
。

総
会
後
、「
生
成
と
国
際
教
育
」
と

題
し
て
大
阪
公
立
大
学

経
済
学
部

教
授

中
島
義
裕
氏
（
高
³¸
回
）
よ
り

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
懇
親
会

で
は
全
員
の
自
己
紹
介
を
含
め
て
大
い

に
親
睦
を
図
り
、
そ
し
て
締
め
は
赤
堀

次
郎
氏
（
高
³¸
回
・
元
応
援
団
副
団
長
）

の
凱
歌
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

後
段
な
が
ら
二
〇
二
三
年
一
年
へ
の

感
謝
と
、
来
る
二
〇
二
四
年
、
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
致
し

ま
す
。

新
大
学
生
歓
迎
会
開
催

二
〇
二
四
年
五
月
十
八
日
（
土
）
京

都
市
で
新
大
学
生
歓
迎
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
新
大
学
生
二
名
を
含

め
十
七
名
で
す
。
二
人
が
参
加
の
き
っ

か
け
は
、
二
月
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ

た
同
窓
会
入
会
式
で
配
布
し
た
関
西
北

陵
会
会
員
大
学
生
制
作
の
案
内
チ
ラ
シ

で
あ
り
、作
成
努
力
が
報
わ
れ
ま
し
た
。

歓
迎
会
の
構
成
は
次
の
通
り
で
す
。

１
．
特
別
企
画
は
「
二
高
Ｏ
Ｂ
が
感
じ

た
『
関
西
弁
と
関
西
人
』
の
ツ
ボ
」

と
題
し
て
、
Ｍ
Ｂ
Ｓ
毎
日
放
送
に

勤
務
の
千
葉
猛
氏
（
高
³¸
回
）
に

よ
る
講
演
で
し
た
。
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
経
験
豊
富
で
軽
妙
な
お
話
し

ぶ
り
を
一
同
笑
い
も
交
え
て
お
聞

き
し
ま
し
た
。

２
．
次
に
「
法
律
家
の
思
考
様
式
」
と

題
し
て
、
京
大
法
学
部
の
佐
藤
悠

広
氏
（
高
¶¶
回
）
に
よ
り
裁
判
事

例
を
用
い
て
分
か
り
や
す
く
ク
イ

ズ
仕
立
て
で
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
普
段
耳
に
す
る
こ
と
の
な

い
裁
判
用
語
で
し
た
が
、
皆
さ
ん

熱
心
そ
の
も
の
で
活
発
な
質
疑
応

答
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

前列（左より、敬称略）

田中 聡（高30）→田川康吾（高２）

麻喜宏雄（高９）・佐藤一郎（高17）

高橋　賢（高35）・鈴木　武（高20）

加藤英臣（高６）

後列（左より）

三浦 誠（高60）→小松寛明（高33）

渡辺敏雄（高20）・横山佳司（高33）

佐藤裕洋（高17）・菅原俊秀（高10）

二瓶　聡（高30）・中島義裕（高38）

千葉　猛（高38）・石岡圭一（高38）

３
．
学
生
企
画
は「
関
西
へ
よ
う
こ
そ
」

と
題
し
て
神
田
隆
介
氏（
高
·³
回
）

に
よ
り
関
西
の
文
化
、
分
か
り
に

く
い
地
名
な
ど
ク
イ
ズ
形
式
で
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

４
．
締
め
は
元
副
応
援
団
長
赤
堀
次
郎

氏
（
高
³¸
回
）
の
応
援
団
旗
の
動

き
に
合
せ
て
凱
歌
で
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
京
大
ご
用
達
の
風
情
を
醸

し
出
す
老
舗
で
懇
親
会
を
開
催
、
時
代

を
感
じ
さ
せ
る
写
真
の
数
々
が
掲
示
さ

れ
、
そ
の
中
に
湯
川
秀
樹
博
士
、
福
井

謙
一
博
士
な
ど
複
数
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
者
の
宴
会
模
様
が
写
し
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
見
て
、
か
つ
て
大

井
名
誉
会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
仙
台
二

高
か
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
が
出
て
欲
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ク
ラ
ブ
・
回
期
報
告
等

北
陵
ド
ク
タ
ー
倶
楽
部

菊
地
　
　
徹
（
高
³5
回
）

多
磨
全
生
園
へ
異
動
と
な
り
園
長
に
ご

就
任
さ
れ
た
鵜
飼
克
明
幹
事（
高
2¸
回
）

よ
り
、『
多
磨
全
生
園
に
異
動
と
な
っ

て

～
柊
の
垣
根
越
し
に
見
え
た
も
の

～
』の
演
題
名
で
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

園
の
紹
介
に
は
じ
ま
り
、
我
が
国
の
ハ

ン
セ
ン
病
を
巡
る
暗
部
と
も
言
え
る
歴

史
か
ら
現
状
ま
で
、
微
に
入
り
細
を
穿

つ
素
晴
ら
し
い
ご
講
演
で
と
て
も
勉
強

に
な
っ
た
。
講
演
を
ご
依
頼
し
た
際
、

先
生
よ
り
「
暗
い
話
に
な
り
ま
す
よ
」

と
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
た
が
、
そ
の
意

味
が
つ
く
づ
く
理
解
で
き
る
内
容
で
も

あ
っ
た
。
座
長
は
今
井
新
顧
問
が
務
め

た
。相

田
重
光
先
生
（
高
³¸
回
）
に
よ
る

写
真
撮
影
の
後
、
い
よ
い
よ
懇
親
会
で

あ
る
。
司
会
進
行
は
例
年
通
り
結
城
道

広
幹
事
（
高
³³
回
）
が
担
当
し
た
。

校
歌
斉
唱
に
続
い
て
、
本
多
幹
事
の

開
会
の
ご
挨
拶
の
後
、
来
賓
の
高
橋

賢
校
長
（
高
³µ
回
）
よ
り
母
高
の
近
況

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。
共
学

に
な
っ
た
当
時
µ
対
³
ほ
ど
だ
っ
た
男

女
比
が
、
近
年
は
ほ
ぼ
1
対
1
。
新
入

生
に
進
路
を
問
う
と
、
お
よ
そ
一
〇
〇

名
の
生
徒
が
医
学
部
志
望
と
答
え
る
そ

う
で
あ
る
。

大
井
龍
司
顧
問
（
高
10
回
）
の
乾
杯

の
ご
挨
拶
で
一
同
再
会
を
祝
し
懇
親
を

深
め
合
っ
た
。

懇
親
会
も
半
ば
を
迎
え
る
頃
、
東
京

で
の
ご
講
演
を
終
え
駆
け
付
け
ら
れ
た

佐
藤
一
郎
同
窓
会
長
（
高
1·
回
）
よ
り

同
窓
会
の
近
況
を
拝
聴
し
た
。

や
が
て
華
や
い
だ
雰
囲
気
の
う
ち
に

「
第
±°
回
総
会
」

　
　
令
和
五
年
八
月
二
十
六
日
（
土
）

　
　
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台

四
年
ぶ
り
と
な
る
対
面
で
の
開
催

に
、
二
十
六
名
の
会
員
が
出
席
し
た
。

午
後
五
時
開
会
。
開
会
の
ご
挨
拶
に

立
た
れ
た
本
郷
道
夫
会
長
（
高
1¹
回
）

は
、
母
校
の
医
学
部
進
学
者
数
に
言
及

し
、
当
倶
楽
部
の
将
来
が
輝
か
し
い
も

の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。

星

和
彦
副
会
長
（
高
1·
回
）
が
議

長
に
、
本
多

博
幹
事
（
高
³4
回
）
が

副
議
長
に
選
出
さ
れ
議
事
に
入
っ
た
。

議
事
に
先
立
ち
、
休
会
中
に
ご
逝
去
さ

れ
た
佐
藤
勝
朗
先
生
（
高
10
回
）、
植

田
俊
之
先
生
（
高
1¶
回
）、
湊

敬
一

先
生
（
高
1¸
回
）、姉
歯
秀
平
先
生
（
高

2¶
回
）
に
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

ま
ず
、
筆
者
よ
り
、
事
務
局
の
変

更
、
役
員
な
ら
び
に
運
営
に
係
る
会
則

の
変
更
、
そ
し
て
二
年
前
の
書
面
決
済

で
退
任
が
承
認
さ
れ
た
今
井
克
忠
前
監

事
（
高
1µ
回
）
の
顧
問
就
任
が
提
案
さ

れ
満
場
一
致
で
了
承
さ
れ
た
。

続
け
て
、
筆
者
が
庶
務
報
告
を
、
休

会
の
間
に
書
面
決
済
に
よ
り
新
た
に
就

任
し
た
野
口
謙
治
幹
事
（
高
³¹
回
）
が

会
計
報
告
を
、
同
じ
く
ご
就
任
の
大
方

俊
樹
監
事
（
高
22
回
）
が
会
計
監
査
報

告
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
、
い
ず
れ
も
異
論

な
く
了
承
さ
れ
た
。

徳
村
弘
実
副
会
長
（
高
22
回
）
の
閉

会
の
ご
挨
拶
で
総
会
は
恙
な
く
終
了
し

た
。引

き
続
き
、特
別
講
演
が
行
わ
れ
た
。

今
回
は
、
令
和
五
年
四
月
国
立
療
養
所

九
州
北
陵
会
総
会
（
第
三
回
）  

令
和
六
年
九
月
十
四
日
（
土
）
十
三
時

石
蔵
酒
造
（
福
岡
市
博
多
区
博
多
百
年

蔵

灯
明
殿
）

ご
来
賓

同
窓
会
副
会
長
　
　
佐
藤
裕
洋（
高
1·
）

仙
台
二
高
学
校
長

高
橋
賢（
高
³µ
）

同
窓
会
事
務
局
長

横
山
佳
司（
高
³³
）

九
州
北
陵
会

最
上
　
　
修
（
高
²°
回
）

し
い
」
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
い
ず
れ

は
叶
う
で
あ
ろ
う
、
と
心
地
よ
い
酔
い

の
中
で
ほ
の
か
な
期
待
を
寄
せ
て
写
真

を
見
つ
め
直
し
ま
し
た
。

関
西
北
陵
会
は
東
北
か
ら
関
西
に

進
学
し
た
後
輩
た
ち
の
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
を
和
ら
げ
た
い
と
思
い
企
画

し
ま
し
た
が
、
来
年
か
ら
は
開
催
を
4

月
の
第
一
土
曜
日
に
行
う
こ
と
で
決
定

し
て
い
ま
す
。

九
州
北
陵
会

菅
原
俊
秀（
会
長

高
10
）

今
野
忠
彦（
高
10
）

最
上
修（
高
20
）

高
橋
透（
高
³0
）　
　
黒
田
均（
高
³¶
）

斎
藤
一
俊（
高
40
）

山
下
修
平（
高
4³
）

青
木
祐
介（
高
µ¸
）

三
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
を
経
て
の
開
催

で
し
た
。
今
回
は
若
手
の
参
加
者
が
あ

り
、
今
後
の
取
り
組
み
に
勢
い
が
つ
く

と
確
信
し
ま
す
。
会
員
の
高
齢
化
と
若

手
の
会
員
拡
大
は
重
点
項
目
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

同
窓
会
・
学
校
の
現
状
を
副
会
長
・

校
長
よ
り
お
聞
き
し
、
進
学
校
と
し
て

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
頼
も
し
く
お
聞
き

し
ま
し
た
。（
私
事

帰
省
し
た
時
Ｏ
Ｂ

の
叔
父
よ
り
今
の
二
高
へ
は
入
学
は
難

し
い
ぞ
と
聞
い
て
い
る
。）

〈
参
考
〉
九
州
北
陵
会
発
会
式

二
〇
一
八
年
六
月
三
十
日
大
井
会
長

鈴
木
事
務
局
長

会
員
十
三
名
参
加
（
北

九
州
市

大
谷
会
館
）
九
州
北
陵
会
（
第

二
回
）
二
〇
一
九
年
五
月
二
十
五
日

山
田
副
会
長

久
保
校
長

会
員
九
名
参

加
（
長
崎
市

サ
ン
プ
リ
エ
ー
ル
）
以
後
、

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
て
３
年
間
開
催
で

き
ず
。
今
回
の
開
催
へ
。

懇
親
会
も
お
開
き
の
時
刻
と
な
っ
た
。

か
つ
て
の
応
援
団
長
佐
藤
同
窓
会
長
に

エ
ー
ル
を
お
願
い
し
、
鵜
飼
幹
事
の
閉

会
の
ご
挨
拶
で
、
午
後
八
時
二
十
分
散

会
と
な
っ
た
。

現
在
、
案
内
状
は
住
所
の
把
握
で
き

る
県
内
の
先
生
方
を
中
心
に
送
付
し
て

お
り
ま
す
が
、
案
内
状
を
ご
希
望
の
先

生
は
事
務
局
に
ご
一
報
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局

〒¹¸00¸21

仙
台
市
青
葉
区
春
日
町10³0

菊
地
胃
腸
科
内
科
医
院

電
話

0222¶1³³44

Æ
Á
Ø

0222¶1µ20³
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社
会
活
動
、
家
族
、
健
康
と
語
る
べ
き

こ
と
は
多
く
て
一
言
で
は
収
ま
ら
ず
、

ほ
か
の
宴
会
場
が
お
開
き
に
な
っ
て
も

話
は
続
い
て
、
中
居
さ
ん
を
や
き
も
き

さ
せ
た
の
で
し
た
。

そ
の
後
部
屋
で
の
二
次
会
に
移
り

（
2³
期
猪
岡
さ
ん
、
22
期
桔
梗
さ
ん
、

豪
華
な
お
酒
・
お
つ
ま
み
あ
り
が
と

う
！
）、
そ
の
な
か
で
幹
事
よ
り
、
県

外
勢
も
多
い
な
か
こ
れ
ま
で
通
り
仙
台

で
や
っ
て
い
い
の
か
、
と
の
議
案
が
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
や
は
り
母
校
の
あ
る

仙
台
だ
か
ら
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
こ
と
で
次
回
も
仙
台
で
の

開
催
予
定
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
集

ま
っ
て
旧
交
を
温
め
る
だ
け
で
は
な

く
、
例
え
ば
在
校
生
に
〝
エ
ー
ル
を
送

る
〟
な
ど
の
働
き
か
け
が
で
き
な
い

も
の
か
、
と
い
う
建
設
的
な
意
見
が

あ
っ
た
り
（
具
体
的
な
形
に
は
な
ら

ず
）、
一
方
で
は
、
会
の
連
絡

用
に
「Ì

ÉÎ
Å

グ
ル
ー
プ
」
を

作
ろ
う
と
、
七
十
過
ぎ
の
お
っ

さ
ん
た
ち
が
浴
衣
姿
で
車
座
に

な
り
ジ
ョ
シ
コ
ー
セ
の
よ
う
に

ラ
イ
ン
交
換
し
た
り
し
て
（
22

期
生
）、
四
年
ぶ
り
の
Ｏ
Ｂ
会

は
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
の

で
し
た
。

近
況
報
告
で
22
期
の
ひ
と
り

か
ら
「
今
回
「
献
杯
」
で
は
な

く
笑
顔
で
「
乾
杯
」
が
で
き
た

の
が
な
に
よ
り
だ
っ
た
」
と
い

う
挨
拶
が
あ
っ
た
通
り
、
次
回

も
、
全
員
無
事
に
再
会
を
果
た

し
ま
し
ょ
う
！

「
第
±±
回
総
会
」

　
　
令
和
六
年
八
月
二
十
四
日
（
土
）

　
　
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台

午
後
五
時
開
会
。
開
会
の
ご
挨
拶
に

立
た
れ
た
本
郷
道
夫
会
長
（
高
1¹
回
）

は
、
遠
路
北
海
道
よ
り
特
別
講
演
の
た

め
に
来
仙
さ
れ
た
押
味
和
夫
先
生
（
高

1µ
回
）
に
謝
意
を
評
し
た
。

星

和
彦
副
会
長
（
高
1·
回
）
が
議

長
に
、
本
多

博
幹
事
（
高
³4
回
）
が

副
議
長
に
選
出
さ
れ
議
事
に
入
っ
た
。

議
事
に
先
立
ち
、
館
田

拓
先
生
（
高

1¸
回
）、
黒
澤
昌
也
（
高
11
回
）
に
黙

祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

ま
ず
、
筆
者
よ
り
、
昨
今
の
物
価
の

高
騰
に
鑑
み
、
倶
楽
部
創
設
以
来
十
一

四
年
ぶ
り
！
化
学
部
有
志
Ｏ
Ｂ
会

（
²±
・
²²
・
²³
期
合
同
）
開
催
！

令
和
五
年
十
一
月
五
日
六
日
、
化
学

部
の
有
志
Ｏ
Ｂ
会
が
、
秋
保
温
泉
「
佐

化
学
部
Ｏ
Ｂ
会

鈴
木
総
一
郎
（
高
²²
回
）

勘
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、

当
初
22
期
生
だ
け
で
開
い
て
い
た
も
の

を
拡
大
し
、
平
成
二
十
五
年
よ
り
、
21

期
22
期
2³
期
合
同
の
形
で
、
二
年
に
一

度
行
う
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

二
年
前
の
令
和
三
年
に
行
わ
れ
る
は

ず
だ
っ
た
回
が
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な

り
、
今
回
よ
う
や
く
四
年
ぶ
り
の
実
施

が
叶
い
ま
し
た
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に

今
回
は
21
期
生
の
方
々
は
不
参
加
と
な

り
、
22
期
生
六
名
、
2³
期
生
八
名
、
計

十
四
名
が
、
紅
葉
を
迎
え
た
晩
秋
の
温

泉
峡
で
、
四
年
ぶ
り
の
再
会
を
果
た
し

ま
し
た
。

今
回
の
幹
事
2³
期
鈴
木
和
彦
さ
ん
の

段
取
り
も
完
璧
に
、
記
念
撮
影
（
2³
期

橋
浦
さ
ん
い
つ
も
感
謝
）
の
あ
と
宴
会

に
突
入
、
一
言
近
況
報
告
と
な
り
ま
し

た
が
、
こ
の
四
年
の
間
に
み
な
さ
ん
古

希
を
迎
え
、
仕
事
、
リ
タ
イ
ア
生
活
、

左より　前列22期、鈴木宏一、大室章夫、庄司恒一、桔梗敏郎、
　　　　菅原元、鈴木総一郎、
　　　　後列23期、麻田正治、新発田修治、伊達睦夫、猪岡元、
　　　　佐藤洋一、皆川正明、鈴木和彦、橋浦礼二郎

年
に
渡
り
据
え
置
か
れ
て
い
た
年
会
費

の
増
額
が
提
案
さ
れ
全
会
一
致
で
了
承

さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
次
年
度
よ
り

年
会
費
は
一
，
〇
〇
〇
円
増
額
の
四
，

〇
〇
〇
円
と
な
る
。
続
い
て
、
庶
務
幹

事
の
増
員
に
関
し
て
、
相
田
重
光
先
生

（
高
³¸
回
）と
佐
治
賢
哉
先
生（
高
41
回
）

の
就
任
が
、
特
別
講
演
の
講
師
の
選
定

や
懇
親
会
の
進
行
に
関
し
て
、
今
後
は

母
校
の
同
窓
会
を
参
考
に
当
番
学
年
を

設
定
し
て
対
応
い
た
だ
く
こ
と
が
、
そ

れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で
了
承
さ
れ
た
。

続
け
て
、
筆
者
が
庶
務
報
告
を
、
野

口
謙
治
幹
事
（
高
³¹
回
）
が
会
計
報
告

を
、
大
方
俊
樹
監
事
（
高
22
回
）
が
会

計
監
査
報
告
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
、
い
ず

れ
も
異
論
な
く
了
承
さ
れ
た
。

徳
村
弘
実
副
会
長
（
高
22
回
）
の
閉

会
の
ご
挨
拶
で
総
会
は
恙
な
く
終
了
し

た
。引

き
続
き
、特
別
講
演
が
行
わ
れ
た
。

今
回
は
、
つ
る
い
養
生
邑
病
院
内
科
の

押
味
和
夫
先
生
（
高
1µ
回
）
に
、
『
ア

メ
リ
カ
で
見
た
日
本
人
の
足
跡
』
の
演

題
名
で
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
戊
辰
の

役
で
辛
酸
を
嘗
め
た
会
津
藩
の
悲
劇
を

後
に
陸
軍
大
将
と
な
る
柴

五
郎
の
生

涯
を
通
じ
て
解
説
し
、
明
治
に
な
っ
て

海
を
渡
り
彼
の
地
で
学
問
を
修
め
た
郷

土
の
偉
人
山
川
健
次
郎
・
捨
松
兄
妹
、

朝
河
貫
一
の
足
跡
を
辿
っ
た
。
そ
の
中

で
先
の
大
戦
で
日
系
人
を
強
制
収
容

し
、
後
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
が
公
式

に
謝
罪
す
る
こ
と
に
な
る
マ
ン
ザ
ナ
ー

強
制
収
容
所
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ

た
。
座
長
は
和
泉

透
先
生（
高
³4
回
）

が
務
め
た
。

相
田
重
光
新
幹
事
（
高
³¸
回
）
に
よ

る
写
真
撮
影
の
後
は
、
い
よ
い
よ
懇
親

会
で
あ
る
。
司
会
進
行
は
筆
者
と
野
口

幹
事
が
担
当
し
た
。

校
歌
斉
唱
に
続
い
て
、
本
多
幹
事
の

開
会
の
ご
挨
拶
の
後
、
来
賓
の
高
橋

賢
校
長
（
高
³µ
回
）
よ
り
母
校
の
近
況

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。
生
徒

の
多
く
が
勉
学
の
み
な
ら
ず
部
活
動
に

も
積
極
的
で
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
生

徒
も
多
い
。
そ
し
て
母
校
の
医
学
部
人

気
は
ま
だ
ま
だ
健
在
で
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
佐
藤
一
郎
同
窓
会
長
（
高
1·

回
）か
ら
同
窓
会
の
近
況
を
拝
聴
し
た
。

同
窓
生
か
ら
の
寄
付
金
集
め
に
苦
慮
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

山
崎
匡
顧
問
（
高
12
回
）
の
乾
杯
の

ご
挨
拶
で
一
同
再
会
を
祝
し
懇
親
を
深

め
合
っ
た
。

そ
し
て
、
か
つ
て
の
応
援
団
長
押
味

先
生
の
音
頭
で
「
凱
歌
」
を
高
ら
か
に

歌
い
、
鵜
飼
克
明
幹
事
（
高
2¸
回
）
の

閉
会
の
ご
挨
拶
で
、
午
後
八
時
三
十
分

散
会
と
な
っ
た
。

尚
、
今
回
の
総
会
に
は
三
十
名
が
参

加
し
た
。
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況
報
告
が
あ
り
、
そ
の
内
容
は
案
の
定

己
の
健
康
状
態
を
憂
う
る
も
の
で
あ
っ

た
が
、
会
そ
の
も
の
は
和
気
藹
々
、
大

変
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
同
窓
会

名
誉
会
長
の
大
井
龍
司
氏
が
、
会
長
時

代
に
同
窓
会
入
会
式
で
「
必
ず
同
期
会

を
作
る
よ
う
に
」
と
卒
業
生
諸
君
に
訓

示
し
た
こ
と
も
も
っ
と
も
と
頷
け
る
。

お
わ
り
に
全
員
で
恒
例
の
校
歌
、
凱
歌

を
高
ら
か
に
謳
い
上
げ
散
会
し
た
。
な

お
立
派
な
資
料
を
作
成
し
て
く
れ
た
刈

敷
廣
紀
君
に
感
謝
し
た
い
。

第
³¹
回

応
援
団
幹
部
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会

総
会
の
ご
報
告

二
〇
二
四
年
五
月
十
一
日
（
土
）、

楽
天
モ
バ
イ
ル
パ
ー
ク
宮
城
に
お
い

て
、
仙
台
二
高
一
高
硬
式
野
球
定
期
戦

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
試
合
に
お
い

て
は
、
過
年
度
に
は
行
使
を
保
留
し
て

い
た
、
安
打
を
打
つ
機
会
、
お
よ
び
得

点
を
入
れ
る
機
会
、を
敢
然
と
行
使
し
、

わ
が
二
高
は
準
優
勝
の
栄
誉
に
浴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
お
、
優
勝
の

機
会
に
限
っ
て
は
来
年
度
に
持
ち
越
す

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
蛇
足
な
が
ら
報

告
申
し
上
げ
ま
す
。

同
日
十
七
時
よ
り
、
江
陽
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
に
て
、
応
援
団
幹
部
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

会
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
度
に
比
し
て
、
一
人
当
た
り
の

ス
ピ
ー
チ
の
時
間
が
長
く
な
り
、
来
賓

の
佐
藤
一
郎
同
窓
会
長
（
高
1·
回
、
応

援
団
副
団
長
で
も
あ
り
ま
し
た
）
を
交

え
て
、
二
高
応
援
団
の
思
い
出
、
現
在
、

そ
し
て
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
の
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
、
闊
達
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
、
過
去
の
応
援
風
景
の
写

真
、
フ
ィ
ル
ム
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
動

画
フ
ァ
イ
ル
、
あ
る
い
は
関
連
す
る
資

料
な
ど
を
収
集
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本

報
告
を
読
ま
れ
た
方
で
、
こ
の
よ
う
な

資
料
・
フ
ァ
イ
ル
を
お
持
ち
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ご
一
報
い
た

応
援
団
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会

赤
堀

次
郎
（
高
³¸
回
）

だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

一
昨
年
度
か
ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
名
簿
の
整
備
と
若
い
世
代
と
の
連
絡

網
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
来
年
の
定
期
戦
ま
で
に
、
様
々
な

活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
同
窓
生
諸
氏
の
一
層
の

ご
協
力
と
ご
支
援
を
ど
う
か
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
も
し
元
応
援
団
幹
部
の
方
で
、
ま

だ
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
未
登
録
と
い

う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら

ó
å
î
ä
á
éî

éë
ï
ß
ï
õ
å
î
ä
á
î
ß
Ï
Â
À

À

ç
ï
ï
ç
ìåç

òï
õ
ð
ó®ãï

í

に
ご
氏
名
、
回

期
を
ご
記
入
し
た
メ
ー
ル
を
く
だ
さ

い
。
ま
たæá

ãåâ
ï
ï
ë

で
も
仙
台
二
高

応
援
団
幹
部
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
と
い
う
グ
ル
ー

プ
で
情
報
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
検
索

し
て
参
加
申
請
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

辰
巳
会

千
田

耕
一
（
幹
事
／
高
²³
回
）

高
²³
回
辰
巳
会
活
動
報
告

令
和
六
年
辰
巳
会
は
三
月
三
十
日

（
土
）
に
新
年
会
（
二
十
三
名
参
加
）
を
、

九
月
十
四
日
（
土
）
に
納
涼
会
（
十
六

名
参
加
）
を
行
い
ま
し
た
。
三
月
三
十

日
は
恩
師
今
野
敏
先
生
の
一
周
忌
に
あ

た
る
た
め
、
新
年
会
に
先
立
ち
有
志
で

新
寺
小
路
の
阿
弥
陀
寺
に
あ
る
敏
ち
ゃ

ん
の
お
墓
に
墓
参
り
を
し
ま
し
た
。
古

希
を
過
ぎ
、
毎
年
同
期
の
訃
報
を
聞
く

こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
て
は
い
ま
す

が
、
同
期
会
の
時
は
二
高
時
代
に
戻
れ

る
大
切
な
時
間
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

年
に
二
回
の
開
催
は
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
会
報
を
ご
覧
の
同
期
の

皆
様
か
ら
の
メ
ー
ッ
セ
ー
ジ
並
び
に
連

絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

メ
ル
ア
ド

：

ãè
éä
á
ßë

ï
õ
éãè

éÀ
úåî

òá
ë
õ
òåî

®ï
ò®êð

後列　谷田達男（５組）、長井淳（３組）、山口信也（８組）、草刈治夫（７組）
　　　庄司好己（４組）、和泉宇一郎（８組）、鷲尾幸雄（７組）、山家英視（８組）
中列　倉中達彦（２組）、工藤順一郎（５組）、玉川公（７組）、武田秀伸（６組）
　　　盛　豊・遠藤進（５組）、浅野浩一郎（４組）、今野勝範（２組）
前列　佐藤寛・小野寺満明・大友史祥（６組）、大山匡・千田耕一（５組）
　　　鈴木英顕（１組）、吉田孝（２組）　

後
列

工
藤
順
一
郎
、千
田
耕
一（
５
組
）

　
　
　

庄
司
好
己（
４
組
）、吉
田

孝（
２
組
）

　
　
　

盛

豊（
５
組
）、浅
野
浩
一
郎（
４
組
）

　
　
　

和
泉
宇
一
郎（
５
組
）、今
野
勝
範（
２
組
）

前
列

鈴
木
英
顕（
１
組
）、柴
田
道
夫（
５
組
）

　
　
　

高
橋
昭
夫（
１
組
）、谷
田
達
男
（
５
組
）

　
　
　

山
口
信
也（
８
組
）、大
友
史
祥（
６
組
）

　
　
　

鷲
尾
幸
雄（
７
組
）、倉
中
達
彦（
２
組
）

第
´5
回
仙
台
三
三
会
開
催
報
告

二
〇
二
三
年
十
月
七
日
、
江
陽
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
於
い
て
第
4µ
回
仙
台

三
三
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
会
は
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
も
あ
っ
て
四
年
ぶ
り
の
開

催
で
あ
っ
た
が
、
同
期
生
評
議
員
の
佐

野
伸
義
君
、
四
倉
政
美
君
を
は
じ
め
地

元
宮
城
の
み
な
ら
ず
九
州
、
愛
知
、
東

京
な
ど
か
ら
の
同
級
生
二
十
一
名
が
出

席
し
た
。
以
前
は
必
ず
恩
師
の
方
々
を

お
招
き
し
て
い
た
が
、
最
近
は
そ
れ
が

叶
わ
ず
ま
こ
と
に
残
念
で
は
あ
る
。
し

か
し
昭
和
三
十
二
年
、
甲
子
園
大
会
出

場
を
果
た
し
た
同
級
生
六
人
の
内
、
秋

の
国
体
の
御
前
試
合
で
見
事
ヒ
ッ
ト

打
っ
た
菅
野
孝
彦
君
が
唯
一
人
出
席
し

た
（
上
段
左
端
）。
会
で
は
齢
傘
寿
を

有
に
超
え
た
会
員
諸
氏
全
員
か
ら
の
近

仙
台
三
三
会

岡
崎
　
　
忠
（
高
±°
回
）
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宮
城
県
庁
仙
台
二
高
養
賢
会

令
和
五
年
度
総
会
・
懇
親
会

令
和
六
年
二
月
七
日
、
仙
台
市
の
ホ

テ
ル
白
萩
に
お
い
て
宮
城
県
庁
仙
台
二

高
養
賢
会

令
和
五
年
度
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
五
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
っ
た
今
回
、
同
窓
会
か
ら
は
佐
藤

会
長
、
千
田
副
会
長
、
横
山
事
務
局
長

の
三
名
、
高
校
か
ら
は
高
橋
校
長
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
総
勢
五
十
五
名
の
総

会
・
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

佐
藤
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
ご
来
賓

の
み
な
さ
ま
か
ら
は
高
校
時
代
の
大
変

貴
重
な
お
話
な
ど
を
い
た
だ
き
、
歓
談

の
時
間
を
経
て
、
最
後
は
恒
例
の
元
応

養
賢
会二

上

智
行
（
高
5²
回
）

援
団
長
に
よ
る
旗
振
り
と
共
に
参
加
者

全
員
で
雨
か
嵐
か
、
校
歌
を
斉
唱
し
、

盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

若
手
参
加
者
か
ら
は
「
仕
事
で
や
り

取
り
し
て
い
た
あ
の
人
が
同
窓
だ
っ
た

と
は
知
ら
な
か
っ
た
」「
な
か
な
か
話

す
機
会
が
な
い
ベ
テ
ラ
ン
職
員
と
お
話

す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
っ
た
感
想

を
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
有
意
義
な
会

に
な
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

仙台二中・二高 同窓会新年懇親会（兼 高75 二十歳を祝う会）のご案内
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ǽǽǽǽǽǽՙ͇ᴮᵃǽʷʝ˂ǽᴥ͢کᴰÆǽ᪻ތɁᩖ ȰɁͅᴦ

ᴰᴫюǽ߁

ǽǽቼˢᴷᜤ ॡ ផ ǽǽᯚ24ǽ˨ ǽǽӓ 11º³0ᵻ12º00

ǽǽᭉᴷȊ ÃÉÖÉÃ ÐÒÉÄÅ ȋ

ǽቼ̝ᴷਢǽᜆǽ͢ᴥ͢៵Ҥᴦᴷ᭥ʝʯʍʟɱढࣻ 12º10ᵻ14º00

ᴥᴧᯚ·µ͏ႆو˩ɁᄒറȾɂǾʘʽɬʵɽ˂ʵȺɁȝ᭬ɒ࿎ɥȧ૬ΖȗȲȪɑȬǿȧ̘੪ȢȳȨȗǿᴦ

ǽǽǽ１ᴫᔌਖ਼պሻႆɼʃʒȾɛɞʒ˂ɹʁʱ˂
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ᴥᴧផɁɒՎӏɁکնȺɕ͢៵ɂպᭊȻȽɝɑȬǿᴦ
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◆
北
陵
会

・
北
杜
会
の
記
録

【
北
陵
会
】

令
和
六
年
五
月
九
日
（
木
）

講
師

：

佐
藤
一
郎
氏
（
高
1·
回
）

東
北
生
活
文
化
大
学
学
長

演
題
「
絵
画
、
こ
の
道
」

令
和
六
年
九
月
十
八
日
（
水
）

講
師

：
今
野
克
二
氏
（
高
24
回
）

お
茶
の
井
ヶ
田
㈱
会
長

演
題
「
創
業
百
周
年
を
越
え
て
」

【
北
杜
会
】

第
三
四
七
回

総
会

令
和
六
年
二
月
十
日
（
土
）

世
話
人

：

堀
内
豊
太
郎
（
高
12
回
）、

島
田

淳
（
高
³³
回
）

第
三
四
八
回

令
和
六
年
八
月
三
十
一
日
（
土
）

講
師

：

両
國

慶
氏
（
4¹
回
）

㈱
ア
ー
ル
プ
ラ
ニ
ン
グ
代
表
取
締
役

演
題
「
新
宿
歌
舞
伎
町
・
今
昔
物
語
」
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理
事
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

評
議
員
推
薦
の
お
願
い

評
議
員
会
は
同
窓
会
の
最
終
議
決
機

関
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
お
り
、
評
議
員
各
位
の
ご
尽
力

は
同
窓
会
活
動
上
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
。
現
在
は
各
回
期
の
評
議
員
が
二
名

体
制
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
評
議
員
の

選
出
に
つ
い
て
は
、
同
窓
会
会
則
第
八

条
五
項
に
「
評
議
員
は
常
任
委
員
の
互

選
に
よ
り
選
出
」
と
あ
り
ま
す
が
、
現

実
的
な
対
応
と
し
て
「
同
回
期
生
複
数

の
推
薦
に
よ
り
選
出
」
と
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

定
員
を
満
た
し
て
い
な
い
回
期
の
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
是
非

と
も
評
議
員
の
推
薦
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

第
76
回
北
陵
祭
「
沸
湧

（
ふ
つ
よ
う
、
わ
く
わ
く
）」

八
月
三
十
一
日（
土
）九
月
一
日（
日
）

の
両
日
に
「
沸
湧
（
ふ
つ
よ
う
、
わ
く

わ
く
）」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
北

陵
祭
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
一

般
公
開
で
の
開
催
と
な
り
、
各
ブ
ー
ス

な
ど
に
は
、
在
校
生
の
み
な
ら
ず
、
保

護
者
や
弟
妹
、
他
校
生
、
そ
し
て
同
窓

生
な
ど
多
く
の
人
が
訪
れ
、
と
て
も
活

ᚐ̜̙ްᩖࢳǽ࣊ࢳ´²°²
ᴹպሻ͢уࣻᚐ̜ᴻ

日ǽǽǽ ᚐǽǽǽǽǽǽ̜ ͢ǽǽǽک

ᴱᴬᴵᴥ月ᴦ оࣻޙ ̝ᯚផڛ

ᴱᴬ24ᴥ෩ᴦ ᤆӦ͢ᴥ๊ӦӒᴦ۾ ̝ᯚಇ࣍

ᴲᴬ１ᴥ෩ᴦ Ӂᜤॡǽផ͢ ̝ᯚផڛ

ᴲᴬ11ᴥ٠ᴦ ᆕ္ࣻްఙ ഒۿʬʚɮʵʛ˂ɹڌ

ᴲᴬ1¹ᴥ日ᴦ ߦˢᯚպሻ͢ɾʵʟߦ ែɵʽʒʴ˂ɹʳʠߋ

ᴲᴬ2µᴥ٠ᴦ ްឰ͢׆ ɺʳʽʓʥʐʵ

ᴳᴬ１ᴥ٠ᴦ ʕʯ˂ʃʶʉ˂ቼ11հᄉҔ

ᴳᴬ1¹ᴥ෩ᴦ छႭوఙੜȴնɢȮ͢ᴥᯚ³µˁ³¶ˁ4·ˁ4¸ˁµ¹ˁ¶0ᴦ ̝ᯚ͢ឰ

ᴴᴬᴳᴥ٠ᴦ ಇюʎɬ˂ ̝ᯚ

ᴴᴬᴳᴥ٠ᴦ պሻ͢፱͢ˁផ͢ˁਢᜆ͢ ɺʳʽʓʥʐʵ

ᴵᴬ³1ᴥ٠ᴦᵻᴶᴬ１ᴥ日ᴦ Ԉ᪕ᇞᴥպሻ͢ʠ˂ʃᩒᜫ̙ްᴦ ̝ᯚ

12ᴬ１ᴥ日ᴦ պሻ͢ڨቼµ·հᄉҔ

12ᴬ1¸ᴥ෩ᴦ छႭوఙˁÐÔÁնպੜȴնɢȮ͢ᴥᯚ³¶ˁ³·ˁ4¸ˁ4¹ˁ¶0ˁ¶1ᴦ ̝ᯚ͢ឰ

１ᴬ11ᴥ٠ᴦ պሻ͢年ਢᜆ͢ᴥᯚ·µ̝وԚදɥᇗș͢ᴦᴥɹʳʠ๊Ӧऻ͢ɋɁ͇߆ᴦ ɺʳʽʓʥʐʵ

ᴯᴬ2¸ᴥᦂᴦ պሻ͢оࣻ͢ ̝ᯚផڛ

ᴰᴬ１ᴥ٠ᴦ Ԥഈࣻو·· ̝ᯚផڛ

ᴰᴬ2¸ᴥᦂᴦ ᔌਖ਼͢͢ํ̬׆ ɺʳʽʓʥʐʵ

ᴥาᴦᔌਖ਼͢͢ํ̬׆ɂǾԈ᪕ÎÌ11հȺɂ͎֪ᴳ年ᴳ月1µ日ᩒϸȻᜤᢐᒵȪɑȪȲȟǾ͎֪ᴴ年ᴰ月2¸日Ⱦ࣫ఙȻȽɝɑȪȲǿ

ᴹျ̜͢ᴻ ƆՁҬȻȪȹቼᴰ෩௷日Ⱦᩒϸᴥ12وᴦ
4¯1· µ¯¸ ¶¯1¹ ·¯24 ¸¯21 ¹¯20 10¯1· 11¯20 12¯1¸ 1¯1µ 2¯1¹ ³¯1¹

ᴹୈ͢¯ÏÂ͢¯պఙ͢ᴻ
ƆᩒϸขɑɟɃÈÐȾૡᢐȗȲȪɑȬɁȺ̜өࠈɑȺȝᅺɜȮȢȳȨȗǿ

気
の
あ
る
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
北
陵
祭

な
ら
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。

同
窓
会
で
も
、
教
室
の
1
室
を
お

借
り
し
今
年
も
ブ
ー
ス
展
示
を
行
な

い
、
佐
藤
一
郎
同
窓
会
会
長
（
高
1·
回

生
）
の
若
き
学
生
時
代
に
描
い
た
『
石

膏
デ
ッ
サ
ン
』
を
は
じ
め
、
他
に
も
三

名
の
同
窓
生
の
写
真
等
も
展
示
し
た
ほ

か
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
同

窓
生
を
ご
紹
介
す
る
な
ど
、
と
て
も
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

再
来
年
度
か
ら
は
現
校
舎
の
大
改
修

が
始
ま
り
ま
す
。
現
校
舎
で
学
ば
れ
た

同
窓
生
の
皆
様
は
、
思
い
出
の
校
舎
を

見
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
か
も
し
れ
ま
せ

ん
の
で
、
来
年
の
北
陵
祭
に
は
ぜ
ひ
同

級
生
の
方
な
ど
を
誘
っ
て
、
ご
来
場
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

総
会
報
告

宮
城
県
仙
台
第
二
高
等
学
校
同
窓

会
総
会
が
令
和
六
年
七
月
六
日
（
土
）

十
七
時
か
ら
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
。今
回
は
例
年
と
異
な
り
、

総
会
に
先
立
ち
講
演
会
が
行
わ
れ
、
佐

藤
一
郎
同
窓
会
会
長
（
高
1·
回
）
の
講

師
紹
介
に
続
い
て
、
講
師
の
元
在
ウ
ク

ラ
イ
ナ
特
命
全
権
大
使
の
天
江
喜
七
郎

氏
（
高
14
回
）
が
「
日
本
は
異
質
な
周

辺
国
と
ど
う
付
き
合
う
べ
き
か
」
と
題

し
て
、
身
近
で
興
味
深
い
講
演
が
行
わ

れ
た
。
講
演
終
了
後
の
質
疑
応
答
も
予

定
時
間
を
超
え
て
活
発
に
行
わ
れ
、
最

後
に
半
澤
み
ど
り
さ
ん
（
高
·µ
回
）
か

ら
花
束
が
渡
さ
れ
、
講
演
会
は
盛
会
裡

に
終
了
し
た
。
引
き
続
き
総
会
が
行
わ

れ
、
佐
藤
会
長
、
高
橋
賢
校
長
（
高
³µ

回
）
の
挨
拶
の
後
、
恒
例
に
よ
り
佐
藤

会
長
が
議
長
と
な
っ
て
下
記
議
案
の
審

議
が
行
わ
れ
、
全
議
案
可
決
承
認
さ
れ

た
。
尚
、
第
六
号
議
案
の
慶
弔
規
約
で

は
、
評
議
員
会
で
議
論
と
な
り
、
理
事

会
に
一
任
さ
れ
た
「
第
四
条
に
あ
っ
た

学
校
関
係
者
へ
の
餞
別
金
」
に
つ
い
て

は
、
記
念
品
を
贈
る
こ
と
と
し
、
規
約

か
ら
削
除
さ
れ
て
上
程
さ
れ
た
。

第
一
号
議
案

二
〇
二
三
年
度

事
業
報
告

第
二
号
議
案

二
〇
二
四
年
度

事
業
計
画
案

第
三
号
議
案

二
〇
二
三
年
度

収
支
決
算
報
告

第
四
号
議
案

二
〇
二
四
年
度

収
支
予
算
案

第
五
号
議
案

役
員
改
選
に
つ
い
て

第
六
号
議
案

宮
城
県
仙
台
第
二
高
等
学
校
同
窓
会

慶
弔
規
約
（
案
）

総
会
終
了
後
は
隣
に
会
場
を
移
し
、

当
番
回
期
の
菊
池
氏
が
（
高
³µ
回
）
が

司
会
を
務
め
、
叙
勲
さ
れ
た
高
1¶
回

和
田

健

氏
へ
の
表
彰
・
学
校
へ
の

活
動
補
助
目
録
贈
呈
な
ど
の
後
、
各
支

部
報
告
を
行
い
、
懇
親
を
深
め
た
。

＊
決
算
・
予
算
表
は
別
ペ
ー
ジ
参
照
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理
事
会
等

記

録

二
〇
二
三
年
五
月
十
日
（
水
）

・
令
和
五
年
度
予
算

・
評
議
員
会
の
最
終
確
認

・
役
員
改
選
及
び
新
理
事
の
推
薦

・
会
報
及
び
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
行

時
期
の
検
討

・
若
手
交
流
会
の
進
捗
状
況

・
同
窓
会
報
の
進
捗
状
況

・
定
期
戦
及
び
学
校
の
近
況
報
告

二
〇
二
三
年
六
月
二
十
一
日
（
水
）

・
評
議
員
会
総
括
及
び
議
事
録
の
承
認

・
定
期
総
会
の
議
案
、
進
行
及
び
資
料

等
の
確
認

・
役
員
改
選
及
び
新
理
事
の
推
薦

・
若
手
交
流
会
の
総
括

・
北
陵
祭
の
出
展

・
学
校
の
近
況

二
〇
二
三
年
七
月
二
十
六
日
（
水
）

・
定
期
総
会
の
総
括
及
び
同
総
会
議
事

録
の
承
認

・
奨
学
会
の
理
事
推
薦
、

遠
藤
康
浩
（
高
41
回
）

・
理
事
の
会
務
分
担

・
北
陵
祭
の
出
展

・
学
校
の
近
況

・
同
窓
会
報
の
発
行
状
況

二
〇
二
三
年
八
月
二
十
三
日
（
水
）

・
北
陵
祭
の
出
展

・
北
陵
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
企
画
及
び

原
稿
担
当

・
学
校
の
近
況

・
会
費
及
び
寄
付
金
の
納
入
状
況

二
〇
二
三
年
九
月
二
十
日
（
水
）

・
北
陵
祭
の
総
括

・
新
年
懇
親
会
の
開
催
方
法

・
学
校
の
近
況

二
〇
二
三
年
十
月
十
八
日
（
水
）

・
新
年
懇
親
会
（
兼

高
·4

二
十
歳
を

祝
う
会
）
実
施
案
の
検
討

・
各
支
部
総
会
へ
の
出
席
者
確
認

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス

ト
の
改
善

二
〇
二
四
年
度
定
例
評
議
員
会

・
二
〇
二
四
年
五
月
二
十
五
日
（
土
）

十
四
時
～

会
長
挨
拶

佐
藤
一
郎
会
長

議
長
選
出

永
見

幸
久
氏

（
高
2¹
回
）

第
一
号
議
案

二
〇
二
三
年
度

事
業
報
告

第
二
号
議
案

二
〇
二
三
年
度

収
支
決
算
報
告

第
三
号
議
案

二
〇
二
四
年
度

事
業
計
画
案

第
四
号
議
案

二
〇
二
四
年
度

収
支
予
算
案

第
五
号
議
案

役
員
改
選
に
つ
い
て

第
六
号
議
案

宮
後
県
仙
台
第
二
高
等
学
校
同
窓
会

慶
弔
規
約
（
案
）

報
告
・
連
絡

同
窓
会
活
性
化
事
業
に
つ
い
て

（
二
高
一
高
同
窓
会
ゴ
ル
フ
対
抗
戦

若
手
交
流
会

同
窓
会
新
年
懇
親
会
）

閉
会
挨
拶

佐
藤
裕
洋
副
会
長

評
議
員
会

報

告

・
北
陵
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
報
告

・
北
陵
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
進
捗
状
況

・
ク
ラ
ブ
活
動
助
成
金
の
進
捗
状
況

・
学
校
の
近
況

二
〇
二
三
年
十
一
月
十
五
日
（
水
）

・
同
窓
会
入
会
式
の
日
程
、
式
次
第
及

び
資
料
等
の
確
認

・
次
年
度
評
議
員
会
の
日
程

・
北
陵
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
進
捗
状
況

・
学
校
の
近
況

・
会
費
・
寄
付
金
の
納
入
報
告

二
〇
二
三
年
十
二
月
二
十
日
（
水
）

・
卒
業
生
へ
の
贈
呈
旗
及
び
記
念
品

・
新
年
懇
親
会
（
兼

高
·4

二
十
歳
を

祝
う
会
）

・
次
年
度
の
定
期
総
会

・
同
窓
会
入
会
式
の
出
席
者
及
び
資
料

検
討

・
支
部
・
Ｏ
Ｂ
会
の
名
称
、
代
表
者
、

連
絡
先
一
覧

・
評
議
員
の
交
代

・
北
陵
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
送
状
況

・
学
校
の
近
況

二
〇
二
四
年
一
月
十
七
日
（
水
）

・
新
年
懇
親
会
（
兼

高
·4

二
十
歳
を

祝
う
会
）
の
総
括

・
令
和
六
年
度
事
業
計
画

・
新
入
生
へ
の
贈
呈
品

・
任
期
満
了
の
役
員
及
び
改
選
役
員

・
事
務
局
員
の
待
遇

・
学
校
の
近
況

・
会
費
・
寄
付
金
の
納
入
状
況

・
校
内
活
動
助
成
金
の
状
況

二
〇
二
四
年
二
月
二
十
一
日
（
水
）

・
同
窓
会
入
会
式

・
卒
業
式

・
令
和
六
年
度
事
業
計
画

・
事
務
局
員
と
の
契
約
更
新

・
大
井
名
誉
会
長
寄
贈
の
横
断
幕
の
名

入
れ

・
学
校
の
近
況

・
会
費
・
寄
付
金
の
納
入
状
況

二
〇
二
四
年
三
月
二
十
一
日
（
木
）

・
定
期
戦
に
関
す
る
各
企
画
説
明

・
同
窓
会
入
会
式
及
び
卒
業
式
の
総
括

・
北
陵
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
企
画
及
び

原
稿
担
当

・
入
学
式

・
令
和
五
年
度
会
計
決
算
見
込
み
及
び

令
和
六
年
度
予
算

・
学
校
の
近
況

二
〇
二
四
年
四
月
十
七
日
（
水
）

・
令
和
六
年
度
予
算

・
慶
弔
規
約
の
制
定

・
評
議
員
会
の
議
案

・
定
期
総
会
の
準
備

・
若
手
交
流
会
の
開
催

・
入
学
式
の
開
催
報
告

・
北
陵
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
進
捗
状
況

・
学
校
の
近
況

二
〇
二
四
年
五
月
八
日
（
水
）

・
評
議
員
会
の
最
終
確
認

・
北
陵
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
進
捗
状
況

・
定
期
戦
及
び
学
校
の
近
況
報
告

二
〇
二
四
年
六
月
二
十
八
日
（
金
）

・
評
議
員
会
の
総
括

・
定
期
総
会
の
最
終
確
認

・
慶
弔
規
約
の
修
正

・
若
手
交
流
会
の
延
期

・
北
陵
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
送
状
況

・
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
更
新
手
続
の
改
善

・
学
校
の
近
況

二
〇
二
四
年
七
月
二
十
四
日
（
水
）

・
評
議
員
会
議
事
録
の
承
認

・
定
期
総
会
の
総
括
及
び
議
事
録
の
承

認
・
評
議
員
会
の
開
催
場
所

・
貢
献
者
に
関
す
る
内
規
及
び
学
校
関

係
者
へ
の
餞
別

・
北
陵
祭
の
出
展

・
会
員
か
ら
の
出
版
書
籍
寄
贈

・
学
校
の
近
況

二
〇
二
四
年
八
月
二
十
一
日
（
水
）

・
北
陵
祭
へ
の
出
展

・
同
窓
会
報
の
企
画
及
び
原
稿
担
当

・
奨
学
会
の
監
事
推
薦
、

利
大
作
（
高
41
回
）

・
慶
弔
規
約
に
お
け
る
内
規
追
加

・
学
校
の
近
況
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
結

果
等
）

・
会
費
・
寄
付
金
の
納
入
状
況

二
〇
二
四
年
九
月
二
十
日
（
金
）

・
北
陵
祭
の
総
括

・
新
年
懇
親
会
（
兼

高
·µ

二
十
歳
を

祝
う
会
）

・
会
員
か
ら
の
記
念
品
寄
贈
へ
の
対
応

・
同
窓
会
報
の
進
捗
状
況

・
学
校
の
近
況

二
〇
二
四
年
十
月
十
七
日
（
木
）

・
新
年
懇
親
会
（
兼

高
·µ

二
十
歳
を

祝
う
会
）
実
施
案
の
検
討

・
各
支
部
総
会
へ
の
出
席
者
確
認

・
北
陵
ゴ
ル
フ
大
会
の
進
捗
状
況

・
同
窓
会
報
の
進
捗
状
況

・
各
回
期
・
支
部
に
お
け
る
活
動
状
況

へ
の
対
応

・
学
校
の
近
況

・
会
費
・
寄
付
金
の
納
入
状
況

以
上
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昨

年

度

の

会

費

納

入

額

は

約

七
六
九
万
円
と
目
標
額
九
五
〇
万

円
に
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
前
年
比

一
一
三
万
円
の
減
少
、
納
入
者
数
は
前

年
比
八
十
九
人
の
減
少
で
し
た
。
同
窓

会
の
活
動
費
を
会
費
収
入
で
賄
え
て
い

な
い
危
機
的
状
況
で
す
。
同
窓
会
活
動

の
趣
旨
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
は
『
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

る
』
と
共
に
『
母
校
の
発
展
に
寄
与
す

る
』
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
同
窓
会
報
・

北
陵
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
行
、
同
窓

会
総
会
・
同
窓
会
新
年
懇
親
会
の
開
催
、

全
国
各
支
部
と
の
交
流
、
北
陵
祭
で
の

ブ
ー
ス
の
開
設
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
な
ど
に
取
り
組
み
同
窓
会
の
一
層
の

活
性
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、入

学
祝
い
品
・
卒
業
記
念
品
の
贈
呈
、大
運

動
会
開
催
や
ク
ラ
ブ
活
動
に
対
す
る
助

成
を
行
い
、
在
校
生
が
母
校
に
誇
り
を

持
ち
、
文
武
一
道
を
目
指
す
こ
と
を
支

援
し
ま
す
。

会

費

納

入

に

つ

い

て

ǽպሻ͢៵ጞоม࣊ࢳ²°²³

ఙو
ڨ͢
ᄉᣞୣ

ՠୣ оᦂᭊ

˹ ´° ³ 1 ³¬000

´± ¸ 1 ³¬000

´² ¶ 0 0

´³ · 1 ³¬000

´´ 1³ 2 ¶¬000

´5 1¶ 1 ³¬000

´¶ 1¸ ³ ¹¬000

´7 24 ¸ 24¬000

ᯚ ± ³1 ¶ 1¸¬000

² 4· 1µ 4µ¬000

³ ¶4 1¹ µ·¬000

´ ¸µ ³µ 10µ¬000

5 ¸³ 2¸ ¸4¬000

¶ 10¸ 42 12¶¬000

7 ¹2 ³· 111¬000

¸ 12¸ ³4 102¬000

¹ 1³· ³³ ¹¹¬000

±° 1µ4 ¶0 1¸0¬000

±± 1µµ µ¶ 1¶¸¬000

±² 1·¹ µ2 1µ¶¬000

±³ 1·· 4¸ 144¬000

±´ 1·1 ·³ 21¹¬000

±5 1·0 ¶¸ 204¬000

±¶ 1¸2 ¶1 1¸³¬000

±7 1¹2 ·4 222¬000

±¸ 1¹¹ ¸¶ 2µ¸¬000

±¹ 2³¸ ·1 21³¬000

²° 1¶¹ ¶2 1¸¶¬000

ఙو
ڨ͢
ᄉᣞୣ

ՠୣ оᦂᭊ

²± 21· ·¸ 2³4¬000

²² 241 ¹³ 2·¹¬000

²³ 1·¸ ¶2 1¸¶¬000

²´ 1¶1 µ³ 1µ¹¬000

²5 1¹2 ¶¶ 1¹¸¬000

²¶ 20µ ¶2 1¸¶¬000

²7 1¸0 µ2 1µ¶¬000

²¸ 1¸µ ¶³ 1¸¹¬000

²¹ 1¶2 ³2 ¹¶¬000

³° 1¶¸ 4¹ 14·¬000

³± 1¶4 ³³ ¹¹¬000

³² 1·2 4µ 1³µ¬000

³³ 1¸0 ³¶ 10¸¬000

³´ 1·1 ³¸ 114¬000

³5 1·· ³¶ 10¸¬000

³¶ 1¶³ ³4 102¬000

³7 1¶4 2· ¸1¬000

³¸ 1¶³ 2¸ ¸4¬000

³¹ 1·1 ³³ ¹¹¬000

´° 201 ³· 111¬000

´± 201 20 ¶0¬000

´² 1¹0 1³ ³¹¬000

´³ 1¶¸ 21 ¶³¬000

´´ 1µ· 1¶ 4¸¬000

´5 1¹4 1¸ µ4¬000

´¶ 1¸¶ ³1 ¹³¬000

´7 1¹µ 1¶ 4¸¬000

´¸ 1¸¹ 1µ 4µ¬000

ఙو
ڨ͢
ᄉᣞୣ

ՠୣ оᦂᭊ

´¹ 1¸2 1µ 4µ¬000

5° 1¶· 1³ ³¹¬000

5± 1·³ ¹ 2·¬000

5² 1µ¹ · 21¬000

5³ 1·³ 1³ ³¹¬000

5´ 1¸µ 11 ³³¬000

55 1·1 10 ³0¬000

5¶ 1·µ 10 ³0¬000

57 1¸µ 4 12¬000

5¸ 1·¸ ¹ 2·¬000

5¹ 1¹0 12 ³¶¬000

¶° 1¹4 1³ ³¹¬000

¶± 1¹µ 1³ ³¹¬000

¶² 1¹0 14 42¬000

¶³ 1¹¶ 10 ³0¬000

¶´ 201 ¸ 24¬000

¶5 2³1 1· µ1¬000

¶¶ 20¸ 1¸ µ4¬000

¶7 21¸ 1³ ³¹¬000

¶¸ 244 24 ·2¬000

¶¹ 2³³ 1µ 4µ¬000

7° 2³¸ 2¹ ¸·¬000

7± 2¶¹ 2µ ·µ¬000

7² 2¸¶ ³0 ¹0¬000

7³ 2¸¶ 4· 141¬000

7´ 2¹2 42 12¶¬000

75 2¹¸ µµ 1¶µ¬000

7¶ 2¹¶ ᴪ ᴪ
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2024 年 12 月շ日

ಇպሻ͢ޙᅇ͈իቼ̝ᯚኄڌ

Ɂᄒറ׆͢

ಇպሻ͢ޙᅇ͈իቼ̝ᯚኄڌ

͢ǽᩋǽǽʹǽᗵǽˢǽǽǽ

2024 年度　同窓会費納入についてのお願い

ǽ͢׆ɁᄒറȾȝȞɟɑȪȹɂǾࢲጨɛɝպሻ๊͢ӦȾಐҝɁȧျᜓǾȧԦӌɥ᠇ɝՀȢ

ॅᇊ႑Ȫ˨ȥɑȬǿ

ǽछ͢ɂȊ͢׆ᄾ̠ɁᜆᅜɥَɞȋȻцȾȊීಇɁᄉࠕȾ߆˫ȬɞȋȦȻɥᄻᄑȻȪȹǾ

̾年࣊ɕյሗ̜ഈȾɝጸɦȺȝɝɑȬǿ

ǽట๊ӦɁՁȻȽɞɁȟᄒറȞɜጞоȗȲȳȗȹȗɞպሻ͢៵ȺȬǿ

ǽ͢׆ɁᄒറȾȝȞɟɑȪȹɂǾట๊ӦɁᠲɥȧျᜓȗȲȳȗȲșțǾ͢៵ጞоȾȧԦ

ӌȢȳȨȗɑȬɛșͷԤȪȢȝ᭐ȗ႑Ȫ˨ȥɑȬǿ

ǽ͢៵ጞоȾ᪨ȪɑȪȹɂǾəșȴɚᦿᚐȧҟႊɁکնǾպߨɁᣅᇝɥȧҟႊȗȲ

ȳȠǾͅᦿᚐળɝᣅɒɁکնɂ振込人名義に氏名及び会員番号（当用紙に記載）をご記入

いただきますようお願いいたします。

　〈七十七銀行　芭蕉の辻支店　普通預金　００９７８４５

　　　　 宮城県仙台第二高等学校同窓会　会長　佐藤一郎〉

寄付納入のお願い

ǽற年࣊ȾȝȠɑȪȹɕ۹ȢɁ͢׆ɁᄒറȞɜȧ͇߆Ɂȧျᜓˁ ȧԦӌɥ᠇ɝɑȪȲȦȻǾ

ՀȢॅᇊ႑Ȫ˨ȥɑȬǿ

ǽట年ɕպሻ͢Ɂ๊ॴԇȻීಇୈɥȨɜȾЭԇȨȮɞȲɔǾպሻ๊͢ӦȾȧ᠆պȗȲ

ȳȤɞ͢׆ɁᄒറȾɂǾឞɦȺȧ͇߆ɁԦӌɥȗȲȳȠɑȬɛșȝ᭐ȗ႑Ȫ˨ȥɑȬǿ

ǽ߸Ǿպሻ͢ڨȾ͇߆ᐐˢᜄɥպߨȗȲȪɑȬǿջɁૡᢐɥఖȨɟȽȗɂǾᣅ

ᇝɁᣮαඊȾʋɱʍɹɥоɟȹȗȲȳȢȞǾȰɁɥ̜өࠈȾȧᣵፅȢȳȨȗǿ

必ずご記入

ください！

今年度会費未納の方にのみ振込用紙を同封しております。

納入済の方へのご案内ではありませんので、重複して納入なさらないよう、

ご注意ください。
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令
和
五
年
度

第
76
回
卒
業
式

二
〇
二
四
年
三
月
一
日

朝
か
ら
生

憎
の
雨
模
様
の
中
、
·¶
回
卒
業
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
卒
業
式
も

前
回
同
様
、
コ
ロ
ナ
禍
の
制
限
も
な
く

保
護
者
や
佐
藤
一
郎
会
長
を
は
じ
め
と

す
る
ご
来
賓
、
そ
し
て
教
職
員
の
参
加

と
い
う
形
式
に
な
り
ま
し
た
。

保
護
者
や
教
職
員
が
見
守
る
中
、

ス
ー
ツ
姿
や
晴
れ
着
な
ど
に
思
い
思
い

の
華
や
か
な
服
装
に
身
を
包
ん
だ
卒
業

生
た
ち
が
入
場
し
卒
業
式
は
始
ま
り
ま

し
た
。
開
会
の
辞
、
国
歌
斉
唱
の
後
、

卒
業
生
が
ク
ラ
ス
毎
に
一
人
一
人
呼
名

さ
れ
、
ク
ラ
ス
代
表
に
卒
業
証
書
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
担
任
の
先
生
が
そ
れ

ぞ
れ
の
名
前
を
呼
び
元
気
よ
く
返
事
を

す
る
卒
業
生
の
顔
は
晴
れ
晴
れ
と
し
た

凛
々
し
い
顔
つ
き
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。そ

の
後
の
高
橋

賢
校
長
か
ら
、「
卒

業
生
の
皆
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

過
酷
な
環
境
の
中
入
学
し
先
の
見
え
な

い
中
、
見
失
わ
ず
、
学
業
な
ど
に
志
を

高
く
挑
戦
し
て
き
た
姿
に
心
動
か
さ
れ

ま
し
た
。
卒
業
す
る
皆
様
に
は
こ
れ
か

ら
の
多
く
の
こ
と
も
学
び
知
恵
を
つ

け
、
全
て
に
愛
情
を
注
ぎ
、
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
情
熱
を
も
っ
て
正
し
く

行
動
す
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。」
と

い
う
、
式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

佐
藤
一
郎
会
長
か
ら
は
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
落
ち
着
き
、
例
年
通

り
の
卒
業
式
を
迎
え
ら
れ
、
卒
業
生
の

皆
さ
ん
の
校
歌
斉
唱
を
直
に
聞
け
る
と

の
こ
と
が
嬉
し
く
、
政
治
、
経
済
、
法

律
、
生
活
、
文
化
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
が
、

互
い
に
密
接
に
つ
な
が
る
「
グ
ロ
ー
バ

ル
な
地
球
社
会
」
の

構
造
的
変
容
に
対
応

し
う
る
の
は
卒
業
生

の
皆
様
人
ひ
と
り
の

若
人
の
、
多
様
性
に

満
ち
た
生
き
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
集
積
で
あ

る
。」
と
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
在
校
生
代

表
、
卒
業
生
代
表
の

挨
拶
、
校
歌
の
斉
唱

の
後
、
閉
式
の
辞
を

も
っ
て
無
事
に
卒
業

式
は
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
卒
業
式
が
終

了
し
た
後
、
卒
業
生

の
退
場
前
に
保
護
者

代
表
か
ら
の
学
校
側

へ
の
感
謝
の
言
葉
と

お
世
話
に
な
っ
た
教

職
員
の
皆
様
へ
、
卒

業
生
か
ら
花
束
と
記
念
品
の
贈
呈
が
行

わ
れ
、
受
け
取
っ
て
い
た
教
職
員
の
笑

顔
の
中
の
少
し
淋
し
げ
な
表
情
が
印
象

的
で
し
た
。

卒
業
生
退
場
の
前
、
最
後
に
応
援
団

長
が
壇
上
に
立
ち
、
卒
業
生
と
と
も
に

学
校
に
エ
ー
ル
と
「
雨
か
嵐
か
」
を
送

る
と
い
う
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
行
わ
れ
、
卒

業
生
は
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
も
ど
こ

か
晴
れ
晴
れ
と
し
た
表
情
で
会
場
を
後

に
し
ま
し
た
。
卒
業
生
の
皆
様
の
新
た

な
門
出
に
際
し
、
更
な
る
飛
躍
と
今
後

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

齋
藤

雅
樹
（
高
44
回
）

寒
さ
も
一
段
落
し
た
二
月
の
末
、
二

月
二
十
九
日
に
本
校
内
講
義
室
に
て
、

二
〇
二
三
年
度
卒
業
生
の
同
窓
会
入
会

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

翌
日
の
卒
業
式
を
目
前
に
控
え
た
三

年
生
た
ち
が
集
ま
る
中
、
佐
藤
一
郎
同

窓
会
会
長
よ
り
、
開
式
の
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
、
続
い
て
卒
業
記
念
品
が
·¶
回

生
評
議
員
の
杉
田
さ
ん
・
嵯
峨
井
さ
ん

に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
小
野
寺
満
明
同

窓
会
副
会
長
よ
り
、
同
窓
会
の
活
動
に

つ
い
て
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
の
資
料
を
上

映
し
な
が
ら
同
窓
会

の
歴
史
や
活
動
内
容

の
ご
説
明
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
前
年
度
か
ら
開

催
さ
れ
た
新
規
の
同

窓
生
を
交
え
た
交
流

会
や
、
そ
の
他
の
行

事
や
同
窓
会
の
歴
史

な
ど
、
同
窓
会
に
関

す
る
様
々
な
内
容

に
、
三
年
生
は
真
剣

に
聞
い
て
お
り
ま
し

た
。そ

の
後
、
佐
藤
会

長
よ
り
評
議
員
と
常

任
委
員
に
委
嘱
状
の

贈
呈
が
行
わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
一
人
づ
つ
委

嘱
状
を
手
渡
し
て
い

令
和
五
年
度

同
窓
会
入
会
式

た
だ
き
ま
し
た
。

委
嘱
状
の
授
与
後
、
新
た
に
評
議
員

と
な
っ
た
杉
田
さ
ん
か
ら
、
·¶
回
生
を

代
表
し
て
こ
れ
か
ら
の
同
窓
会
員
と
し

て
積
極
的
に
活
動
に
関
わ
っ
て
行
き
た

い
と
い
う
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

式
の
最
後
に
壇
上
で
は
、
新
た
に
作
ら

れ
た
·¶
回
生
の
旗
（
同
期
会
の
旗
）
が

披
露
さ
れ
、
整
列
し
た
評
議
員
と
常
任

委
員
へ
の
大
き
な
激
励
の
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。
入
会
式
が
終
了
し
、
同
窓

会
の
皆
さ
ま
が
退
席
さ
れ
た
の
ち
、
サ

プ
ラ
イ
ズ
で
担
任
の
先
生
等
に
よ
る
三

年
生
へ
の
応
援
動
画
が
上
映
さ
れ
ま
し

た
。
先
生
方
の
皆
様
の
思
い
が
詰
ま
っ

た
そ
の
動
画
に
三
年
生
の
皆
さ
ん
も
驚

き
つ
つ
も
見
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

入
会
式
終
了
後
は
校
長
室
で
佐
藤
会

長
を
始
め
と
し
た
同
窓
会
の
皆
様
と
校

長
先
生
、
·¶
回
生
の
評
議
員
を
交
え
記

念
撮
影
を
し
、
本
年
度
の
同
窓
会
入
会

式
は
無
事
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

齋
藤

雅
樹
（
高
44
回
）
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男子 女子 計

１ 学 年 184 139 322

２ 学 年 178 140 318

３ 学 年 169 146 315

計 531 425 955

令
和
六
年
度

入

学

式

二
〇
二
四
年
四
月
八
日
、
春
の
空
気

を
感
じ
さ
せ
る
好
天
の
中
、
令
和
六
年

度
入
学
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
入
学
者
総
数
は
三
二
〇
名

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
保
護

者
も
制
限
な
し
で
講
堂
に
入
場
可
能
と

な
り
、
今
年
も
多
く
の
人
が
集
ま
っ
た

入
学
式
と
な
り
ま
し
た
。
同
窓
会
か
ら

は
佐
藤
一
郎
会
長
、
佐
藤
裕
洋
副
会

長
、
千
田
耕
一
副
会
長
、
小
野
寺
満
明

副
会
長
が
参
列
し
ま
し
た
。
来
賓
の
皆

様
や
多
く
の
父
兄
が

見
守
り
、
吹
奏
楽
部

の
み
な
さ
ん
の
演
奏

の
中
、
新
入
生
の
皆

さ
ん
が
緊
張
し
た
面

持
ち
で
入
場
さ
れ
ま

し
た
。
全
員
が
入
場

し
、
開
式
の
辞
に
よ

り
式
が
始
ま
り
、
国

歌
演
奏
、
そ
し
て
、

各
ク
ラ
ス
担
任
に
よ

り
新
入
生
の
呼
名
が

行
わ
れ
、
一
人
ひ
と

り
元
気
な
声
で
返
事

を
し
、
起
立
す
る
様

子
を
参
列
し
た
来
賓

の
方
や
父
兄
の
皆
様

も
優
し
い
眼
差
し
て

見
守
っ
て
お
り
ま
し

た
。
高
橋
賢
校
長
の

式
辞
に
は
、「
高
校

生
活
の
中
で
沢
山
の

ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

佐
藤
会
長
の
祝
辞
の
の
ち
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
菅
原
様
よ
り
お
言
葉
を
い
た
だ

き
、
最
後
に
、
校
歌
披
露
と
し
て
、
合

唱
部
の
み
な
さ
ん
が
ス
テ
ー
ジ
上
に
あ

が
り
、
吹
奏
楽
の
演
奏
の
中
、
校
歌
の

合
唱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
入
生
の
み

な
さ
ん
も
初
め
て
聞
く
校
歌
を
真
剣
な

表
情
で
聞
い
て
お
り
ま
し
た
。
中
学
生

時
代
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
影
響
で
大
変
な
思
い
を
し
て
過
ご
し

て
き
た
入
学
生
が
、
こ
れ
か
ら
楽
し
く

勉
学
に
励
み
、
心
豊
か
な
高
校
生
活
を

送
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
期

待
も
込
め
た
入
学
式
と
な
り
ま
し
た
。

新
入
生
の
皆
様
、
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。齋

藤

雅
樹
（
高
44
回
）

大
運
動
会

体
育
委
員
長

加
藤

晃
成

今
年
の
運
動
会
は
四
月
二
十
四
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
我
武
者
羅
（
が
む
し
ゃ
ら
）
北
陵
健

二
」。
こ
の
テ
ー
マ
に
重
ね
て
、
二
高

生
一
人
一
人
が
が
む
し
ゃ
ら
に
取
り
組

む
姿
が
印
象
的
で
し
た
。残
念
な
が
ら
、

天
候
に
恵
ま
れ
ず
、
各
種
目
の
時
間
や

回
数
を
短
縮
し
た
り
、
部
活
リ
レ
ー
を

中
止
に
す
る
な
ど
の
対
応
を
行
い
ま
し

た
が
、
ど
の
競
技
も
例
年
通
り
非
常
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

特
に
目
玉
種
目
で
あ
る
ミ
ス
タ
ー
二

高
の
決
勝
で
は
、三
年
生
だ
け
で
な
く
、

一
年
生
や
二
年
生
も
活
躍
し
、
熱
い
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
の

優
勝
は
二
年
六
組
が
勝
ち
取
り
、
準
優

勝
は
二
年
四
組
と
な
り
ま
し
た
。
三
年

生
は
惜
し
く
も
優
勝
を
逃
し
ま
し
た

が
、
ど
の
ク
ラ
ス
も
良
い
思
い
出
を
作

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
運
動
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
体

育
委
員
会
や
Ｌ
Ｈ
Ｒ
委
員
会
を
は
じ
め

と
し
た
委
員
会
の
皆
さ
ん
、
審
判
を
引

き
受
け
て
く
れ
た
陸
上
部
、
二
高
の
先

生
方
、
そ
し
て
そ
の
他
多
く
の
方
々
の

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
し
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

卒
業
記
念
品

贈
呈
へ
の
感
謝

出
版
社
を
経
営
さ
れ
て
い
る
喜
多
雅

文
さ
ん
（
高
³4
）
に
は
、
そ
の
ご
経
験

を
生
か
し
て
毎
年
、
二
高
卒
業
生
の
た

め
に
「
喜
多
さ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
記
念

品
」
を
贈
呈
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
昨
年
は
、Ó

Å
Î
Ä
Á
É Î

ÉË
Ï
 

Î
Ï
Ô
Å

キ
ッ
ト
（
生
徒
が
自
分
で
組

み
立
て
ら
れ
る
ノ
ー
ト
キ
ッ
ト
）
を
贈

呈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
窓
会
と

し
て
も
在
校
生
に
対
す
る
喜
多
様
の
ご

厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ノ
ー
ト
は
完
成
す
る
と
写
真
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。
生
徒
か
ら
は
大
好
評
で

し
た
。
喜
多
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

楽
し
み
を
持
ち
、
喜
び
を
感
じ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。」
と
い
う
新
入
生
に

向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
け
て
の
新
入
生
代
表
生
徒
の
宣
誓
で

は
、
こ
れ
か
ら
二
高
生
と
し
て
過
ご
す

こ
と
へ
の
期
待
と
不
安
、
そ
の
中
で
一

生
懸
命
に
学
校
生
活
を
送
る
た
め
の
誓

い
が
元
気
よ
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
佐

藤
一
郎
同
窓
会
会
長
に
よ
る
祝
辞
で

は
、「
三
年
間
、
本
来
の
心
の
奥
深
く

に
あ
る
秘
め
た
小
さ
な
種
子
を
育
ん
で

い
っ
て
く
だ
さ
い
。
一
人
ひ
と
り
の
文

武
一
道
、
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
改
革

し
て
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
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同
窓
生
か
ら
の

寄

贈

本

の
ご
紹
介

●
国
際
交
通
論

阿
部

孝
一
氏
・
伊
藤
　
　
豊
氏（
高
2¶
回
）

●
美
し
い
生
物
学
講
義

ほ
か
計
26
冊

寺
嶋

一
夫
氏（
高
12
回
）

●
殿

困
窮
す
る
莫
れ
、時
に
素
拙
な
き
に
し
も
非
ず
ー
佐
藤
素
拙
伝
ー

菅
原
政
治
郎
氏（
高
1¹
回
）

●
失
は
れ
ゆ
く
宮
城
の
文
化
財

道
標
、道
し
る
べ
石
な
ど
の
記
録

笹
野

義
博
氏（
高
20
回
）

●
司
馬
江
漢
と
亜
欧
堂
田
善

ほ
か
計
12
冊

寺
嶋

一
夫
氏（
高
12
回
）

●
過
去
と
未
来
を
つ
な
ぐ
旅

眞
山

誠
樹
氏（
高
24
回
）

●
製
パ
ン
に
於
け
る
穀
物

瀬
口

正
晴
氏（
高
1·
回
）

●
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
穀
物
に
よ
る
食
品
と
飲
料

瀬
口

正
晴
氏（
高
1·
回
）

●
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
に
よ
る
製
菓
・
製
パ
ン
に
つ
い
て瀬

口

正
晴
氏（
高
1·
回
）

●
セ
リ
ア
ッ
ク
病
と
グ
ル
テ
ン

瀬
口

正
晴
氏（
高
1·
回
）

●
グ
ル
テ
ン
を
含
ま
な
い
古
代
穀
物

瀬
口

正
晴
氏（
高
1·
回
）

●
決
定
版

南
京
事
件
は
な
か
っ
た

阿
羅

健
一
氏（
高
14
回
）

●
決
定
版「
南
京
事
件
」日
本
人
50
人
の
証
言

阿
羅

健
一
氏（
高
14
回
）

●『
坂
英
力
伝
』を
通
し
た
奥
羽
越
戊
辰
戦
争（
上
）
菅
原
政
治
郎
氏（
高
1¹
回
）

●
グ
ダ
イ
、ミ
ッ
チ
！

芳
賀
　
　
徹
氏（
高
21
回
）

●
ヒ
ッ
コ
リ
・
ロ
ー
ド
の
殺
人

真
壁

春
雄
氏（
高
1·
回
）

●
七
〇
歳
の
息
子
よ
り
九
十
七
歳
の
母
親
へ
の
俳
句
だ
よ
り

桐
沢
　
　
洋
氏（
高
24
回
）

●
私
の
研
究
と
教
育

西
方
　
　
守
氏（
高
2µ
回
）

●
塩
竈
の
歴
史

三
浦

一
奏
氏（
高
21
回
）

仲
間
を
信
じ

意
気
高
く
競
う
我
ら
に

誇
り
あ
り

三
年
二
組

千
葉

和
真

今
夏
に
行
わ
れ
た
全
国
高
等
学
校
囲

碁
選
手
権
大
会
で
私
た
ち
仙
台
二
高
囲

碁
部
が
男
子
団
体
戦
で
三
連
覇
を
達
成

し
ま
し
た
。

今
年
の
大
会
も
強
敵
ぞ
ろ
い
で
、
私

た
ち
は
非
常
に
苦
し
い
戦
い
を
強
い
ら

れ
ま
し
た
。
特
に
、
準
々
決
勝
以
降
は

主
将
か
ら
三
将
ま
で
強
い
選
手
が
揃
う

学
校
と
の
戦
い
が
続
き
、
全
て
二
対
一

で
の
勝
利
で
、
ひ
や
り
と
す
る
場
面
が

い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。
準
々
決
勝
で

は
圧
勝
ム
ー
ド
の
主
将
戦
を
落
と
し
、

嫌
な
流
れ
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
中
で
、

副
・
三
将
戦
を
取
り
返
し
て
の
勝
利
。

準
決
勝
と
決
勝
で
は
、
と
も
に
副
・
三

将
戦
で
一
対
一
と
な
り
、
命
運
が
か
か

る
主
将
戦
を
制
し
て
勝
ち
上
が
り
ま
し

た
。
こ
う
し
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

今
年
の
戦
い
は
今
ま
で
以
上
に
総
力
戦

だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
こ

れ
ま
で
の
互
い
の
努
力
と
仲
間
の
力
を

よ
く
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ぞ

れ
が
仲
間
の
勝
利
を
信
じ
、「
自
分
も

チ
ー
ム
に
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
思
い

を
持
っ
て
戦
い
抜
く
こ
と
が
で
き
た
、

そ
れ
が
優
勝
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
難
し
い
戦
い
が
続
い
た
中
で

囲
碁
部

も
、
一

人
一
人

の
、
そ

し
て
チ
ー
ム
の
強
み
や
個
性
を
十
分
に

発
揮
で
き
た
こ
と
も
勝
因
に
な
り
ま
し

た
。「
目
標
は
優
勝
で
す
」
と
力
強
く

語
っ
た
副
将
の
意
気
込
み
、
六
戦
全
勝

と
い
う
結
果
を
残
し
た
三
将
の
頼
も
し

さ
、
ぴ
り
つ
い
た
雰
囲
気
を
何
度
も
変

え
た
補
欠
の
言
葉
。
私
が
全
力
を
出
し

切
れ
た
の
は
、
間
違
い
な
く
仲
間
た
ち

の
お
か
げ
で
す
。
ま
た
、
戦
況
を
見
守

り
、
一
緒
に
喜
ん
で
く
れ
た
女
子
団
体

の
メ
ン
バ
ー
や
先
生
、
こ
れ
ま
で
と
も

に
高
め
合
っ
て
き
た
部
員
た
ち
に
も
、

感
謝
し
て
も
し
き
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
大

会
を
通
し
て
、
こ
れ
が
私
た
ち
が
大
切

に
し
て
き
た
日
本
一
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
あ
り
、
支
え
合
い
の
精
神
な
の
だ
と

改
め
て
思
い
ま
し
た
。

現
在
は
私
た
ち
三
年
生
が
引
退
し
、

後
輩
た
ち
が
新
た
な
目
標
の
も
と
で
新

生
二
高
囲
碁
部
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

新
チ
ー
ム
で
は
こ
れ
ま
で
の
良
さ
を
引

き
継
ぎ
つ
つ
、
彼
ら
ら
し
さ
を
発
揮
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
会

の
皆
様
に
も
、
今
後
の
囲
碁
部
を
温
か

く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

図
書
館
へ
の
書
籍
等
の

ご
寄
贈
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

校
舎
の
大
規
模
改
修
工
事
計
画

に
伴
う
引
越
準
備
の
た
め
、
図
書

館
で
も
蔵
書
の
整
理
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
同
窓
生
の
皆

様
か
ら
の
ご
寄
贈
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
次
の
よ
う
な
取
り
扱
い
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

（
一
）同
窓
生
ご
自
身
の
著
作
に
つ

い
て
は
、
ご
本
人
か
ら
の
申

し
出
に
よ
る
も
の
に
限
り
、

一
冊
の
み
寄
贈
を
受
け
入
れ

て
、
北
陵
文
庫
と
し
て
保
存

す
る
。

（
二
）個
人
の
蔵
書
の
ご
寄
贈
に
つ

い
て
は
、
受
け
入
れ
を
お
断

り
す
る
。

（
三
）ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
図
書
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
学

校
側
に
一
任
し
て
い
た
だ
く
。

期
間
は
、
令
和
七
年
一
月
よ
り

校
舎
改
築
・
引
越
等
が
終
了
す
る

ま
で
と
な
り
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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過去３年間の大学入試合格状況
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ᇘ ੑ ۾ 1 ¨1© 1 

ࢿ ࡀ ۾ 1  1 

ᮓ ࡺ ۾ 1 ¨1©

̎ ࡻ ۾ 1 ¨1© 1  2  ¨2©

ᩋ ࡆ ۾ 1 ¨1©

۾ ґ ۾ 1 

年࣊ҝ
ޙ۾

Ò¶年³月 Òµ年³月 Ò4年³月

նಐᐐୣ նಐᐐୣ նಐᐐୣ

ྊ ట ۾ 1 ¨1©

ّޙ۾ն 2³·  ¨1µµ© 21¶  ¨14¶© 2³2  ¨1µµ©

公
　
　
立
　
　
大
　
　
学

ɂȦȳȹఝ఼۾ 2 ¨2©

 ڌ ۾ 2 ¨2© 2  ¨2© µ  ¨2©

ّ᪨ଡ଼᭴۾ 1 ¨1©

ᇻႎᅇ۾ 1 ¨1©

͢ แ ۾ 1 ¨1©

ᇩࡀᅇԗᇼ۾ 4 ¨2© ³  ¨1© µ  ¨2©

ᯚࡆጽຑ۾ ³ ¨1© ³  ¨³©

۾ဝᅇڙ 1 ¨1©

Ұ൞ࡾᇼ۾ 1  1  ¨1©

ూ̱᥆۾ 4 ¨³© µ  ¨4© ³  ¨³©

๒ࢍ۾ 2 ¨1© 1  1  ¨1©

ༀᅇ۾ 1 ¨1©

᥆Ⴁ୫ᇼ۾ 1 ¨1©

ᝰᜪూ̱ျ۾ 1 ¨1©

ࠥᅇ۾ 1 

۾у᩸۾ 1  2  ¨1©

̱᥆ࣈ۾ 1 

ч࣌ᅇ۾ 1  1  ¨1©

̎ ࡻ ථ ۾ 1 

уޙ۾ն 1¸  ¨10© 1¹  ¨12© 2µ  ¨1·©

ّуޙ۾ն 2µµ  ¨1¶µ© 2³µ  ¨1µ¸© 2µ·  ¨1·2©

私
　
　
立
　
　
大
　
　
学

Ԉᤍԗჵ۾ 1 ¨1©

ᥝᣁ۾ٛޙ 1  ³  ¨2© ³  ¨1©

۾ਖ਼ԗᇼࠨ µ  ³  ¶ 

ూԈޙ۾ 24 ¨1¹© µ  ¨³© ¸  ¨·©

ూԈࡾഈ۾ 1 ¨1© ¶¹¶  ¨³¶0© ¶  ¨µ©

ూԈᇩᇐ۾ ¸ ¨1© ¹  2 

ూԈԗᇼᗧᇼ۾ ³¶  ¨21© 2¶  ¨10© 24  ¨10©

۾ފܤޙڌ 2 ¨2© 1 

ూԈᓻᚓࡾᇼ۾ 1 ¨1© 2  ¨1©

ܝ ᏹ ۾ 1  2  ¨1©

ّ᪨ԗჵᇩᇐ۾ 1 ¨1© 4  ¨³© ³  ¨1©

ᒲผԗᇼ۾ 2 ¨2© 2  ¨1©

ဒԦԗᇼ۾ ³  ³  1 

  ۾ 1 ¨1©

ڙ ဝ ԗ ۾ 1  2  ¨1©

୫ ଡ଼ ۾ 1  1 

ᇘႎ۶۾ 1 ¨1©

ԛ ᕹ ࡾ ۾ 1  ³  ¨1©

ԛᕹᇼ۾ޙ 1 

۾ࢲ̱ 2 ¨2©

ࠞޙ۾ 1³ ¨11© 1³  ¨¸© ¶  ¨4©

ಡ Ꮹ  ۾ 2 ¨2©

ޙ   ۾ µ ¨2© 1  ¨1©

Ԉ  ۾ µ ¨4© µ  ¨2© 4  ¨1©

ц۾ފܤ 1 ¨1©

మ  ۾ 1  1 

ਈਤᏲ۾ۀ 1¹ ¨12© 1¶  ¨¹© 1³  ¨¸©

ࡾ ޙ  ۾ 4  2 

٘ ޠ  ۾ 1 ¨1© 2  ¨2©

ّ᪨ژᅚଡ଼۾ 2 ¨2©

ᮤ ༖ ۾ ¸  µ  ¨2©

ᓱ ๕ ࡾ ۾ ³2 ¨µ© 2³  ¨¸© 2³  ¨1©

ᬲ ۿ ڛ ۾ 2 ¨1© ³  ¨1©

˨  ۾ µ ¨2© ¹  ¨2© 14  ¨14©

ல ֪ ۾ 2  ³ 

ல֪۾ފܤ 1 ¨1© 1 

ᄌᄍն۾ފܤ 2 ¨2©

 ᡛ ۾ 2 ¨1© ³  ¨³© ¶  ¨µ©

 ڌ ۾ 1  1 

ᐥ॑۾ފܤ 2 ¨2©

ߩ ε ۾ 1  ³ 

۾ూ୫ԇ۾ 2 

۾ ඩ ۾ 1 ¨1©

年࣊ҝ
ޙ۾

Ò¶年³月 Òµ年³月 Ò4年³月

նಐᐐୣ նಐᐐୣ նಐᐐୣ

私
　
　
立
　
　
大
　
　
学

ဝ ࡺ ۾ ³ 

˹ ܄ ۾ ³· ¨2·© 4¸  ¨20© ³¶  ¨22©

แ ႎ ۀ ۾ 1 ¨1© 2  2  ¨2©

 ̱ ۾ 1 ¨1©

ూ  ۾ 2  ³ 

ూ ̱ ԗ ۾ 1 

ూ̱۾ 1 ¨1©

ూ̱ጽຑ۾

ూ̱ࡾᇼ۾ 1 ¨1©

ూ̱৮গ͢ԗ۾ 1  1  ¨1©

ూ̱۾ފܤ 1 ¨1© 1  ¨1© 1 

ూ̱ފܤԗᇼ۾ 1 ¨1© 1 

ూ̱ޙᓻ۾ 1 

ూ̱ൡ۾ 2 

ూ̱᥆۾ࢍ 10 ¨1© 10  ¨1©

ూ̱ᣁഈ۾ 12 ¨11© 2  ³  ¨2©

ూ̱ᗧᇼ۾ 1 ¨1©

ూ̱ျᇼ۾ ¶¶ ¨2·© 44  ¨¹© 4·  ¨1µ©

ూ ᤳ ۾ 2 ¨1©

ూ ู ۾ µ ¨2© ¸  ¨¶© 4  ¨³©

日 ట ۾ 1  1·  ¨·© µ  ¨³©

日టԗᇼ۾ 1  1 

日టථᇼ۾ 1  1  ¨1©

日ట۾ފܤ 1 ¨1© 1  ¨1© ³  ¨1©

日ᠣᅆ឴۾ 1 ¨1©

ศ  ۾ 2µ  ¨10© ³¶  ¨1µ© 2¶  ¨12©

 ᗧ ۾ 1 ¨1© 1 

ණ ᖽ ۾ 2 ¨2©

ණ ᖽ  ۾ µ ¨µ© 1 

ණᖽᏩᚓ۾ 4 ¨4©

 ผ ۾ µ¶  ¨³³© ³2  ¨12© ³¹  ¨2µ©

ผޙ۾ 1 ¨1© 2  ¨1© 2  ¨2©

 ผ ᗧ ۾ 1 ¨1© 1 

 ଡ଼ ۾ 1³  ¨¹© ¹  ¨4© 11  ¨4©

 ඩ ۾ ³ ¨³©

 ሙ ႎ ۾ ³· ¨22© 1¸  ¨14© 2·  ¨21©

ూ̱ԗჵޙ۾ 1 ¨1©

Ჽ ࢎ ۾ 1 

ᇘ ܌ ࡺ ۾ ³ ¨1© 2  ¨1©

ல ֪ ᬩ ۾ 1 

ᐥʨɹ ɬ̔ ʔԗ۾ 1 

ై ట ථ ۾ 1 ¨1©

ঢ় ᅺ ԗ ۾ 1 

ៈ ႎ ࡾ ۾ 1 ¨1© 2  ¨1©

ᗵ ႎ ԗ ۾ 1 

ջ ڌ ۾ ³ ¨2©

̱ ᥆ ۶ ۾ 1 

պ ॖ ᇋ ۾ ¶ ¨1© 1  ¸  ¨4©

 ֤ ᮁ ۾ ¹ ¨¶© ·  ¨2© 14  ¨¶©

᳷ ែ ۾ 2 ¨2©

ᩜᛴ۶۾ 2 ¨1©

ᩜ ᛴ ۾ 1 ¨1© 1  ¨1© ³  ¨1©

ᩜᛴޙ۾ ³  2  ¨1©

ᣋ Ⴗ ۾ 4 ¨4© 4  ¨4© ³ 

ႇ ഈ ԗ ۾ 1 ¨1©

ᇹޙ۾ն 4¹2  ¨2µ¸© 4µ¶  ¨1¹¹© 414  ¨20¹©

۾
ޙ
ಇ

᩻ᚖޙ۾ಇ ³ ¨1© ³ ¨2©

᩻ᚖԗᇼ۾ 1 µ ¨2©

ᓎሳίާޙ۾ಇ 1

෩ႇޙ۾ಇ 1

៎ޙ۾ಇ 1 1

ّᅆ឴ޙ۾ಇ 1 ¨1©

ಇնޙ۾ ¶ ¨2© 4 ¨2© · ¨2©

そ
の
他

ޙˁ۾ ᅽˁ۾ ᩌߩ 1 ¨1© ³ ¨³©

ȰɁͅն 0 ¨0© 1 ¨1© ³ ¨³©
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部活動の記録／運動部成績

ǽջ ๊Ӧᴥ͢۾ջˁˁᤣਖ਼ջᴦ

ᆕ ࣻ  ္ 

令和 5 年度第 17 回春季宮城県高等学校野球中部地区大会

ᴥ4¯2³ ᵻ µ¯¹ᴦ

ǽʴʽɹࣻǽ1ᝁնᄻǽ͈ի̝ µᴪ ¸ᅇࡾഈǽǽ

ǽǽǽǽǽǽǽ2ᝁնᄻǽ͈ի̝ 10 ᴪ · ངࢿ

ᴥ࣫ᩋ 10 ʉɮʠʶ˂ɹᴦو

ǽᅇ͢۾ҋکขްǽ1وǽ͈ի̝ ·ᴪ µᅇࡾഈ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽ2وǽ͈ի̝ 4ᴪ ഈࡾࢍ³

ᴥᅇ͢۾ҋکᴦ

第 78 回仙台一高・仙台二高硬式野球定期戦ᴥµ¯1³ᴦ

ǽ͈ի̝ 0ᴪ 1͈իˢ

第 70 回春季東北地区高等学校野球宮城県大会

ᴥµ¯1¹ ᵻ µ¯2µᴦ

ǽ１وǽ͈ի̝ 1ᴪ ¹͈իףഈᴥ·وɽ˂ʵʓᴦ

第105回全国高等学校野球選手権大会宮城大会ᴥ·¯· ᵻ ·¯2³ᴦ

ǽ１وǽ͈ի̝ ·ᴪ ¶ฤై᪕

ǽᴯوǽ͈ի̝ ¹ᴪ 2ᆀࢊᛴᴥ·وɽ˂ʵʓᴦ

ǽໄขӫǽ͈ի̝ 1ᴪ ¸աٛޙࡺᴥ·وɽ˂ʵʓᴦ

ᴥʣʃʒ 1¶ᴦ

第 17 回秋季宮城県高等学校野球中部地区大会ᴥ¸¯1¹ ᵻ ¹¯³ᴦ

ǽ１وǽ͈ի̝ 2ᴪ µᅇࡾഈ

ǽᐐे๊ǽ1وǽ͈ի̝ 0ᴪ 10 ూԈޙ

ᴥ¶وɽ˂ʵʓᴦ

中部地区 1 年生大会ᴥ10¯1µ ᵻ 11¯1·ᴦ

ǽ１وǽ͈ի̝ 1ᴪ 1͈ի

ǽᴥ࣫ᩋऀȠґȤᴩ͢۾ްȾɛɝ͈ի̝ӫȴ˨ȟɝᴦ

ǽᴯوǽ͈ի̝ 1µ ᴪ · ూԈޙᴥ·وɽ˂ʵʓᴦ

ǽໄขӫǽ͈ի̝ 4ᴪ 1ᐥ֪ٛޙ

ǽขӫǽǽ͈ի̝ 0ᴪ 10 ͈իᑎᔐᴥµوɽ˂ʵʓᴦᴥໄТӫᴦ

ᢅ ࣻ  ္ 

令和 5 年度仙台一高・仙台二高軟式野球定期戦ᴥµ¯¶ ᵻᴦ

ǽ͈ի̝ 2ᴪ 10 ͈իˢ

第 18 回春季東北地区高等学校軟式野球宮城県大会

ᴥµ¯20 ᵻ µ¯³0ᴦ

ǽ1وǽ͈ի̝ 0ᴪ 4͈իᑎᔐ

第 68 回全国高等学校軟式野球選手権宮城県大会

ᴥ¶¯³0 ᵻ ·¯µᴦ

ǽ1وǽ͈ի̝ 1ᴪ 10 ߸ጹޙᴥ·وɽ˂ʵʓᴦ

第 64 回秋季東北地区高等学校軟式野球宮城県大会

ᴥ10¯³ ᵻ 10¯¸ᴦ

ǽ2وǽ͈ի̝ 0ᴪ ¹ూԈޙᴥ·وɽ˂ʵʓᴦ

ɿ ʍ ɵ ˂ 

宮城県高等学校新人大会サッカー競技ᴥ11¯¹ ᵻ 11¯12ᴦ

ǽ1وǽ͈ի̝ ·ᴪ 1ᣓಡǽǽ2و͈ի̝ ³ᴪ µ͈իԧ

宮城県高等学校総合体育大会サッカー競技ᴥµ¯20 ᵻ µ¯2·ᴦ

ǽ1وǽ͈ի̝ 2ᴪ 1ᆀࢊᛴˁᆀףࢊഈնպʋ˂ʪ

ǽ2وǽ͈ի̝ 0ᴪ 2ూԈ

全国高校サッカー選手権大会宮城県大会決勝トーナメント

ᴥ·¯1³ ᵻᴦ

ǽڌᅇ 1ඒ̙ᤣǽ͈ի̝ 2ᴪ ³߸ጹޙ

第 103 回全国高等学校学校選手権宮城県大会

ᴥ2024¯10¯¹ ᵻ 10¯20ᴦ

ǽ１وǽ͈ի̝ öó աٛޙࡺǽᴯᴪᴭ

ǽᴯوǽ͈ի̝ öó ͈ฝǽǽᴲᴪᴭǽ

ǽᴰوǽ͈ի̝ öó աࡺ᳄ǽᴯᴪ１

ǽᴱوǽ͈ի̝ öó 日టɰɱʵʗʃڌ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽ ᴭᴪᴲʣʃʒ 1¶ ᣝ

令和６年度第 73 回宮城県高等学校総合体育大会サッカー競技

ᴥ2024¯µ¯1¹ ᵻ µ¯2µᴦ

ǽ１وǽ͈ի̝ öó ͈իǽǽǽ１ᴪᴭ

ǽᴯوǽ͈ի̝ öó ͈իᑎᔐǽᴭᴪᴲǽʣʃʒ ³2 ᣝ

ʳ ɺ ʝ ˂ 

第 72 回宮城県高等学校総合体育大会ラグビー競技 7 人制大会

ᴥ4¯22 ᵻ 4¯2³ᴦ

ǽ̙ᤣʒ˂ʔʫʽʒ

ǽնպḨᴥ͈ի̝ˁ͈իࡾˁ͈իూᴦ·ᴪ 24 ᄌᆀࡾ

ǽնպḨᴥ͈ի̝ˁ͈իࡾˁ͈իూᴦ10 ᴪ 2¶

ǽնպḧᴥ͈իˢˁ۹៹ڌᴦǽƆ̙ᤣᣝ

第72回宮城県高等学校総合体育大会ラグビー競技15人制大会

ᴥµ¯2µ ᵻ ¶¯µᴦ

ǽ2وǽնպḧᴥ͈ի̝ˁ ͈իˢˁ ͈իࡾˁ ͈իూˁ ۹៹ˁڌ

ᯚࢿߩངᴦ0ᴪ µ¹ ʹฝ

᪘ ˨ ቧ ੫ 

令和５年度宮城県春季陸上競技選手権大会兼国体予選

ᴥ4¯22 ᵻ 4¯2³ᴦ

ǽފܤ ³000í  ቼ 1 ͱǽూ̃Ḩ

ǽފܤ 100í  ቼ ³ ͱǽᄌ᱖ջᓹḩ

ǽފܤ 400í  ቼ ³ ͱǽӏᗵ̃ঢ়ḩ

ǽջ ๊Ӧᴥ͢۾ջˁˁᤣਖ਼ջᴦ

᪘ ˨ ቧ ੫ 

令和 5 年度宮城県高等学校総合体育大会陸上競技

ᴥµ¯20 ᵻ µ¯2³ᴦ

ǽފܤ 100í  ቼ 2 ͱǽᄌ᱖ջᓹḩ

ǽފܤ 200í  ቼ ³ ͱǽᄌ᱖ջᓹḩ

ǽފܤ 4ą 100íÒ

ቼ 4ͱǽᦂᏩḩӏᗵ̃ঢ়ḩۈែՓᏩḩ

  ᄌ᱖ջᓹḩ

ǽފܤ ³000í  ቼ µ ͱǽూ̃Ḩ

ǽފܤ 1µ00í  ቼ ¶ ͱǽూ̃Ḩ

ǽ႒ފ 400íÈ  ቼ ¶ ͱǽᮓ܄ࢷࡺḩ

ǽފܤ 4ą 400íÒ

ቼ ·ͱǽᄌ᱖ջᓹḩӏᗵ̃ঢ়ḩ

ǽǽǽǽሩሥފߑḨާᗵȽȽɒḩ

ǽފܤ˧ᡆ  ቼ ¸ ͱǽ٪టथጢḨ

ǽފܤ፱ն  ቼ ¶ ͱǽ2¸ ཟ

令和 5 年度東北高等学校陸上競技選手権大会ᴥ¶¯1µ ᵻ ¶¯1¸ᴦ

ǽފܤ 200í  ቼ · ͱǽᄌ᱖ջᓹḩ

ǽފܤ 100í  ቼ ¸ ͱǽᄌ᱖ջᓹḩǽ

ǽފܤ ³000í  ቼ 1¹ ͱǽూ̃Ḩ

ǽ႒ފ 400íÈ  ໄขӫҋǽᮓ܄ࢷࡺḩ

ǽފܤ 4ą 100íÒ

ໄขӫҋǽᦂᏩḩӏᗵ̃ঢ়ḩ

ǽǽǽǽǽǽۈែՓᏩḩᄌ᱖ջᓹḩǽ

ǽފܤ 1µ00í  ҋکǽూ̃Ḩ

令和 5 年度宮城県陸上競技選手権大会ᴥ·¯¹ ᵻ ·¯11ᴦ

ǽߵ年ފܤÁ³00í  ቼ 2 ͱǽᄌ᱖ջᓹḩ

ǽˢᓐފܤ 200í  ቼ 2 ͱǽᄌ᱖ջᓹḩ

ǽˢᓐފܤ µ000í  ቼ 2 ͱǽూ̃Ḩ

ǽߵ年႒ފÂ100í  ቼ ³ ͱǽဝజ۾ḧ

ǽˢᓐފܤ 400í  ቼ ¶ ͱǽӏᗵ̃ঢ়ḩ

ǽˢᓐފܤ ¸00í  ቼ ¶ ͱǽާᗵȽȽɒḩ

ǽˢᓐފܤ 4ą 400íÒ

ቼ ·ͱǽᘍࠨȕȞɝḨሩሥފߑḨ

  ӏᗵ॑ᤲḧຝᕜḨ

第 54 回東北陸上競技選手権大会ᴥ¸¯2¶ ᵻ ¸¯2·ᴦ

ǽފܤ 4ą 100íÒ  ቼ 2 ͱǽڌᤣʋ˂ʪ

ᴥ2ᠨᄌ᱖ջᓹḩᴦ

ǽފܤ µ000í  ቼ ³ ͱǽూ̃Ḩ

ǽފܤ 200í  ቼ 4 ͱǽᄌ᱖ջᓹḩ

令和 5 年度宮城県高等学校新人陸上競技大会ᴥ¹¯· ᵻ ¹¯10ᴦ

ǽ႒ފ 200í  ቼ 2 ͱǽဝజ۾ḧ

ǽފܤ ³000í  ቼ 2 ͱǽూ̃Ḩ

ǽ႒ފ 100í  ቼ ³ ͱǽဝజ۾ḧ

ǽފܤ 4ą 100í  ቼ µ ͱǽ٪టथጢḨሩሥފߑḨ

ǽǽǽǽᗵట॑ᓹḧ̄۾ίḨ

ǽފܤ ¸00í  ቼ ¶ ͱǽຝᕜḨ

ǽފܤᠨࢥᡆ  ቼ · ͱǽ̄۾ίḨ

ǽފܤ˧ᡆ  ቼ ¸ ͱǽ̄۾ίḨǽ

ǽފܤ 1µ00í  ቼ ¸ ͱǽూ̃Ḩ

第 55 回宮城県ロードレース選手権ᴥ¹¯1¸ᴦ

ǽˢᓐޙ۾ᯚಇފܤ µëí

ቼ ¶ͱǽూ̃Ḩ

第28回東北高等学校新人陸上競技選手権大会ᴥ¹¯2¸ ᵻ ¹¯³0ᴦ

ǽފܤ ³000í  ቼ ³ ͱǽూ̃Ḩ

ǽ႒ފ 100í  ቼ µ ͱǽဝజ۾ḧ

ǽ႒ފ 200í  ҋکǽǽဝజ۾ḧ

令和 5 年度宮城県高等学校駅伝競走大会ᴥ10¯2¸ᴦ

ǽފܤ ·ͱǽ႒ފ 1³ ͱ

令和６年度宮城県春季陸上競技選手権大会兼国体予選

ᴥ2024¯4¯20 ᵻ 4¯21ᴦ

ǽފܤ ³000í  ቼ１ͱǽూ̃ḩ

ǽ႒ފᠨࢥᡆ  ቼᴰͱǽࡺՐޫḩ
ǽ႒100ފí  ቼᴱͱǽဝజ۾Ḩ

令和６年度宮城県高等学校総合体育大会陸上競技

ᴥ2024¯µ¯24ᵻµ¯2·ᴦ

ǽ႒ފ 100í  ቼ１ͱǽဝజ۾Ḩ

ǽ႒ފ 200í  ቼ１ͱǽဝజ۾Ḩ

ǽ႒ފᠨࢥᡆ  ቼᴱͱǽࡺՐޫḩ

ǽ႒ފ 1¶00íÒ  ቼᴱͱǽႎ˹܀కḩࡺՐޫḩ

ǽǽǽǽʹᗵТൗḩဝజ۾Ḩ

͏˨ూԈ͢۾ҋ

ǽފܤ˧ᡆ  ቼᴳͱǽ٪టथጢḩ

ǽފܤ 400í  ቼᴴͱǽӏᗵ॑ᤲḨ

ǽ႒್ފᯚᡆ  ቼᴴͱǽ˧๕ᤘ̿ḧ

ǽފܤ˧ᡆ  ቼᴵͱǽ̄۾ίḩ
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ǽފܤ 400íÒ ቼᴵͱǽᘍࠨȕȞɝḩ̄۾ίḩ

ǽǽǽǽᗵట॑ᓹḨ٪టथጢḩ

ǽފܤˤሗቧ੫ ቼᴵͱǽ˨ɬʽʂɱʴɹḨ

令和６年度東北高等学校陸上競技選手権大会

ᴥ2024¯¶¯14 ᵻ ¶¯1·ᴦ

ǽ႒ފ 100í ቼᴰͱǽဝజ۾Ḩ

ǽ႒ފ 200í ቼᴰͱǽဝజ۾Ḩ

͏˨ɮʽʉ˂ʙɮҋ

ǽ႒ފᠨࢥᡆ ቼᴴͱǽࡺՐޫḩ

ǽ႒ފ 1¶00íÒ ҋکǽǽႎ˹܀కḩࡺՐޫḩ

ǽǽǽǽʹᗵТൗḩဝజ۾Ḩ

令和６年度宮城県陸上競技選手権大会ᴥ2024¯·¯µ ᵻ ·¯·ᴦ

ǽފܤ 400í ቼᴳͱǽӏᗵ॑ᤲḨ

ǽߵ年Â႒ފᠨࢥᡆ ቼᴳͱǽஞൗḧ

ǽߵ年Á႒ފ ³00í ቼᴴͱǽဝజ۾Ḩ

ǽފܤ 400íÒ ቼᴵͱǽ˨ɬʽʂɱʴɹḨᗵట॑ᓹḨ

ǽǽǽǽॖరᬩḨԈరፀḧ

令和６年度全国高等学校陸上競技選手権大会

ᴥ2024¯·¯2¸ ᵻ ¸¯1ᴦ

ǽ႒ފ 100í ໄขӫҋǽဝజ۾Ḩ

ǽ႒ފ 200í ໄขӫҋǽဝజ۾Ḩ

令和６年度国体最終予選ᴥ2024¯¸¯2µᴦ

ǽߵ年Â႒ފ ³000í ቼᴰͱǽႎ˹܀ḧ

令和６年度宮城県高等学校新人陸上競技大会

ᴥ2024¯¹¯¶ ᵻ ¹¯¹ᴦ

ǽ႒ފ 200í ቼ１ͱǽဝజ۾Ḩ

ǽ႒ފ 100í ቼᴯͱǽဝజ۾Ḩ

ǽފܤ 400íÈ ቼᴰͱǽӏᗵ॑ᤲḨ

ǽ႒ފ µ000í ቼᴲͱǽࡥࡺḨ

ǽ႒ފ µ000í× ቼᴲͱǽࡺႎ̐Ḩ

ǽ್ފܤᯚᡆ ቼᴲͱǽᕏՁ፬ᬩḧ

ǽ႒ފ 1µ00í ቼᴳͱǽႎ˹܀ḧ

ǽ႒ފ ³00íÓÃ ቼᴳͱǽ˹ᓈਗ਼ᩌḨ

ǽ႒ފ µ000í÷ ቼᴴͱǽ˹ࡀᄽ̷ḧ

ǽ႒್ފᯚᡆ ቼᴴͱǽ˧๕ᤘ̿ḧ

ǽ႒ފᠨࢥᡆ ቼᴵͱǽஞൗḧ

ǽފܤ 200í ቼᴵͱǽᗵట॑ᓹḨ

ǽފܤ 400íÈ ቼᴵͱǽޥঢ়Ḩ

ǽފܤ ³000í ቼᴵͱǽైՁᅺ˰Ḩ

ǽފܤ 4ą 100íÒ ቼᴵͱǽ˨ɬʽʂɱʴɹḨᗵట॑ᓹḨ

ǽǽǽǽԈరፀḧӏᗵ॑ᤲḨ

ǽފܤ 4ą 400íÒ ቼᴵͱǽ˨ɬʽʂɱʴɹḨࡆ۾ɅȽȲḧ

ǽǽǽǽᗵట॑ᓹḨޥঢ়Ḩ

令和６年度東北高等学校新人陸上競技大会

ᴥ2024¯¹¯2· ᵻ ¹¯2¹ᴦ

ǽ႒ފ 200í ቼ１ͱǽဝజ۾Ḩ

ǽ႒ފ 100í ቼᴰͱǽဝజ۾Ḩ

ǽފܤ 400íÈ ҋکǽǽӏᗵ॑ᤲḨ

ǽ႒ފ µ000í ҋکǽǽࡥࡺḨ

ǽ႒ފ 1µ00í ҋکǽǽႎ˹܀ḧ

令和６年度国民スポーツ大会陸上競技ᴥ2024¯10¯11ᵻ10¯1µᴦ

ǽߵ年Á႒ފ 100íǽໄขӫҋǽဝజ۾Ḩ 

ǽ年ߵ年႒ފцᣮ 4ą 100íÒǽҋکǽဝజ۾Ḩ

ʙ ʽ ʓ

ʦ ˂ ʵ 

令和５年度宮城県春季ハンドボール選手権大会

ᴥ4¯21 ᵻ 4¯2³ᴦ

ǽᴯوǽ͈ի̝ 21 ᴪ 12 ͈իᑎᔐ

ǽᴰوǽ͈ի̝ 1µ ᴪ 14 ͈իᛴ

ǽໄขӫǽ͈ի̝ 10 ᴪ 24 ᐥ֪ٛޙ

ǽᴰͱขްǽ͈ի̝ 1¹ ᴪ 1µ ͈իˢǽȌቼ ³ͱȍ

第 72 回宮城県高等学校総合体育大会ハンドボール競技

ᴥ¶¯³ ᵻ ¶¯µᴦ

ǽᴯوǽ͈ի̝ ³0 ᴪ 1µ աࡺ

ǽᴰوǽ͈ի̝ 2µ ᴪ 20 ͈իԧ

ǽໄขӫǽ͈ի̝ 1¶ ᴪ 21 ᐥ֪ٛޙǽȌቼ ³ͱȍ

第78回国民スポーツ大会ハンドボール競技宮城県第一次予選

ᴥ·¯21 ᵻ ·¯2³ᴦ

ǽᴯوǽ͈ի̝ 22 ᴪ 11 ͈իˢ

ǽᴰوǽ͈ի̝ ³4 ᴪ µ ែߋ

ǽໄขӫǽ͈ի̝ 24 ᴪ 1¶ ͈ի˧

ǽขӫǽǽ͈ի̝ 11 ᴪ 24 ᐥ֪ٛޙǽȌቼ 2ͱȍ

令和５年度宮城県高等学校ハンドボール競技新人大会

ᴥ11¯4 ᵻ 11¯¶ᴦ

ǽᴯوǽ͈ի̝ 1¹ ᴪ 1¶ ͈իᛴ

ǽᴰوǽ͈ի̝ 1¸ ᴪ 21 ᅇࡾഈ

令和６年度宮城県春季ハンドボール選手権大会

ᴥ2024¯4¯2µ ᵻ 4¯2·ᴦ

ǽᴯوǽ͈ի̝ 22 ᴪ 21 ͈իˢ

ǽᴰوǽ͈ի̝ 12 ᴪ ³µ ᐥ֪ٛޙ

ǽջ ๊Ӧᴥ͢۾ջˁˁᤣਖ਼ջᴦ

ʙ ʽ ʓ

ʦ ˂ ʵ 

第 73 回宮城県高等学校総合体育大会ハンドボール競技

ᴥ2024¯¶¯1ᵻ¶¯³ᴦ

ǽ１وǽ͈ի̝ 1µ ᴪ 14 աࡾࡺഈ

ǽᴯوǽ͈ի̝ 2· ᴪ 2³ ͈իᛴ

ǽᴰوǽ͈ի̝ 2¸ ᴪ 21 ͈իտࠞ

ǽໄขӫǽ͈ի̝ᴶᴪ ³³ ҟࣈǽǽǽȌቼᴰͱȍ

第79回国民スポーツ大会ハンドボール競技宮城県第一次予選

ᴥ2024¯·¯1¸ ᵻ ·¯20ᴦ

ǽᴯوǽ͈ի̝ 1· ᴪ 14 ែߋ

ǽᴰوǽ͈ի̝ 1¶ ᴪ 2³ ͈իԧ

ʚ ʃ ɻ ʍ ʒ

ʦ ˂ ʵ 

第72回宮城県高校総体バスケットボール競技　仙塩地区予選会

ᴥµ¯¶ᵻµ¯¹ᴦ

ǽȐ႒ފȑ̙ᤣʴ˂ɺ ͈ի̝ ¹µ ᴪ µ³ ͈ի̝ᕜ

͈ի̝ µ¹ ᴪ 4µ ฤై᪕

ᅇ፱նͶᑎ͢۾ҋک

ǽȐފܤȑ̙ᤣʴ˂ɺ ͈ի̝ 4¶ ᴪ ·4 ͈ի

ǽǽǽǽ ͍᚜ขްʒ˂ʔʫʽʒ

͈ի̝ µµ ᴪ ¶· ͈իᑎᔐ

͈ի̝ µ4 ᴪ ³¸ ฤై᪕

ᅇ፱նͶᑎ͢۾ҋک

第 72 回宮城県高等学校総合体育大会バスケットボール競技

ᴥ¶¯2 ᵻ ¶¯µᴦ

ǽȐ႒ފȑ1وǽ͈ի̝ ¶¸ ᴪ ³4 ͈ฝտู

ǽǽǽǽ  2 ǽ͈ի̝و ¶2 ᴪ µ4 ࡺ

ǽǽǽǽ  ³ ǽ͈ի̝و ¶1 ᴪ ¸· ᄌᆀࡾഈǽǽʣʃʒ 1¶

ǽȐފܤȑ2وǽ͈ի̝ 4· ᴪ µ· ᄊዢ

宮城県高等学校バスケットボール選手権大会兼全国高等学校

バスケットボール選手権大会宮城県予選一次大会

ᴥ¸¯2¸ ᵻ ¸¯³1ᴦ

ǽȐ႒ފȑ1وǽ͈ի̝ ¸µ ᴪ ¸³ ᄊዢ

ǽǽǽǽ  2 ǽ͈ի̝و ¶µ ᴪ ·0 ͈իԧ

ǽȐފܤȑ1وǽ͈ի̝ ³· ᴪ ·4 ʹฝ

令和 5 年度　宮城県高等学校新人バスケットボール大会

仙塩地区予選会ᴥ10¯2¸ ᵻ 11¯4ᴦ

ǽȐ႒ފȑ̙ᤣʴ˂ɺ

ǽǽǽǽǽ ͈ի̝ ·µ ᴪ ¶0 ࡀై

ǽǽǽǽǽ ͈ի̝ ¶³ ᴪ ¶1 ͈իࡾഈǽᅇ̷͢۾ҋک

ǽǽǽǽ ᬲͱขްˢඒʒ˂ʔʫʽʒ

ǽǽǽǽǽ ͈ի̝ 4· ᴪ ·µ ͈իڌԧ

ǽȐފܤȑ̙ᤣʴ˂ɺ

ǽǽǽǽǽ ͈ի̝ 22 ᴪ 11¶ ߸ጹ

ǽǽǽǽǽ ͈ի̝ 4¹ ᴪ 40 ͈ի̝ᕜ

ǽǽǽǽ ͍᚜ˢඒʒ˂ʔʫʽʒ

ǽǽǽǽǽ ͈ի̝ 41 ᴪ ³¶ ͈ի˧

ǽǽǽǽǽ ͈ի̝ 4¹ ᴪ 42 ూԈႆ୫۾ǽᅇ̷͢۾ҋک

令和 5 年度　宮城県高等学校新人バスケットボール大会

ᴥ1¯1¸ ᵻ 1¯21ᴦ

ǽȐ႒ފȑ1وǽ͈ի̝ ·¶ ᴪ ¶4 ͈ฝտู

ǽǽǽǽ  2 ǽ͈ի̝و 40 ᴪ 120 ూԈ

ǽȐފܤȑ1وǽ͈ի̝ ¶1 ᴪ ³¶ ᜏႎ

ǽǽǽǽ  2 ǽ͈ի̝و 10 ᴪ 1µ0 ͈իޙ۾᪀ࠖ

第 60 回仙台市民総合体育大会バスケットボール競技高校の

部　兼第 46 回仙台市高等学校バスケットボール選手権大会

ᴥ1¯2· ᵻ 1¯2¸ᴦ

ǽȐ႒ފȑ1وǽ͈ի̝ 20 ᴪ 0 ͈իˢ

ǽǽǽǽ  2 ǽ͈ի̝و 4· ᴪ ·³ ͈ի˧

第 73 回宮城県高校総体バスケットボール競技

仙塩地区予選会ᴥ2024¯µ¯4 ᵻ µ¯·ᴦ

ǽȐ႒ފȑ̙ᤣʴ˂ɺǽ͈ի̝ǽ·1 ᴪ µ4ǽ͈իࡾഈ

ᅇ፱նͶᑎ͢۾ҋک

第 73 回宮城県高等学校総合体育大会バスケットボール競技

ᴥ2024¯¶¯1 ᵻ ¶¯³ᴦ

ǽȐ႒ފȑᴯوǽ͈ի̝ǽ·³ ᴪ ¶³ǽᄌᆀ

ǽǽǽǽ ᴰوǽ͈ի̝ǽµ2 ᴪ 10¶ǽҟࣈǽʣʃʒ 1¶

宮城県高等学校バスケットボール選手権大会兼全国高等学校

バスケットボール選手権大会宮城県予選一次大会

ᴥ2024¯¸¯20 ᵻ ¸¯21ᴦ

ǽȐ႒ފȑᴯوǽ͈ի̝ǽ¸1 ᴪ µ1ǽߴ࿈ႎᣁ 

ǽǽǽǽ ᴰوǽ͈ի̝ǽ42 ᴪ ¶¸ǽ͈ի̝ᕜᴥޙണˀࠥᴦ

ట͢۾ҋکขް

宮城県高等学校バスケットボール選手権大会兼全国高等学校

バスケットボール選手権大会宮城県予選本大会

ᴥ2024¯10¯1¹ ᵻ 10¯20ᴦ

ǽȐ႒ފȑ̙ᤣʴ˂ɺǽǽᅇ̷͢۾ҋک 

ǽǽǽǽ ᬲͱขްˢඒʒ˂ʔʫʽʒ

令和 6 年度　宮城県高等学校新人バスケットボール大会

仙塩地区予選会ᴥ2024¯11¯2 ᵻ 11¯10ᴦ

ǽȐ႒ފȑ̙ᤣʴ˂ɺǽǽᅇ̷͢۾ҋک 

ǽǽǽǽ ᬲͱขްˢඒʒ˂ʔʫʽʒ
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第 72 回宮城県高等学校総合体育大会バレーボール競技

ᴥ¶¯³ ᵻ ¶¯µᴦ

ǽȐ႒ފȑ1وǽ͈ի̝ 2ᴪ ࿈ႎᣁߴ0

ǽǽǽǽ  2 ǽ͈ի̝و 2ᴪ 0ᜏႎ

ǽǽǽǽ  ³ ǽ͈ի̝و 0ᴪ 2ూ᪕ǽʣʃʒ 1¶

ǽȐފܤȑ1وǽ͈ի̝ 2ᴪ 0̣ျ

ǽǽǽǽ  2 ǽ͈ի̝و 0ᴪ 2߸ጹޙ

第 76 回全日本バレーボール高等学校選手権大会　宮城県大

会　兼　第 46 回仙台放送杯争奪宮城県大会　一次予選会

ᴥ¹¯¹ ᵻ ¹¯10ᴦ

ǽȐ႒ފȑ2وǽ͈ի̝ 2ᴪ 0ջ

ǽǽǽǽ  ³ ǽ͈ի̝و 0ᴪ ണˀࠥޙ2

ǽȐފܤȑ1وǽ͈ի̝ 2ᴪ 0ջ

ǽǽǽǽ  2 ǽ͈ի̝و 0ᴪ ែߋ2

令和 5 年度（第 44 回）仙台市民総体バレーボール競技高等

学校の部ᴥ11¯11 ᵻ 11¯12ᴦ

ǽȐ႒ފȑ̙ᤣʠʷʍɹǽ͈ի̝ 2ᴪ ᦈں0

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽ ͈ի̝ 2ᴪ ڌ៹0۹

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽ ͈ի̝ 0ᴪ 2͈իף

ǽǽǽǽ ขӫʒ˂ʔʫʽʒǽ͈ի̝ 0ᴪ 2

ǽȐފܤȑ̙ᤣʴ˂ɺǽ͈ի̝ 0ᴪ ែߋ2

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽ ͈ի̝ 1ᴪ 2͈ի˧

令和 5 年度宮城県高等学校バレーボール競技新人大会

ᴥ1¯20 ᵻ 1¯22ᴦ

ǽȐ႒ފȑ1وǽ͈ի̝ 2ᴪ 0ӏᏩᣁˁߴ࿈ႎᣁ

ǽǽǽǽ  2 ǽ͈ի̝و 2ᴪ 0͈իԧ

ǽǽǽǽ  ³ ǽ͈ի̝و 0ᴪ ᣁǽʣʃʒڌ2 1¶

ǽȐފܤȑ1وǽ͈ի̝ 2ᴪ 0ែˁᆀࢊԈ

ǽǽǽǽ  2 ǽ͈ի̝و 1ᴪ 2ᄊዢ፱ն

ʚʓʩʽʒʽ

第 72 回高校総体 1 次予選会　兼　宮城県バドミントン選手

権大会ᴥ4¯2· ᵻ µ¯1ᴦ

ǽ႒ފʊʠʵʃǽߋ෫ˁኀጸǽߥߴˁ٪ႎጸǽʣʃʒ ¶4

ǽފܤʊʠʵʃǽᤕᗵˁ̢˨ጸǽʣʃʒ ¶4

第 72 回宮城県高等学校総合体育大会バドミントン競技

個人対抗戦ᴥµ¯1¸ ᵻ µ¯21ᴦ

ǽ႒ފʊʠʵʃǽǽߥߴˁ٪ႎጸǽʣʃʒ ¶4

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽߋ෫ˁኀጸǽᆀ̢ˁࠞጸǽ2وᣝ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽʹᗵˁࠞՠጸǽқᣝ

ǽ႒ފʁʽɺʵʃǽߥߴǽʣʃʒ ³2

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽߋ෫ǽ٪ႎǽʹᗵǽ2وᣝ

ǽފܤʊʠʵʃǽǽ۾൞ˁᦣజጸǽᤕᗵˁ̢˨ጸ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽ٪టˁ౾ႎጸǽʣʃʒ ¶4

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽᦂˁరጸǽқᣝ

ǽފܤʁʽɺʵʃǽరǽ2وᣝ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽᦣజǽ۾൞ǽᦂǽқᣝ

第 72 回宮城県高等学校総合体育大会バドミントン競技

学校対抗戦ᴥ¶¯³ ᵻ ¶¯µᴦ

ǽ႒ފǽ1وǽ͈ի̝ 2ᴪ ³͈իᛴ

ǽފܤǽ1وǽ͈ի̝ 0ᴪ ˢڌ³

令和 5 年度国体予選バドミントン競技ᴥ·¯¸ ᵻ ·¯¹ᴦ

ǽ႒ފʁʽɺʵʃǽߥߴǽʣʃʒ ³2

令和 5 年度ジュニアバドミントン選手権大会ᴥ¸¯· ᵻ ¸¯¹ᴦ

ǽ႒ފʊʠʵʃǽǽˁࠞጸǽʣʃʒ ¶4

ǽފܤʊʠʵʃǽǽᦣజˁజ٥ጸǽᦣజԛˁ᱖టጸ

ʣʃʒ¶4

令和 5 年度宮城県高等学校新人大会バドミントン競技

個人対抗戦ᴥ10¯2³ ᵻ 10¯24ᴦ

ǽ႒ފʊʠʵʃǽǽኀˁ༖ႎጸǽʣʃʒ ¶4

ǽ႒ފʁʽɺʵʃǽࠞǽқᣝ

ǽފܤʊʠʵʃǽǽᦣజˁజ٥ጸǽరˁᦂጸ ʣʃʒ ¶4

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽᦣజԛˁ᱖టጸǽᴁˁ̢˨ጸ қᣝ

ǽފܤʁʽɺʵʃǽᦣజǽʣʃʒ ¶4ǽǽᦂǽқᣝ

令和 5 年度宮城県高等学校新人大会バドミントン競技

学校対抗戦ᴥ11¯1 ᵻ 11¯³ᴦ

ǽ႒ފǽ1وǽ͈ի̝ 0ᴪ ³ూԈޙ

ǽފܤǽ1وǽ͈ի̝ ³ᴪ 0͈իտࠞ

ǽǽǽǽ2وǽ͈ի̝ ³ᴪ ᣁڌ2

ǽǽǽǽ³وǽ͈ի̝ 0ᴪ ³߸ጹޙǽʣʃʒ 1¶

第 73 回宮城県高等学校総合体育大会バドミントン競技

個人対抗戦ᴥ2024¯µ¯22 ᵻ µ¯2µᴦ

ǽ႒ފʊʠʵʃǽǽࠞˁႎጸǽᆀ̢ˁጸǽʣʃʒ ¶4 

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽኀˁ༖ႎጸǽᯚ٪ˁʹȁజጸ қᣝ

ǽ႒ފʁʽɺʵʃǽኀǽࠞǽᴯوᣝ 

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽᆀ̢ǽ༖ႎǽқᣝ 

ǽފܤʊʠʵʃǽǽᦣజˁజ٥ጸǽʣʃʒ ¶4 

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽᦂˁ᱖టጸǽరˁࡆጸ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽᯚ႟ˁʹᗵጸǽᴯوᣝ 

ǽފܤʁʽɺʵʃǽ᱖టǽᴯوᣝ 

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽᦣజǽᦂǽరǽқᣝ

ǽջ ๊Ӧᴥ͢۾ջˁˁᤣਖ਼ջᴦ

ʚʓʩʽʒʽ

第 73 回宮城県高等学校総合体育大会バドミントン競技

学校対抗戦ᴥ2024¯¶¯1 ᵻ ¶¯³ᴦ

ǽ႒ފǽ１وǽ͈ի̝ᴰᴪ１ջ 

ǽǽǽǽᴯوǽ͈ի̝１ᴪᴰ͈ի˧ 

ǽފܤǽ１وǽ͈ի̝ᴭᴪᴰ͈իˢ

令和６年度ジュニアバドミントン選手権大会

ᴥ2024¯¸¯· ᵻ ¸¯11ᴦ

ǽ႒ފʊʠʵʃǽǽˁႎጸǽʣʃʒ ¶4 

ǽ႒ފʁʽɺʵʃǽ༖ႎǽʣʃʒ ¶4

令和６年度宮城県高等学校新人大会バドミントン競技 

個人対抗戦ᴥ2024¯10¯2¹ ᵻ 10¯³0ᴦ

ǽ႒ފʊʠʵʃǽǽႎˁጸǽʣʃʒ ¶4 

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽᔯғˁߴጸǽқᣝ 

ǽ႒ފʁʽɺʵʃǽ༖ႎǽᴯوᣝ 

ǽފܤʊʠʵʃǽǽ᱖టˁజ٥ጸǽʣʃʒ ¶4 

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽᦣజˁ̢˨ጸǽқᣝ 

ǽފܤʁʽɺʵʃǽ᱖టǽқᣝ

ʐ ʕ ʃ 

春季ジュニアテニス大会ᴥ4¯2¹ ᵻ µ¯·ᴦ

ǽފܤʁʽɺʵʃᴥ1¸ ද͏˩ᴦ

ǽǽቼ 4ͱǽښߴඬ̃ᴥూԈ͢۾ҋکᴦ

ǽފܤʁʽɺʵʃᴥ1¶ ද͏˩ᴦ

ǽǽቼ µͱǽែᲽጢᴥూԈ͢۾ҋکᴦ

ǽފܤʊʠʵʃᴥ1¸ ද͏˩ᴦ

ǽǽໄТӫǽښߴඬ̃ᴥూԈ͢۾ҋکᴦ

ǽ႒ފʁʽɺʵʃᴥ1¶ ද͏˩ᴦ

ǽǽቼ ¶ͱǽ᭫ႎ̐ᴥూԈ͢۾ҋکᴦ

ǽ႒ފʁʽɺʵʃᴥ1¸ ද͏˩ᴦ

ǽǽʣʃʒ ³2ǽ̄ίᐪ܀ǽಡ̢ຏ

ǽ႒ފʊʠʵʃᴥ1¸ ද͏˩ᴦ

ǽǽʣʃʒ 1¶ǽࡄխˁ̄ίᐪ܀ǽ۾ᤒۢˁಡ̢ຏ

高総体テニス競技ᴥµ¯1¹ ᵻ µ¯2¹ᴦ

ǽيފܤͶǽǽǽǽቼ ³ͱǽూԈ͢۾ҋک

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽᴥʹȁజᲲˁʹᗵ᭛ᓹˁ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽ ښߴඬ̃ˁ̝ੑమᓹˁ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽ ែᲽጢᴦ

ǽފܤʁʽɺʵʃǽቼ ·ͱǽښߴඬ̃

ǽފܤʊʠʵʃǽǽቼ ³ͱǽښߴඬ̃ˁែᲽጢ

ǽ႒يފͶʣʃʒ 1¶ᴥ۾ᤒۢˁࡄխˁ̄ίᐪ܀ˁ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽಡ̢ຏˁ᭫ႎ̐ᴦ

東北高校テニス選手権大会ᴥ¶¯1· ᵻ ¶¯1¹ᴦ

ǽيފܤͶ ފܤᐥߦǽو1 0ᴪ ³ǽᣝ

全日本ジュニアテニス選手権東北大会ᴥ·¯14 ᵻ ·¯1¸ᴦ

ǽފܤʁʽɺʵʃᴥ1¸ ද͏˩ᴦǽʣʃʒ 1¶ǽښߴඬ̃

ǽފܤʊʠʵʃǽ  ᴥ1¸ ද͏˩ᴦǽʣʃʒ ¸ǽ  ښߴඬ̃

ǽފܤʁʽɺʵʃᴥ1¶ ද͏˩ᴦǽʣʃʒ ³2ǽែᲽጢ

ǽ႒ފʁʽɺʵʃᴥ1¶ ද͏˩ᴦǽʣʃʒ ³2ǽ᭫ႎ̐

県民体育大会テニス競技ᴥ·¯2· ᵻ ·¯³0ᴦ

ǽފܤʁʽɺʵʃǽТǽӫǽǽែᲽጢ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽໄТӫǽǽښߴඬ̃

ǽ႒ފʁʽɺʵʃǽʣʃʒ 1¶ǽಡ̢ຏǽ᭫ႎ̐

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽʣʃʒ ³2ǽ܀

夏季ジュニアテニス選手権大会ᴥ¸¯¹ ᵻ ¸¯12ᴦ

ǽފܤʁʽɺʵʃǽໄТӫǽǽښߴඬ̃

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽቼ ³ͱǽǽែᲽጢ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽʣʃʒ 1¶ǽᇘႏᏹ

ǽ႒ފʁʽɺʵʃǽʣʃʒ 1¶ǽ᭫ႎ̐

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽʣʃʒ ³2ǽ֒ျ月ǽಡ̢ຏ

県新人戦ᴥ¹¯¸ ᵻ 10¯µᴦ

ǽ႒يފͶǽቼ ³ͱ

ǽಡ̢ຏˁᤕᗵ၏۾ˁ֒ျ月ˁႎ໖ႆˁࡺջຯˁ

ǽ܀ˁ᭫ႎ̐ˁࡺႎ܀కˁʹᗵਈ

ǽ႒ފʁʽɺʵʃǽʣʃʒ 1¶ǽಡ̢ຏ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽʣʃʒ ³2ǽ܀ǽ᭫ႎ̐

ǽ႒ފʊʠʵʃǽǽʣʃʒ 1¶ǽಡ̢ຏˁ᭫ႎ̐

ǽيފܤͶǽቼ ³ͱ

ǽښߴඬ̃ˁ̝ੑమᓹˁᓹᕜሡˁᇘႏᏹˁែᲽጢˁ

ǽᗵట౮̃ˁ຺๏ۿፀ

ǽފܤʁʽɺʵʃǽቼ ³ͱǽښߴඬ̃

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽቼ 4ͱǽែᲽጢ

ǽފܤʊʠʵʃǽǽໄТӫǽښߴඬ̃ˁែᲽጢ

冬季ジュニアテニス大会ᴥ12¯2 ᵻ 12¯1·ᴦ

ǽފܤʁʽɺʵʃᴥ1¸ ද͏˩ᴦ

ǽǽቼ ³ͱǽែᲽጢǽǽǽቼ 4ͱǽښߴඬ̃

ǽǽʣʃʒ ³2ǽ̝ੑమᓹǽᓹᕜሡ

ǽފܤʊʠʵʃǽ  ᴥ1¸ ද͏˩ᴦ

ǽǽቼ 4ͱǽښߴඬ̃ǽǽቼ ¸ͱǽែᲽጢ

ǽ႒ފʁʽɺʵʃᴥ1¶ ද͏˩ᴦǽቼ ¶ͱǽ᭫ႎ̐
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ǽ႒ފʁʽɺʵʃᴥ1¸ ද͏˩ᴦ

ǽǽʣʃʒ 1¶ǽಡ̢ຏǽࡺջຯ

ǽǽʣʃʒ ³2ǽ܀

ǽ႒ފʊʠʵʃǽ  ᴥ1¸ ද͏˩ᴦ

ǽǽʣʃʒ 1¶ǽ᭫ႎ̐ˁ܀

第 39 回東北インドアテニスジュニア選手権大会

ǽފܤʊʠʵʃǽʣʃʒᴵǽښߴඬ̃

春季ジュニアテニス大会ᴥ2024¯4¯2· ᵻ µ¯µᴦ

ǽފܤʁʽɺʵʃᴥ1¸ ද͏˩ᴦ

ǽǽТǽӫǽښߴඬ̃ǽూԈ͢۾ҋک

ǽǽໄТӫǽែᲽጢǽǽూԈ͢۾ҋک 

ǽǽʣʃʒ ³2ǽᇘႏᏹ 

¸ʊʠʵʃᴥ1ފܤ    ද͏˩ᴦ

ǽǽТǽӫ    ښߴඬ̃ˁែᲽጢ   ూԈ͢۾ҋک 

ǽ႒ފʁʽɺʵʃᴥ1¸ ද͏˩ᴦ

ǽǽʣʃʒ 1¶ǽಡ̢ຏǽ᭫ႎ̐ 

ǽǽʣʃʒ ³2ǽ֒ျ月ǽࡺջຯǽ܀ 

   ႒ފʊʠʵʃᴥ1¸ ද͏˩ᴦ

ǽǽʣʃʒ 1¶ǽಡ̢ຏˁࡺջຯǽ܀ 

ǽǽǽǽǽǽǽ᭫ႎ̐ˁࡺႎ܀క

高校総体ᴥ2024¯µ¯³1 ᵻ ¶¯2ᴦ

ǽيފܤͶǽǽǽໄТӫᴥښߴඬ̃ǽ̝ੑమᓹ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽᓹᕜሡ ᇘႏᏹ ែᲽጢᴦ

ూԈ͢۾ҋک

ǽފܤʁʽɺʵʃǽቼᴰͱ ඬ̃ښߴ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽቼᴵͱ ែᲽጢ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽʣʃʒ ³2 ᓹᕜሡ

ǽފܤʊʠʵʃǽǽቼᴰͱ ඬ̃ˁែᲽጢښߴ

ǽ႒يފͶǽǽǽʣʃʒᴵ ಡ̢ຏ ֒ျ月 ᭫ႎ̐

܀ջຯǽࡺ

ǽ႒ފʁʽɺʵʃǽʣʃʒ 1¶ ᭫ႎ̐

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽʣʃʒ ³2 ಡ̢ຏǽࡺջຯ

܀

ǽ႒ފʊʠʵʃǽǽʣʃʒ 1¶ ಡ̢ຏˁࡺջຯ

֒ျ月ˁ܀

᭫ႎ̐ˁࡺႎ܀క

第 65 回東北高等学校テニス選手権大会ᴥ2024¯¶¯1µ ᵻ ¶¯1·ᴦ

ǽيފܤͶǽǽǽʣʃʒᴵᴥښߴඬ̃ǽ̝ੑమᓹ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽᓹᕜሡ ᇘႏᏹ ែᲽጢᴦ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽ͈ի̝ᴯᴪᴭࠞढూᴥࠞढᴦ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽ͈ի̝ᴭᴪᴯᐥٛޙᴥᇻႎᴦ

国体予選ᴥ2024¯·¯µ ᵻ ·¯·ᴦ

ǽ႒ފʁʽɺʵʃǽʣʃʒ ³2 ᭫ႎ̐ǽࡺջຯ

܀ǽާႎǽᇊ

ǽފܤʁʽɺʵʃǽʣʃʒ 1¶ ែᲽጢ

全日本ジュニアテニス選手権大会東北地区予選大会

ᴥ2024¯·¯1¹ ᵻ ·¯2³ᴦ

ǽފܤʁʽɺʵʃᴥ1¸ ද͏˩ᴦ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽʣʃʒ ³2 ඬ̃ǽែᲽጢښߴ

ǽފܤʊʠʵʃᴥ1¸ ද͏˩ᴦ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽʣʃʒ 1¶ ඬ̃ˁែᲽጢښߴ

県民大会ᴥ2024¯·¯2· ᵻ ·¯³0ᴦ

ǽފܤʁʽɺʵʃǽໄТӫ ែᲽጢ

ǽ႒ފʁʽɺʵʃǽʣʃʒ ¸ ᭫ႎ̐

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽʣʃʒ 1¶ ջຯࡺ

県新人大会ᴥ2024¯10¯4 ᵻ 10¯¶ᴦ

ǽ႒يފͶǽໄТӫ

ǽᴥ᭫ႎ̐ǽࡺջຯǽ܀ǽࡺႎ܀కǽާႎǽᇊ

ǽ ʹᗵਈǽʹȁజЭǽᩋႎᖛ͵ᴦǽǽǽǽǽూԈ͢۾ҋک 

ǽ႒ފʁʽɺʵʃǽቼᴰͱ ᭫ႎ̐ǽቼᴲͱǽࡺջຯ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽቼᴴͱ ܀ǽǽ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽʣʃʒ ³2 ާႎǽᇊǽʹᗵਈ

ǽ႒ފʊʠʵʃǽǽໄТӫ ᭫ႎ̐ˁࡺႎ܀క

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽʣʃʒ ¸ ܀ջຯˁࡺ

ǽيފܤͶǽʣʃʒ 1¶

ǽᴥែᲽጢǽ຺๏ۿፀǽᗵట౮̃ǽᄌ̢మǽዢႎᕩᮓǽ 

ǽ ቸՁᆧ᚛ǽʹᗵፀঢ়ǽʹᗵঢ়ᔾᴦ 

ǽފܤʁʽɺʵʃǽቼᴰͱ ែᲽጢ

ǽފܤʊʠʵʃǽǽʣʃʒ ¸ ែᲽጢˁ຺๏ۿፀ

第45回東北選抜高校テニス選手権大会ᴥ2024¯10¯2µᵻ10¯2·ᴦ

ǽ႒يފͶǽʣʃʒᴵ

ᴥ᭫ႎ̐ǽࡺջຯǽ܀ǽࡺႎ܀కǽާႎǽᇊǽǽ 

ǽ ʹᗵਈǽʹȁజЭǽᩋႎᖛ͵ᴦ 

ǽ͈ի̝ᴱᴪ１ᇻႎǽǽ͈ի̝ᴭᴪᴲ日ࠞ۾ढ

ǽ͈ի̝ᴱᴪ１ࠞढూǽ͈ի̝ᴯᴪᴰࡾഈ

ʇʟʒʐʕʃ

第16回東北春季高等学校ソフトテニス選手権大会　団体戦ᴥ4¯2ᴦ

ǽيފܤͶᴥᤕᗵˁ ੜᅸˁ ᄾՁˁ ౨ែˁ ࠞˁࡆ ᇩ༖ˁ ࡥˁߥ ఈಏᴦ

1ඒʴ˂ɺᣝ

ǽջ ๊Ӧᴥ͢۾ջˁˁᤣਖ਼ջᴦ

ʇʟʒʐʕʃ

ǽǽ2ӫǽߦᑤ͍ᴥᇻႎᴦᴩߦᆴڌಡˀ˲ᴥᇩࡀᴦ

ǽǽ1ǽߦᏹᴥࠞढᴦ

特別国民体育大会ソフトテニス競技少年男女第1次選考会兼

第69回宮城県高等学校ソフトテニス春季大会ᴥ4¯2¶ ᵻ 4¯2·ᴦ

ǽྊែˁటႎʤɬǽ³وᣝᴩᦂˁᗵႎʤɬǽ³وᣝᴩ

ǽែՠˁᕑ٥ʤɬǽ2وᣝᴩߴߥˁණႎʤɬ қᣝ

ǽʣʃʒ ³2ǽᤕᗵˁੜᅸ

ソフトテニス　令和 5 年度　一二三高定期戦　団体女ᴥ4¯³0ᴦ

ǽ2ᴪ ³ᴥˢᯚᴦǽ2ᴪ ³ᴥ˧ᯚᴦ

第 28 回　高校女子選抜ソフトテニス大会ᴥµ¯³ ᵻ µ¯µᴦ

ǽيͶ ³ͱǽ͈իቼ̝Áʋ˂ʪǽ

ǽ̙ᤣʴ˂ɺǽ³ᴪ ਖ਼ᴦࠨᦈᆀᴥߦਖ਼ᴦǽࠨˢᩜቼˢᴥߦ0

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽ  ഈᴥࠞढᴦףढࠞߦ

ǽขӫʒ˂ʔʫʽʒǽ2ᴪ тੑбᴥᴦߦ1

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽໄขӫǽ1ᴪ 2ᯚႎᴥࠨਖ਼ᴦ

第 72 回　宮城県高等学校総合体育大会ソフトテニス競技

ᴥ¶¯³ ᵻ ¶¯µᴦ

ǽ႒ފρ̷ǽྊែˁటႎʤɬǽǽ2وᣝᴩ

ǽǽǽǽǽǽߴߥˁණႎʤɬǽ2وᣝᴩ

ǽǽǽǽǽǽᦂˁᗵႎʤɬǽǽǽқᣝᴩ

ǽǽǽǽǽǽᦣజˁᕑ٥ʤɬǽǽқᣝǽ

ǽ႒يފͶǽ1وǽ͈ի̝ḩᴪ 0౺ᣁࡆࡺ

ǽǽǽǽǽǽ2وǽ͈ի̝ 0ᴪḨᐥɰʵʃʳ

第 72 回　宮城県高等学校総合体育大会ソフトテニス競技

ᴥ¶¯³ ᵻ ¶¯µᴦ

ǽފܤρ̷

ǽǽᤕᗵျႆˁੜᅸɅȞɝǽ2وǽḪᴪ 0͈իף

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽ³وǽḪᴪ 1ᄌᆀࡾ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽ4وǽḪᴪ 1ూԈ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽໄȁขӫǽḪᴪ 1ూԈ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽໄขӫ 1ᴪḪూԈ

ǽቼ ³ͱᴥూԈ͢۾ՒɆɮʽʉ˂ʙɮҋکᴦ

ǽǽࡥߥˁᣄటǽ1وǽḪᴪ ³͈ի̝ᕜ

ǽǽǽǽǽǽǽǽ2وǽ0ᴪḪూԈ

ǽǽᄾՁˁ౨ែǽ2وǽ³ᴪḪʹฝ

ǽǽᇩ༖ˁࠞᴁǽ1وǽ2ᴪḪʹฝ

ǽيފܤͶᴥᤕᗵˁ ੜᅸˁ ᄾՁˁ ౨ែˁ ᇩ༖ˁ ࠞˁࡆ ࡥˁߥ ఈಏᴦ

ǽǽ1وǽḨᴪ ˁᄊዢᣵնࡆˀࠨ1

ǽǽ2وǽḨᴪ ǽḨᴪو࿈ႎᣁǽǽ³ߴ0 0͈ի˧ಡ

ǽǽໄȁขӫǽ0ᴪḨూԈǽʣʃʒ ¸

令和 5 年度　第 66 回東北高等学校ソフトテニス選手権大会

ᴥ¶¯24 ᵻ ¶¯2µᴦ

ǽފܤρ̷ǽᤕᗵˁੜᅸǽ1وᣝǽࠞߦढڌԈᴥࠞढᴦ

令和 5 年度全国高等学校総合体育大会ソフトテニス競技大会

ᴥ·¯2¶ ᵻ ·¯2¹ᴦ

ǽފܤρ̷ǽ2وǽḪᴪ 1˹రᴥᯚᅺᴦ

ǽǽǽǽǽǽǽ³وǽ1ᴪḪۿهသߥᴥ᩸۾ᴦ

第 72 回宮城県高等学校ソフトテニス夏季大会ᴥ¸¯· ᵻ ¸¯¹ᴦ

ǽ႒ފρ̷ǽӏጞˁʹȁజᴩˁైЫᴩፀڌˁ̢ࢲᴩ

ǽǽǽǽǽǽ˧ࡀˁຏ෩ᴩࠞႎˁᲩੑǽ͏˨қᣝᴩ

ǽǽǽǽǽǽᕑ٥ˁ̡Ԛࡘᴩႎᔗˁጴǽ͏˨ ᣝᴩو2

ǽǽǽǽǽǽᦣజˁటႎᴩշႎˁණႎǽ͏˨ ᣝᴩو³

ǽǽǽǽǽǽԛᕹˁ˧๕ǽ4وᣝǽʣʃʒ ¶4

ǽފܤρ̷ǽᕏ̢ˁຝǽ1وǽḪᴪ ڌ៹1۹

ǽǽǽǽǽǽ2وǽḪᴪ 2͈իԧǽǽ³وǽ0ᴪḪూԈ

ǽǽǽǽǽǽఈಏˁᣄటǽ1وǽ0ᴪḪաࡺ

令和 5 年度宮城県高等学校ソフトテニス新人大会仙塩地区予

選会ᴥ10¯1· ᵻ 10¯1¸ᴦ

ǽފܤρ̷ǽᕏ̢ˁຝǽ1وǽḪᴪ 0͈իూ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽ2وǽḪᴪ 2͈ի

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽ³وǽ1ᴪḪᐥɰʵʃr

ǽǽǽǽǽǽఈಏˁᣄటǽ1وǽ³ᴪḪ͈իˢ

令和 5 年度宮城県高等学校ソフトテニス新人大会

ᴥ11¯2 ᵻ 11¯4ᴦ

ǽ႒ފρ̷ǽշႎˁటႎᴩᕑ٥ˁ̡Ԛࡘǽ͏˨қᣝᴩ

ǽǽǽǽǽǽӏጞˁʹȁజǽ2وᣝᴩ

ǽǽǽǽǽǽԛᕹˁ˧๕ǽ³وᣝǽʣʃʒ ³2

ǽ႒يފͶǽ1وǽ͈ի̝ 1ᴪḨաࡾࡺഈ

ǽފܤρ̷ǽᕏ̢ˁຝǽ1وǽ³ᴪḪూԈޙ

ǽيފܤͶᴥఈಏˁဝႎᴩᕏ̢ˁᣄటᴩຝˁ̝ੑᴦ

ǽǽǽǽǽǽ1وǽḩᴪ ǽḨᴪوᦈǽǽ2ں0 0͈իూ

ǽǽǽǽǽǽ³وǽ0ᴪḨᐥɰʵʃʳǽʣʃʒ 1¶ǽ

ǽᅇɮʽʓɬ͍᚜ขްǽ0ᴪḨ͈իᛴ

第 3 回宮城県公立高等学校ソフトテニス学校対抗戦ᴥ12¯2ᴦ

ǽيފܤͶᴥఈಏˁဝႎᴩᕏ̢ˁ͜ᗵᴩຝˁᣄటᴦ

ǽ̙ᤣʴ˂ɺ 2ӫᴥḨᴪ 1ᄌᆀǽǽḩᴪ 0͈իԧᴦ1ͱᣮᤈ

ǽʒ˂ʔʫʽʒ ǽ0ᴪḨʹฝǽʣʃʒو1 ¸
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ǽջ ๊Ӧᴥ͢۾ջˁˁᤣਖ਼ջᴦ

ʇʟʒʐʕʃ

ゴーセン杯高校選抜ソフトテニス大会ᴥ12¯³ᴦ

ǽ႒يފͶǽ͈ի̝ÁǽÁʋ˂ʪǽʴ˂ɺ 1ᴩ2ͱ

ʒ˂ʔʫʽʒቼ 1ͱ

ǽǽǽǽǽǽ͈ի̝ÂǽÂʋ˂ʪǽʴ˂ɺ 1ᴩ2ͱ

ʒ˂ʔʫʽʒቼ 1ͱ

ǽيފܤͶᴥఈಏˁဝႎᴩᕏ̢ˁ͜ᗵᴩຝˁᣄటᴦ

ǽ̙ᤣʴ˂ɺ 2ӫᴥḩᴪ 0ᮁࠞˁ˧ಡˁᑎᔐᣵն

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽḨᴪ 1ջᴦ1ͱᣮᤈ

ǽʒ˂ʔʫʽʒ ǽ0ᴪḨฤᮁࠞǽʣʃʒو1 ¸

第 34 回仙塩地区公立高等学校ソフトテニス大会（個人戦）

ᴥ2024¯4¯1³ ᵻ 4¯14ᴦ

ǽȌފܤȍ 

ǽఈಏˁဝႎʤɬǽ̙ᤣʴ˂ɺ１ͱᴩ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽขӫʒ˂ʔʫʽʒ１وᣝ 

ǽᕏ̢ˁᤕᗵʤɬᴩຝˁᣄటʤɬǽ̙ᤣʴ˂ɺᣝ

第 70 回宮城県高等学校ソフトテニス春季大会ᴥ2024¯4¯2µᴦ

ǽȌފܤȍ 

ǽఈಏˁဝႎʤɬǽ１وḪᴪᴰ͈իᑎᔐᴩ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽᴯوᴯᴪḪ͈ի˧ 

ǽᕏ̢ˁᤕᗵʤɬǽ１وḪᴪᴭᆀףࢊഈᴩ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽᴯوᴯᴪḪʹฝ 

ǽຝˁᣄటʤɬǽ１و１ᴪḪᐥɰʵʃʳ 

ǽూˁᯚ൞ʤɬǽ１وᴰᴪḪ۹៹ڌ

令和６年度宮城県総体ソフトテニス仙塩地区予選会

ᴥ2024¯µ¯11 ᵻ µ¯1³ᴦ

ǽȌފܤȍ 

ǽఈಏˁဝႎʤɬǽ１وḪᴪᴭฤై᪕ᴩ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽᴯوḪᴪᴭ͈իూᴩ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽᴰوᴰᴪḪ͈ի˧ 

ǽᕏ̢ˁᤕᗵʤɬǽ１و 

ǽຝˁᣄటʤɬǽ１و 

ǽూˁᯚ൞ʤɬǽ１و

第 73 回宮城県高等学校総合体育大会ソフトテニス競技

ᴥ2024¯µ¯2µ ᵻ µ¯2¶ᴦ

ǽȌފܤȍ 

ǽيͶᴥఈಏˁဝႎᴩຝˁᣄటᴩᕏ̢ˁᤕᗵᴩూᴦ 

ǽ１وḨᴪ１ᆀࢊಡ٪ᴩᴯوᴭᴪḩᆀࢊᛴǽʣʃʒ 1¶ 

ǽρ̷ 

ǽఈಏˁဝႎʤɬǽ１وḪᴪ１ฤᴩᴯوᴯᴪḪ͈իᛴ 

ǽᕏ̢ˁᤕᗵʤɬǽ１وᴭᴪḪࢠᆴజ

第 65 回仙塩地区高等学校ソフトテニス大会（団体戦）

ᴥ2024¯·¯1µᴦ

ǽȌފܤȍ 

ǽيͶᴥᕏ̢ˁຝᴩూˁᤕᗵᴩᯚ൞ˁ౹ᴦ

ǽ１و１ᴪḨ

第 28 回宮城県高等学校ソフトテニス夏季大会

ᴥ2024¯¸¯¸ ᵻ ¸¯¹ᴦ

ǽȌފܤȍ 

ǽᕏ̢ˁຝʤɬǽǽ１وḪᴪᴭںᦈᴩ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽᴯوᴰᴪḪࡾڌ 

ǽూˁᤕᗵʤɬǽ１و１ᴪḪ͈ի᪕ಇ 

ǽᯚ൞ˁ౹ʤɬǽǽ１وᴰᴪḪూԈޙ

第 25 回青葉区ソフトテニス協会長杯高校生大会ᴥ2024¯¸¯1¹ᴦ

ǽȌފܤȍ 

ǽూˁᤕᗵʤɬǽ̙ᤣʴ˂ɺᴰпӫᴩ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽขӫʒ˂ʔʫʽʒ１وᴭᴪḪޙڌ 

ǽᯚ൞ˁ౹ʤɬǽǽ̙ᤣʴ˂ɺᴰᴭӫᣝ

第 70 回宮城県高等学校ソフトテニス春季大会ᴥ2024¯4¯2µᴦ

Ȍ႒ފȍ 

ǽԛᕹˁ˧๕ʤɬǽ4وᣝǽʣʃʒ ³2 

ǽշႎˁటႎʤɬǽ³وᣝǽʣʃʒ ¶4 

ǽᦣజˁණႎʤɬǽ2وᣝ 

ǽӏጞˁʹȁజʤɬǽ1وᣝ

第 73 回宮城県高等学校総合体育大会ソフトテニス競技

ᴥ2024¯µ¯2µ ᵻ µ¯2¶ᴦ

ǽȌ႒ފȍ 

ǽيͶǽᴯوǽḩᴪᴭǽ͈ի˧ಡ 

ǽǽǽǽǽᴰوǽḨᴪ１ǽూԈႆ୫۾ᯚ 

ǽǽǽǽǽᴱوǽḨᴪ１ǽ͈ի۾ 

ǽǽǽǽǽᴲوǽḨᴪᴭǽޙണˀࠥ 

ǽǽǽǽǽໄขӫǽᴭᴪḨǽూԈ 

ǽǽǽǽǽᴰͱขްǽḨᴪᴭǽ͈ի˧ǽቼᴰͱ

ూԈ͢۾ҋک

第 73 回宮城県高等学校総合体育大会ソフトテニス競技

ᴥ2024¯¶¯1 ᵻ ¶¯³ᴦ

ǽȌ႒ފȍ 

ǽρ̷ 

ǽշႎˁటႎʤɬᴩԛᕹˁ˧๕ʤɬǽ³وᣝǽʣʃʒ ¶4

ǽջ ๊Ӧᴥ͢۾ջˁˁᤣਖ਼ջᴦ

ʇʟʒʐʕʃ

ǽᦣజˁණႎʤɬᴩӏጞˁʹȁజʤɬᴩᲩੑˁᕑ٥ʤɬᴩ

ǽᇩ༖ˁᨌႎʤɬǽ2وᣝǽ 

ǽႎᔗˁ̡Ԛࡘʤɬǽ1وᣝ

第 67 回東北高等学校ソフトテニス選手権大会ᴥ2024¯¶¯1µᴦ

Ȍ႒ފȍ 

ǽيͶǽ̙ᤣʴ˂ɺ 

ǽǽ͈ի̝ǽᴭᴪḩǽᏹᴥࠞढᅇᴦ 

ǽǽ͈ի̝ǽᴭᴪḩǽˢᩜޙᴥࠨਖ਼ᅇᴦ 

ǽǽ͈ի̝ǽᴭᴪḩǽःҰഈᴥᅇᴦǽ̙ᤣʴ˂ɺᣝ

第 28 回宮城県高等学校ソフトテニス夏季大会

ᴥ2024¯¸¯¸ ᵻ ¸¯¹ᴦ

ǽȌ႒ފȍ 

ǽԛᕹˁ˧๕ʤɬǽ¶وᣝǽʣʃʒ 1¶ǽౕ۶ပी 

ǽշႎˁᇩ༖ʤɬǽ4وᣝǽʣʃʒ ¶4 

ǽጴˁైЫʤɬǽ³وᣝ

ǽႎᔗˁ̡Ԛࡘʤɬᴩፀڌˁ̢ࢲʤɬᴩైࢲˁᦣజʤɬᴩ

ǽᯚ൞ˁᕑʤɬǽ2وᣝ

令和 6 年度三県選抜　斉藤旗杯ソフトテニス団体対抗戦

ᴥ2024¯¸¯10ᴦ

Ȍ႒ފȍ 

ǽ̙ᤣʴ˂ɺǽ͈ի̝ǽḩᴪᴭǽާሥᴾ 

ǽǽǽǽǽǽǽ͈ի̝ǽᴭᴪḩǽڨޙᆀࡺᴾǽʴ˂ɺᣝ

෩ ื 

第 72 回宮城県高等学校総合体育大会水泳競技大会

ᴥ¶¯2³ ᵻ ¶¯2µᴦ

ǽފܤ 200íʚʉʟʳɮ

ǽǽబႎᕗḧǽǽʉɮʪขӫቼ µͱ

ూԈ͢۾ҋک

ǽ႒ފ 200íʚʉʟʳɮ

ḧǽǽขӫቼ۾៱ᮁࡿ ³ͱ ూԈ͢۾ҋک

ǽ႒ފ 200íᒲႏढ

ᯛ൞Υ܀కḨǽขӫቼ 2ͱ ూԈ͢۾ҋک

ǽފܤ 200íᑔืȡ

బႎᕗḧǽǽขӫቼ ¸ͱ ూԈ͢۾ҋک

ǽ႒ފ 100íʚʉʟʳɮ

ḧǽǽขӫቼ۾៱ᮁࡿ µͱ ూԈ͢۾ҋک

ǽ႒ފ 100íᒲႏढ

ᯛ൞Υ܀కḨǽขӫቼ 2ͱ ూԈ͢۾ҋک

ǽފܤᴱą100íʟʴ˂ʴʶ˂

աࠞۼḨᤕᗵ̦ԧḨ٥֪月ḩబႎᕗḧ

ʉɮʪขӫቼᴵͱ ూԈ͢۾ҋک

ǽ႒ފᴱą100íʟʴ˂ʴʶ˂

ӏᗵாḨ˹ࡥᅜḩ۾៱ᮁࡿḧᯛ൞Υ܀కḨ

ʉɮʪขӫቼᴴͱ ూԈ͢۾ҋک

ǽފܤᴱą100íʫʓʶ˂ʴʶ˂

Ḩۼ٥֪月ḩངǽጩḨబႎᕗḧաࠞ

ʉɮʪขӫቼ10ͱ

ǽ႒ފᴱą100íʫʓʶ˂ʴʶ˂

కḨ܀ḧᯛ൞Υ۾៱ᮁࡿᅜḩӏᗵாḨࡥ˹

ʉɮʪขӫቼᴱͱ ూԈ͢۾ҋک

ǽފܤᴱą200íʟʴ˂ʴʶ˂

աࠞۼḨᤕᗵ̦ԧḨ٥֪月ḩబႎᕗḧ

ʉɮʪขӫቼᴵͱ

ǽ႒ފᴱą200íʟʴ˂ʴʶ˂

ӏᗵாḨ˹ࡥᅜḩ۾៱ᮁࡿḧᯛ൞Υ܀కḨ

ʉɮʪขӫቼᴳͱ ూԈ͢۾ҋک

第 71 回東北高等学校選手権水泳競技大会ᴥ·¯21 ᵻ ·¯2³ᴦ

ǽފܤ 200íʚʉʟʳɮ బႎᕗḧǽǽ̙ᤣ 24 ͱ

ǽ႒ފ 200íʚʉʟʳɮ ḧǽǽ̙ᤣ۾៱ᮁࡿ 1¸ ͱ

ǽ႒ފ 200íᒲႏढ ᯛ൞Υ܀కḨǽขӫቼ µͱ

ǽފܤ 200íᑔืȡ బႎᕗḧǽǽ̙ᤣ ³4 ͱ

ǽ႒ފ 100íʚʉʟʳɮ ḧǽǽ̙ᤣ۾៱ᮁࡿ 24 ͱ

ǽ႒ފ 100íᒲႏढ ᯛ൞Υ܀కḨǽขӫቼ 2ͱ

ɮʽʉ˂ʙɮҋک

ǽފܤ 4ą 100íʟʴ˂ʴʶ˂

աࠞۼḨᤕᗵ̦ԧḨ٥֪月ḩబႎᕗḧ

̙ᤣ 2¸ ͱ

ǽ႒ފ 4ą 100íʟʴ˂ʴʶ˂

ᯛ൞Υ܀కḨ˹ࡥᅜḩӏᗵாḨ۾៱ᮁࡿḧ

̙ᤣ 20 ͱ

ǽ႒ފ 4ą 100íʫʓʶ˂ʴʶ˂

కḨ܀ḧᯛ൞Υ۾៱ᮁࡿᅜḩӏᗵாḨࡥ˹

̙ᤣ 22 ͱ

ǽ႒ފ 4ą 200íʟʴ˂ʴʶ˂

ǽǽ˹ࡥᅜḩᯛ൞Υ܀కḨӏᗵாḨ۾៱ᮁࡿḧ

̙ᤣ 2³ ͱ

鹿児島特別国民体育大会水泳競技大会宮城県最終予選ᴥ·¯2¹ᴦ

ǽߵ年႒ފÁµ0íᒲႏढ ᯛ൞Υ܀కḨǽቼ 2ͱ

ǽߵ年႒ފÁ100íᒲႏढ ᯛ൞Υ܀కḨǽቼ ³ͱ
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෩ ื 

ǽߵ年႒ފÂ100íʚʉʟʳɮ ḧǽǽቼ۾៱ᓈࡿ 2ͱ

ǽߵ年ފܤÁ200íʚʉʟʳɮ బႎᕗḧǽǽቼ 2ͱ

令和 5 年度全国高等学校総合体育大会水泳競技大会ᴥ¸¯20ᴦ

ǽ႒ފ 100íᒲႏढǽ̙ᤣቼ 4¶ ͱ

2023 年度宮城県高等学校新人水泳競技大会ᴥ¹¯· ᵻ ¹¯¹ᴦ

ǽފܤ 100íᒲႏढ ᤕᗵ̦ԧḨǽǽขӫቼ ·ͱ

ǽ႒ފ 100íᒲႏढ ᯛ൞Υ܀కḨǽขӫቼ 1ͱ

ూԈ̷͢۾ҋک

ǽފܤ 200íʚʉʟʳɮ బႎᕗḧǽǽʉɮʪขӫቼ µͱ

ᕑ٥ǽḨǽǽʉɮʪขӫቼ ¶ͱ

ǽ႒ފ 200íʚʉʟʳɮ ḧǽǽขӫቼ۾៱ᓈࡿ 2ͱ

ూԈ̷͢۾ҋک

ǽފܤ 200íᑔืȡ బႎᕗḧǽǽขӫቼ ·ͱ

ǽ႒ފ 200íืࢲȡ ӏᗵாḨǽǽขӫቼ ¸ͱ

ǽފܤ µ0íᒲႏढ աࠞۼḨǽǽขӫቼ ¸ͱ

ǽފܤ 100íʚʉʟʳɮ ᕑ٥ǽḨǽǽʉɮʪขӫቼ ¸ͱ

ǽ႒ފ 100íʚʉʟʳɮ ḧǽǽขӫቼ۾៱ᓈࡿ ³ͱ

ూԈ̷͢۾ҋک

ǽ႒ފ 200íᒲႏढ ᯛ൞Υ܀కḨǽขӫቼ 2ͱ

ూԈ̷͢۾ҋک

ǽ႒ފ 100íืࢲȡ ӏᗵாḨǽǽขӫቼ ¸ͱ

ǽފܤᴱą200íʟʴ˂ʴʶ˂

ᕑ٥ǽḨᤕᗵ̦ԧḨངǽጩḨᦣజइḨ

ʉɮʪขӫቼᴲͱ

ǽފܤᴱą100íʫʓʶ˂ʴʶ˂

ᦣజइḨངǽጩḨᤕᗵ̦ԧḨաࠞۼḨ

ʉɮʪขӫቼᴳͱ

ǽ႒ފᴱą100íʫʓʶ˂ʴʶ˂

ᯛ൞Υ܀కḨӏᗵாḨࡿᓈ៱۾ḧ۾႟৾ᮗḧ

ʉɮʪขӫቼᴱͱ ూԈ̷͢۾ҋک

ǽފܤᴱą100íʟʴ˂ʴʶ˂

ᕑ٥ǽḨաࠞۼḨᦣజइḨᤕᗵ̦ԧḨ

ʉɮʪขӫቼᴳͱ

ǽ႒ފᴱą100íʟʴ˂ʴʶ˂

ӏᗵாḨ۾႟৾ᮗḧᯛ൞Υ܀కḨࡿᓈ៱۾ḧ

ʉɮʪขӫቼᴳͱ

ǽޙಇߦǽފܤቼ ¶ͱǽ႒ފቼ µͱ

第 31 回東北高等学校新人水泳競技大会ᴥ10¯20 ᵻ 10¯21ᴦ

ǽ႒ފ 100íᒲႏढ ᯛ൞Υ܀కḨǽขӫቼ 1ͱ

ǽ႒ފ 200íʚʉʟʳɮ ḧǽǽขӫቼ۾៱ᓈࡿ ·ͱ

ǽ႒ފ 200íᒲႏढ ᯛ൞Υ܀కḨǽขӫቼ µͱ

ǽ႒ފ 100íʚʉʟʳɮ ḧǽǽ̙ᤣቼ۾៱ᓈࡿ 1µ ͱ

ǽ႒ފᴱą100íʫʓʶ˂ʴʶ˂

ᯛ൞Υ܀కḨӏᗵாḨࡿᓈ៱۾ḧ۾႟৾ᮗḧ

̙ᤣቼ14ͱ

第 73 回宮城県高等学校総合体育大会水泳競技大会

ᴥ2024¯¶¯21 ᵻ ¶¯2³ᴦ

ǽ႒ފ µ0íᒲႏढ ᯛ൞Υ܀కḩǽขӫቼ１ͱ

ూԈ͢۾ҋک

ǽފܤ 200íʚʉʟʳɮ బႎǽᕗḨǽʉɮʪขӫቼ ·ͱ

ూԈ͢۾ҋک

ǽ႒ފ 200íʚʉʟʳɮ Ḩǽขӫቼᴰͱ۾៱ǽᮁࡿ

ూԈ͢۾ҋک

ǽފܤ 200íᒲႏढ ᤕᗵǽ̦ԧḩǽขӫቼ 10 ͱ 

ǽފܤ 100íʚʉʟʳɮ బႎǽᕗḨǽขӫቼᴵͱ

ూԈ͢۾ҋک

ǽ႒ފ 100íʚʉʟʳɮ Ḩǽขӫቼᴰͱ۾៱ᓈǽࡿ

ూԈ͢۾ҋک

ǽފܤ 100íᒲႏढ աࠞǽۼḩǽขӫቼ 10 ͱ 

ǽ႒ފ 100íᒲႏढ ᯛ൞Υ܀కḩǽขӫቼ１ͱ

ూԈ͢۾ҋک

ǽފܤ 4ą 100íʟʴ˂ʴʶ˂

ᕑ٥ǽḩᤕᗵ̦ԧḩաࠞۼḩబႎᕗḨ

ขӫቼᴴͱ    ూԈ͢۾ҋک

ǽ႒ފ 4ą 100íʟʴ˂ʴʶ˂

Ḩ۾៱ᓈࡿకḩ܀Ḩᯛ൞Υ܀৳юपনḧ࿁πښ

ขӫቼᴱͱ    ూԈ͢۾ҋک

ǽފܤ 4ą 100íʫʓʶ˂ʴʶ˂

బႎᕗḨངǽጩḩաࠞۼḩᤕᗵ̦ԧḩ

ขӫቼᴴͱ    ూԈ͢۾ҋک

ǽ႒ފ 4ą 100íʫʓʶ˂ʴʶ˂

కḩ܀Ḩᯛ൞Υ۾៱ᓈࡿюपনḧӏᗵாḩښ

ขӫቼᴱͱ    ూԈ͢۾ҋک

ǽފܤ 4ą 200íʟʴ˂ʴʶ˂

ᕑ٥ǽḩᦣజइḩᤕᗵ̦ԧḩబႎᕗḨ

ʉɮʪขӫቼᴴͱ

ǽջ ๊Ӧᴥ͢۾ջˁˁᤣਖ਼ջᴦ

෩ ื 

第 72 回東北高等学校選手権水泳競技大会

ᴥ2024¯·¯1¹ ᵻ ·¯21ᴦ

ǽ႒ފ µ0íᒲႏढǽǽǽ ᯛ൞ǽΥ܀కḩǽขӫቼ１ͱ

ɮʽʉ˂ʙɮҋک

ǽފܤ 200íʚʉʟʳɮ బႎǽᕗḨǽ̙ᤣቼ 22 ͱ 

ǽ႒ފ 200íʚʉʟʳɮ Ḩǽ̙ᤣቼ۾៱ᓈǽࡿ 14 ͱ 

ǽފܤ 100íʚʉʟʳɮ బႎǽᕗḨǽ̙ᤣቼ 40 ͱ 

ǽ႒ފ 100íʚʉʟʳɮ Ḩǽขӫቼ۾៱ᓈǽࡿ 10 ͱ 

ǽ႒ފ 100íᒲႏढ ᯛ൞ǽΥ܀కḩǽขӫቼ１ͱ

ɮʽʉ˂ʙɮҋکᴥూԈᯚಇᜤ᧸ᴦ

ǽފܤ 4ą 100íʟʴ˂ʴʶ˂

ᕑ٥ǽḩᤕᗵ̦ԧḩաࠞۼḩబႎᕗḨ

̙ᤣቼ ³0 ͱ

ǽ႒ފ 4ą 100íʟʴ˂ʴʶ˂

ᯛ൞Υ܀కḩࡿᓈ៱۾Ḩښюपনḧ࿁π৳܀Ḩ

̙ᤣቼ 14 ͱ

ǽފܤ 4ą 100íʫʓʶ˂ʴʶ˂

బႎᕗḨངǽጩḩաࠞۼḩᤕᗵ̦ԧḩ

̙ᤣቼ ³1 ͱ

ǽ႒ފ 4ą 100íʫʓʶ˂ʴʶ˂

కḩ܀Ḩᯛ൞Υ۾៱ᓈࡿюपনḧӏᗵாḩښ

̙ᤣቼ 11 ͱ

ǽ႒ފఊТᇸᤣਖ਼᠈ǽᯛ൞ǽΥ܀క

第 78 回国民スポーツ大会水泳競技大会宮城県最終予選会

ᴥ2024¯·¯2·ᴦ

ǽߵ年ފܤᴾ 200íʚʉʟʳɮǽబႎǽᕗḨǽቼᴱͱ 

ǽߵ年႒ފᴾ 200íʚʉʟʳɮǽࡿᓈǽ៱۾Ḩǽቼᴯͱ

令和６年度全国高等学校総合体育大会水泳競技大会

ᴥ2024¯¸¯1· ᵻ ¸¯20ᴦ

ǽ႒ފ µ0íᒲႏढ ᯛ൞Υ܀కḩǽขӫቼᴰͱ

ǽ႒ފ 100íᒲႏढ ᯛ൞Υ܀కḩǽขӫቼᴰͱ

2024 年度宮城県高等学校新人水泳競技大会

ᴥ2024¯¸¯³0 ᵻ ¹¯1ᴦ

ǽފܤ 200íʚʉʟʳɮ బႎǽᕗḨǽʉɮʪขӫቼᴯͱ

ూԈ̷͢۾ҋک

ǽ႒ފ 100íʚʉʟʳɮ Ḩǽขӫቼ۾៱ᓈǽࡿ ³ͱ

ూԈ̷͢۾ҋک

ǽ႒ފ 200íʚʉʟʳɮ Ḩǽขӫቼ۾៱ᓈǽࡿ 2ͱ

ూԈ̷͢۾ҋک

ǽޙಇߦǽ႒ފቼᴵͱ

第32回東北高等学校新人水泳競技大会ᴥ2024¯10¯2µᵻ10¯2¶ᴦ

ǽފܤ 200íʚʉʟʳɮǽబႎᕗḨǽ̙ᤣቼ 1¸ ͱ 

ǽ႒ފ 200íʚʉʟʳɮǽࡿᓈ៱۾Ḩǽขӫቼᴴͱ 

ǽ႒ފ 100íʚʉʟʳɮǽࡿᓈ៱۾ḧǽขӫቼᴳͱ

෩ ္ 

第72回宮城県高等学校総合体育大会水泳大会（水球競技）ᴥ¶¯1¸ᴦ

ǽቼ 2ͱǽ͈ի̝ ¸ᴪ 1³ ౺ႎ

第71回東北高等学校選手権水泳（水球）競技大会ᴥ·¯¸ᵻ·¯¹ᴦ

ǽቼ µͱ

令和５年度宮城県高等学校新人水泳競技大会（水球競技）ᴥ¹¯10ᴦ

ǽТӫǽ͈ի̝ ¹ᴪ ·౺ႎ

第 30 回東北高等学校春季水球競技大会ᴥ2024¯µ¯2µᴦ

ǽดࡾࠃഈᯚǽǽ10ᴪ12ǽ͈ի̝ᯚ 

ǽᇩࡀ෩္ɹʳʠǽᴯᴪ1¹ǽ͈ի̝ᯚ 

ǽ౺ႎᯚǽǽǽǽǽᴰᴪᴵǽ͈ի̝ᯚ

第73回宮城県高等学校総合体育大会水球競技大会ᴥ2024¯¶¯2³ᴦ

ǽ౺ႎᯚǽᴰᴪ 12ǽǽ͈ի̝ᯚǽǽቼᴯͱ

第 72 回東北高等学校選手権水球大会ᴥ2024¯·¯1³ ᵻ ·¯14ᴦ

ǽᣵնǽǽǽ1¹ᴪᴲǽ͈ի̝ᯚ

ǽ౺ႎᯚǽǽǽǽᴲᴪ14ǽ͈ի̝ᯚ 

ǽดࡾࠃഈᯚǽ10ᴪᴶǽ͈ի̝ᯚ

ǽࠞढࡾഈᯚǽǽ1¹ᴪᴶǽ͈ի̝ᯚǽቼᴱͱ

令和６年度宮城県高等学校新人水球競技大会ᴥ2024¯10¯14ᴦ

ǽ౺ႎᯚಇǽǽǽᴴᴪᴴǽ͈ի̝ᯚǽÐÓÏᴱᴪ１ǽቼᴯͱ

ԥ ္ 

令和 5 年度宮城県高等学校総合体育大会卓球競技仙塩地区予

選会ᴥµ¯10 ᵻ µ¯1³ᴦ

ǽ႒ޙފಇߦ

ǽ̙ᤣʒ˂ʔʫʽʒǽ1وǽ³ᴪ 0͈ի᪕

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽ2وǽ³ᴪ 0͈իూ

ǽขӫʒ˂ʔʫʽʒǽ2وǽ0ᴪ ³͈իᑎᔐ

ǽޙފܤಇߦ

ǽ̙ᤣʒ˂ʔʫʽʒǽ2وǽ³ᴪ 0͈իˢ

ǽขӫʒ˂ʔʫʽʒǽ1وǽ³ᴪ ែߋ1

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽ2وǽ2ᴪ ³ᐥɰʵʃʳ

ǽ႒ފʊʠʵʃǽᦣజ̳ᅊḩˁࡺరۤ܀ḩǽᅇ፱Ͷҋک

ǽފܤʊʠʵʃǽᦣజᓹḩˁ˨బఖ̃ḧǽᅇ፱Ͷҋک

ǽ႒ފʁʽɺʵʃǽᦣజ̳ᅊḩᴩί٪গ͵ḨᴩᄾՁ̷ḧ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽᅇ፱Ͷҋکᴥࡺరۤ܀ḩɂ̙ᤣеᴦ

ǽފܤʁʽɺʵʃǽᦣజᓹḩᴥቼ 2ͱᴦᴩࡾᗵயḩᴩ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽ˨బఖ̃ḧǽᅇ፱Ͷҋک
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ǽջ ๊Ӧᴥ͢۾ջˁˁᤣਖ਼ջᴦ

ԥ ္ 

第 72 回宮城県高等学校総合体育大会卓球競技ᴥµ¯2· ᵻ ¶¯4ᴦ

ǽ႒ޙފಇߦǽቼ ³ͱᴥᦣజ̳ˁࡺరۤˁߴబˁԡႎˁ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽ᭫ႎˁ̾టˁႎḩˁί٪Ḩᴦǽ

ǽǽ2وǽ³ᴪ 1ʹฝǽǽ³وǽ³ᴪ ᣁڌ1

ǽǽ4وǽ³ᴪ 1ూԈޙǽǽໄขӫǽ1ᴪ ³աٛޙࡺ

ǽޙފܤಇߦǽቼ ³ͱᴥజ˩ˁᦣజˁࡾᗵˁ͜ᗵˁᩖࠨˁ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽࡺరᅊˁᴎ౺ḩˁ˨బḧᴦ

ǽǽ2وǽ³ᴪ 2͈իᯚߩջǽǽ³وǽ³ᴪ 1ែ

ǽǽ4وǽ³ᴪ 0ᄌᆀǽǽໄขӫǽ0ᴪ ³ᐥ֪ٛޙ

ǽ႒ފʊʠʵʃǽᦣజ̳ᅊḩˁࡺరۤ܀ḩǽ2وᣝ

ǽފܤʊʠʵʃǽᦣజᓹḩˁ˨బఖ̃ḧǽ1وᣝ

ǽ႒ފʁʽɺʵʃǽࡺరۤ܀ḩǽቼ 1ͱ

ᴥɮʽʉ˂ʙɮˁూԈ͢۾ҋکᴦ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽᦣజ̳ᅊḩǽ2وᣝᴥ1و ÂÙÅᴦ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽί٪গ͵Ḩǽ1وᣝ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽᄾՁ̷ḧǽ1وᣝ

ǽފܤʁʽɺʵʃǽᦣజᓹḩǽµوᣝ

ᴥʣʃʒ 1¶ǽ͍᚜ขްȾɛɝూԈ͢۾ҋکᴦ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽࡾᗵயḩǽ4وᣝᴥʣʃʒ ³2ᴦ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽ˨బఖ̃ḧǽ2وᣝᴥ1و ÂÙÅᴦ

第 77 回東北高等学校卓球選手権大会ᴥ¶¯2³ ᵻ ¶¯24ᴦ

ǽ႒ފʁʽɺʵʃǽࡺరۤ܀ḩ

ǽǽ2وǽ³ᴪ 1ႎՠᄘᴥᇻႎᴦ

ǽǽ³وǽ1ᴪ ³ᓗႆࠬѧᴥᇩࡀూሔᴦ

ǽފܤʁʽɺʵʃǽᦣజᓹḩ

ǽǽ1وǽ1ᴪ ³ȁܧᓷᴥࠞ۾ܤ᪀ᴦ

特別国民体育大会卓球競技宮城県予選会ᴥ·¯¸ᴦ

ǽߵ年ފܤǽ˨బఖ̃ḧǽ̙ᤣʒ˂ʔʫʽʒ ᣝو³

全日本卓球選手権大会ジュニアの部仙塩地区予選会

ᴥ¸¯³ ᵻ ¸¯4ᴦ

ǽ႒ފʁʽɺʵʃǽᅇ̙ᤣ͢ҋکᐐȽȪ

ǽފܤʁʽɺʵʃǽ˨బఖ̃ḧᴩߥᴁರḨǽᅇ̙ᤣ͢ҋک

令和 5 年度全国高等学校総合体育大会卓球競技

第 92 回全国高等学校卓球選手権大会ᴥ¸¯¸ ᵻ ¸¯1³ᴦ

ǽ႒ފʁʽɺʵʃǽࡺరۤ܀ḩ

ǽǽ1وǽ1ᴪ ³тᓨᤘ୲ᴥᨕᛴޙ ¯ᩋࡆᴦ

2024 全日本卓球選手権ジュニアの部宮城県予選会ᴥ¹¯10ᴦ

ǽފܤʁʽɺʵʃǽ˨బఖ̃ḧǽ4وᣝᴥʣʃʒ ³2ᴦ

令和 5 年度　宮城県高等学校新人卓球大会仙塩地区予選会

ᴥ10¯12 ᵻ 10¯14ᴦ

ǽ႒ޙފಇߦ

ǽǽ̙ᤣʒ˂ʔʫʽʒ ǽ³ᴪو1 0ᐥɰʵʃʳ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽ ǽ0ᴪو2 ³ᐥ֪ٛޙ

ǽǽቼ 1ඒᐐे๊ǽ1ᴪ ែߋ³

ǽǽቼ 2ඒᐐे๊ǽ2ᴪ ³ూԈႆ୫۾

ǽǽቼ ³ඒᐐे๊ǽ³ᴪ 0͈իᴥᅇ̷͢۾ҋکᴦ

ǽޙފܤಇߦ

ǽǽ̙ᤣʒ˂ʔʫʽʒ ǽ³ᴪو2 1ూԈ

ǽǽขӫʒ˂ʔʫʽʒ ǽ³ᴪو1 0͈իף

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽ ǽ0ᴪو2 ³ᐥ֪ٛޙ

ǽǽᬲͱʒ˂ʔʫʽʒ ǽ³ᴪو1 ែߋ1

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽ ǽ³ᴪو2 1͈իᑎᔐ

ᴥቼ µͱǽᅇ̷͢۾ҋکᴦ

ǽފܤʊʠʵʃǽǽ˨బఖ̃ḧˁ̾٣፳ḧ

ᅇ̷͢۾ҋک

ǽ႒ފʁʽɺʵʃǽᄾՁ̷ḧᴩ۾ี٥ḧ

ᅇ̷͢۾ҋک

ǽފܤʁʽɺʵʃǽ˨బఖ̃ḧᴩߥᴁǽರḨ

ᅇ̷͢۾ҋک

令和 5 年度宮城県高等学校新人卓球大会ᴥ11¯³ ᵻ 11¯11ᴦ

ǽ႒ޙފಇߦǽ1وǽ0ᴪ ³ᆀࢊ

ǽޙފܤಇߦǽ2وǽ2ᴪ ٛޙᄷజࢠ³

ǽފܤʊʠʵʃǽ˨బఖ̃ḧˁ̾٣፳ḧǽ2وᣝ

ǽ႒ފʁʽɺʵʃǽ۾ี٥ḧǽ2وᣝ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽᄾՁ̷ḧǽ1وᣝ

ǽފܤʁʽɺʵʃǽ˨బఖ̃ḧǽ4وᣝᴥʣʃʒ ³2ᴦǽ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽߥᴁǽರḨǽ2وᣝᴥ1و ÂÙÅᴦ

令和 5 年度全国高等学校選抜卓球大会個人の部宮城県予選会

ᴥ12¯1·ᴦ

ǽ˨బఖ̃ḧǽ2وᣝᴥ1و ÂÙÅᴦ

第73回宮城県高等学校総合体育大会卓球競技仙塩地区予選会

ᴥ2024¯µ¯¸ ᵻ µ¯10ᴦ

ǽ႒ޙފಇߦǽᅇ፱Ͷҋ 

ǽǽ̙ᤣʒ˂ʔʫʽʒǽ１وǽᴰᴪ１ǽ͈իూ 

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽᴯوǽᴭᴪᴰǽ͈իˢ 

ǽǽ１ඒᐐे๊ǽǽǽǽǽǽᴯᴪᴰǽైࡀǽ 

ǽǽᴯඒᐐे๊ǽǽǽǽǽǽᴰᴪᴯǽ͈ի̝ᕜ 

ǽջ ๊Ӧᴥ͢۾ջˁˁᤣਖ਼ջᴦ

ԥ ္ 

ǽޙފܤಇߦǽᅇ፱Ͷҋ 

ǽǽ̙ᤣʒ˂ʔʫʽʒǽ１وǽᴰᴪ１ǽࢿང 

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽᴯوǽᴰᴪᴯǽ͈ի 

ǽǽขӫʒ˂ʔʫʽʒǽ１وǽᴰᴪᴯǽ͈ի˧ಡ 

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽᴯوǽᴭᴪᴰǽᐥ֪ٛޙ 

ǽ႒ފʁʽɺʵʃǽǽǽᄾՁ̷ḨǾ۾ี٥Ḩ ᅇ፱Ͷҋ

ǽފܤʁʽɺʵʃǽǽǽ˨బఖ̃Ḩǽᅇ፱Ͷҋ 

ǽފܤʊʠʵʃǽǽǽǽ˨బఖ̃Ḩˁ̾٣፳Ḩ

ᅇ፱Ͷҋ

第 73 回宮城県高等学校総合体育大会卓球競技

ᴥ2024¯µ¯2µ ᵻ ¶¯³ᴦ

ǽ႒ޙފಇߦǽǽǽǽᴯوǽᴯᴪᴰǽࡾڌ 

ǽޙފܤಇߦǽǽǽǽ１وǽᴯᴪᴰǽںᦈ 

ǽ႒ފʁʽɺʵʃǽǽǽᄾՁ̷Ḩǽᴯوᣝ

ᴥ１وᴿᵖᵂᴦ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽ۾ี٥Ḩǽᴯوᣝ

ᴥ１وᴿᵖᵂᴦ

ǽފܤʁʽɺʵʃǽǽǽ˨బఖ̃Ḩǽʣʃʒ 1¶

ᴥᴲوᣝǾూԈ͍͢۾᚜ขްᣝᴦ

ǽފܤʊʠʵʃǽǽǽǽ˨బఖ̃Ḩˁ̾٣፳Ḩ

ʣʃʒ 1¶ᴥᴯوᣝᴦ

第 78 回国民スポーツ大会卓球競技宮城県予選会ᴥ2024¯·¯1³ᴦ

ǽߵ年႒ފʁʽɺʵʃ

ǽǽ１ඒ̙ᤣʒ˂ʔʫʽʒǽᄾՁ̷ḨᴰوᣝǾ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽ۾ี٥ḨᴰوᣝǾ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽᇸˢḧᴯوᣝǾ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽߴ܀ޔߥḧᴯوᣝ

ᴥ１وᴿᵖᵂᴦǾ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽʹᗵǽᬭḧ１وᣝ 

ǽߵ年ފܤʁʽɺʵʃ

ǽǽ１ඒ̙ᤣʒ˂ʔʫʽʒǽ˨బఖ̃Ḩᴱوᣝ

令和６年度全日本卓球選手権大会ジュニアの部仙塩地区予選会

ᴥ2024¯¸¯11ᴦ

ǽ႒ފǽᄾՁ̷Ḩǽǽᅇ̙ᤣҋ 

ǽފܤǽߥᴁǽᔡḧˁߴ႟थጠḧˁ᳦ᗵఖፀḧǽᅇ̙ᤣҋ

ᴥ˨బఖ̃Ḩǽ٥Ԗ̙ᤣеᴦ

2025 全日本卓球選手権ジュニアの部宮城県予選会

ᴥ2024¯¸¯³1 ᵻ ¹¯1ᴦ

ǽ႒ފǽᄾՁ̷Ḩǽʣʃʒ ³2

ǽފܤǽߥᴁǽᔡḧǽʣʃʒ ³2 

ǽǽǽǽ˨బఖ̃Ḩǽᴯوᣝᴥ１وᴿᵖᵂᴦ 

ǽǽǽǽ᳦ᗵఖፀḧǽᴯوᣝᴥ１وᴿᵖᵂᴦǽ 

ǽǽǽǽߴ႟थጠḧǽ１وᣝ

令和６年度宮城県高等学校新人卓球大会仙塩地区予選会

ᴥ2024¯10¯1· ᵻ 10¯21ᴦ

ǽ႒ޙފಇߦǽᅇ̷͢۾ҋ 

ǽǽ̙ᤣʒ˂ʔʫʽʒǽ１وǽᴭᴪᴰǽ͈ի

ǽǽᴯඒᐐे๊ǽǽᴯوǽᴰᴪ１ǽฤᮁࠞ 

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽᴰوǽᴰᴪ１ǽޙണɻࠥ 

ǽޙފܤಇߦǽᅇ፱Ͷҋ 

ǽǽ̙ᤣʒ˂ʔʫʽʒǽᴯوǽᴰᴪᴭǽ͈ի᪕ 

ǽǽขӫʒ˂ʔʫʽʒǽ１وǽᴰᴪᴭǽߋែ 

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽໄȁขӫǽ１ᴪᴰǽᐥɰʵʃʳ 

ǽ႒ފʁʽɺʵʃǽǽǽᄾՁ̷ḨǾ۾ี٥ḨǾʹࡺ၏ۢ

ᅇ̷͢۾ҋ

ǽފܤʁʽɺʵʃǽǽ˨బఖ̃ḨǾᯚ൞ǽТḧ

ᅇ̷͢۾ҋ

ǽފܤʊʠʵʃǽǽǽ˨బఖ̃Ḩˁ̾٣፳Ḩ

ᅇ̷͢۾ҋ

令和６年度宮城県高等学校新人卓球大会仙塩地区予選会

ᴥ2024¯11¯2 ᵻ 11¯¸ᴦ

ǽ႒ޙފಇߦǽᴯوǽߋែ 

ǽޙފܤಇߦǽᴯوǽںᦈ 

ǽ႒ފʁʽɺʵʃǽᄾՁ̷Ḩǽ۾ี٥Ḩǽʹࡺ၏ۢḨ 

ǽފܤʁʽɺʵʃǽ˨బఖ̃Ḩǽᯚ൞ǽТḧ 

ǽފܤʊʠʵʃǽǽ˨బఖ̃Ḩˁ̾٣፳Ḩǽʣʃʒᴵ

ʟɱʽʁʽɺ

第 21 回 SPRINGCUPINKESENNUMA（気仙沼フェンシング

選手権大会）ᴥ4¯1 ᵻ 4¯2ᴦ

ǽފܤʟʵ˂ʶيͶ

ǽໄТӫǽ͈ի̝ᯚÁᴥʹᗵˁࡺ۾ՠˁᯚ൞ᴦ

令和 5 年度第 72 回宮城県高等学校総合体育大会フェンシン

グ競技ᴥ¶¯2 ᵻ ¶¯µᴦ

ǽˁފܤρ̷ߦʟʵ˂ʶ

ǽǽቼ ³ͱǽʹᗵଝފᴥూԈ͢۾ҋک൏ပीᴦ

ǽˁފܤρ̷ߦɲʤ

ǽǽТӫǽǽᯚ൞ǽᖈᴥпّ͢۾ˁూԈ͢۾ҋک൏ပीᴦᴩ

ǽǽպǽໄТӫǽࡆࠨТ᚛ᴥпّ͢۾ˁ ూԈ͢۾ҋک൏ပीᴦ
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ǽջ ๊Ӧᴥ͢۾ջˁˁᤣਖ਼ջᴦ

ʟɱʽʁʽɺ

ǽˁފܤρ̷ߦɿ˂ʠʵ

ǽǽቼ µͱǽʹᗵଝފᴩպǽቼ ¶ͱǽ࿁πঢ়थ

ǽˁޙފܤಇߦʟʵ˂ʶ

ǽǽໄТӫᴥʹᗵᴩࡺ۾ՠᴩᯚ൞ᴩࡆࠨᴩᕏՁᴦ

ᴥూԈ͢۾ҋک൏ပीᴦ

ǽǽໄขӫÖµᴪ 0͈իᴩขӫ 0ᴪÖµ͈ฝ

第61回東北高等学校フェンシング選手権大会ᴥ¶¯2³ ᵻ ¶¯2¶ᴦ

ǽˁފܤρ̷ߦɲʤ

ǽǽቼ ³ͱǽࡆࠨТ᚛ǽ̙ᤣʡ˂ʵ ³ӫ 1ᴩ

ǽǽขӫʒ˂ʔʫʽʒ ǽÖ1µو1 ᴪ · ᔗฤᴥ͈իˢᴦᴩ

ǽǽขӫʒ˂ʔʫʽʒ ǽÖ1µو2 ᴪ ¹ ࠞ෩ᴥᒾឲᮁˁ ࠞढᴦᴩ

ǽǽขӫʒ˂ʔʫʽʒໄขӫǽ11 ᴪ Ö1µ ᯛ൞ᴥᒾឲᮁˁ ࠞढᴦ

ǽˁպǽᯚ൞ᖈǽ̙ᤣʡ˂ʵ ³ӫ 1ᴩ

ǽǽขӫʒ˂ʔʫʽʒ ǽ11و1 ᴪ Ö1µ ߥߴ

ᴥˢᩜ̝ˁࠨਖ਼ᴦ

ǽˁފܤρ̷ߦʟʵ˂ʶ

ǽǽʹᗵଝފǽ̙ᤣʡ˂ʵǽ4ӫ 1ᴩ

ǽǽขӫʒ˂ʔʫʽʒ ǽ11و1 ᴪ Ö1µ ᯛ൞ᴥᒾឲᮁˁ ࠞढᴦ

ǽˁ ᴩࠨՠᴩᯚ൞ࡺ۾ʟʵ˂ʶᴥʹᗵᴩߦಇޙފܤ ᴩᕏՁᴦࡆ

ǽǽʒ˂ʔʫʽʒ ǽÖµᴪو1 1Ԉ˨᐀ԧᴥࠨਖ਼ᴦᴩ

ǽǽʒ˂ʔʫʽʒ ǽ2ᴪÖµႎջᴥᴦو2

第78回国民体育大会フェンシング競技宮城県代表選手選考会

ᴥ·¯¹ᴦ

ǽǽߵ年ފܤǽቼ 2ͱǽ࿁πঢ়थᴥڌᅇ͍᚜ᤣਖ਼ᤣҋᴦᴩ

ǽǽǽ պǽǽ ቼ ³ ͱǽࡆࠨТ᚛ᴥڌᅇ͍᚜ᤣਖ਼ᤣҋᴦ

令和 5 年度全国高等学校総合体育大会フェンシング競技大会

第 69 回全国高等学校フェンシング選手権大会ᴥ¸¯2 ᵻ ¸¯³ᴦ

ǽˁފܤρ̷ߦɲʤǽᯚ൞ᖈǽ̙ᤣʡ˂ʵǽ2ӫ 2ᴩ

ǽǽ̙ᤣʒ˂ʔʫʽʒ ǽÖ1µو1 ᴪ 12 ᗵ

ᴥూ̦ٛޙˁూ̱ᴦᴩ

ǽǽ̙ᤣʒ˂ʔʫʽʒ ǽ·ᴪÖ1µو2 ʹᗵᴥڙဝಂᴦ

ǽˁպǽࡆࠨТ᚛ǽ̙ᤣʡ˂ʵǽ0ӫ µ

令和５年度宮城県民体育大会フェンシング競技ᴥ¸¯12ᵻ¸¯1³ᴦ

ǽˁߵ年ɁǽފܤʁʕɬǽໄТӫǽᕏՁᏩᴩ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽպǽቼ ³ͱǽ࿁πঢ়थ

令和 5 年度特別国民体育大会東北ブロック大会兼第 50 回東

北総合体育大会フェンシング競技ᴥ¸¯1¹ ᵻ ¸¯20ᴦ

ǽߵ年ފܤ

ǽቼ µͱǽڌᅇʋ˂ʪᴥ࿁πঢ়थᴩࡆࠨТ᚛ǽҋکᴦ

令和 5 年度仙台市民総合体育大会フェンシング競技ᴥ¹¯³0ᴦ

ǽˁފܤʁʕɬ

ǽǽТӫǽǽ࿁πঢ়थᴩቼ 2ͱǽࠞܝຕᓹᴩ

ǽǽቼ ¶ͱǽࡆࠨТ᚛

ǽˁފܤʂʯʕɬǽቼ ·ͱǽ˹ႎ

令和 5 年度宮城県高等学校新人大会フェンシング競技

ᴥ10¯2¶ ᵻ 10¯2¸ᴦ

ǽˁρ̷ߦފܤʟʵ˂ʶ

ǽǽТӫǽǽ࿁πঢ়थᴩቼ ·ͱǽᕏՁᏩᴩ

ǽǽቼ ¸ͱǽࡆࠨТ᚛

ǽˁρ̷ߦފܤɲʤ

ǽǽТӫǽǽࡆࠨТ᚛ᴩቼ 2ͱǽ˹ႎᴩ

ǽǽቼ ³ͱǽᯚ൞ˤ

ǽˁρ̷ߦފܤɿ˂ʠʵ

ǽǽТӫǽǽᕏՁᏩᴩቼ 2ͱǽࠞܝຕᓹᴩ

ǽǽቼ ³ͱǽᓗ൞Ꮹፀᴩቼ ¸ͱǽ࿁πঢ়थ

ǽˁޙಇߦފܤʟʵ˂ʶ

ǽǽТӫǽǽ͈ի̝ᯚᴥࡆࠨᴩࠞܝᴩ࿁πᴩշࡺᴩᕏՁᴦ

ǽǽໄขӫǽÖµᴪ 2͈իˢᴩขӫÖµᴪ 2͈ի˧

令和 5 年度宮城県フェンシング選抜選手権大会（団体戦）

ᴥ12¯22 ᵻ 12¯2³ᴦ

ǽيͶފܤɲʤǽТӫᴥࡆࠨᴩጋែᴩ᳦ᗵᴩᯚ൞ᴩ˹ႎᴦǽ

ǽǽǽǽǽǽǽǽໄขӫǽÖ4µ ᴪ 2¸ ͈իˢᴩ

ǽǽǽǽǽǽǽǽขӫǽÖ4µ ᴪ ³0 ͈իԧ

ǽيͶފܤɿ˂ʠʵǽໄТӫᴥࠞܝᴩ࿁πᴩᕏՁᴩᓗ൞ᴩ˧ ๕ᴦǽ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽໄขӫǽÖ4µ ᴪ · ͈իԧᴩ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽขӫǽ40 ᴪ Ö4µ ͈իˢ

ǽيͶފܤʟʵ˂ʶǽቼ ³ͱᴥࡆࠨᴩࠞܝᴩ࿁πᴩᕏՁᴩᓗ൞ᴦǽ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽໄขӫǽ40 ᴪ Ö44 ͈իˢ

第 31 回 JOC ジュニア・オリンピック・カップ・フェンシン

グ大会ᴥ1¯4 ᵻ 1¯¶ᴦ

ǽʂʯʕɬފܤɿ˂ʠʵҋکᴥ࿁πᴩᕏՁᴦ

ǽɵʑފܤɲʤҋکᴥࡆࠨᴦ

第 48 回全国高等学校選抜フェンシング大会　北海道・東北

予選会ᴥ1¯1¹ ᵻ 1¯21ᴦ

ǽيͶފܤɲʤǽໄТӫᴥࡆࠨᴩጋែᴩ᳦ᗵᴩᯛ൞ᴩ˹ႎᴦ

ǽǽǽǽǽǽǽǽ̙ᤣʡ˂ʵǽÖ4µ ᴪ ³³ ᆀᴩ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽÖ4µᴪ³¹Ԉ˨᐀ԧᴥ1ͱᣮᤈᴦ

ǽջ ๊Ӧᴥ͢۾ջˁˁᤣਖ਼ջᴦ

ʟɱʽʁʽɺ

ǽǽǽǽǽǽǽǽໄขӫǽǽǽÖ42 ᴪ ³0 ఠ۾ࢧែᴩ

ǽǽǽǽǽǽǽǽขӫǽǽǽǽ³¶ ᴪ Ö42 ዢดᒾឲᮁ

仙台市フェンシング選手権ᴥ2¯³ ᵻ 2¯4ᴦ

ǽފܤɲʤǽǽǽቼᴰͱǽࡆࠨТ᚛ǽǽቼᴵͱǽጋែ܌፳

ǽފܤɿ˂ʠʵǽቼᴲͱǽ࿁πঢ়थ

令和６年度宮城県高等学校総合体育大会フェンシング競技

ᴥ2024¯µ¯³1 ᵻ ¶¯³ᴦ

ǽފܤρ̷ʟʵ˂ʶǽቼᴰͱǽ࿁πঢ়थǾ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽቼᴳͱǽࡆࠨТ᚛ 

ǽފܤρ̷ɲʤǽǽǽТǽӫǽࡆࠨТ᚛Ǿቼᴯͱǽ˹ႎ 

ǽފܤρ̷ɿ˂ʠʵǽТǽӫǽᕏՁᏩǾቼᴲͱǽࠞܝຕᓹ 

ǽيފܤͶǽǽǽǽǽ͈ի̝ߦ͈ฝǽᴯᴪᴲǽˢوᣝ

第 62 回東北高等学校フェンシング選手権大会

ᴥ2024¯¶¯21 ᵻ ¶¯24ᴦ

ǽފܤρ̷ʟʵ˂ʶǽቼᴴͱǽ࿁πঢ়थ 

ǽފܤρ̷ɲʤǽǽǽቼᴲͱǽࡆࠨТ᚛Ǿቼᴵͱǽ˹ႎ 

ǽފܤρ̷ɿ˂ʠʵǽቼᴰͱǽᕏՁᏩ

令和６年度全国高等学校総合体育大会フェンシング競技

ᴥ2024¯·¯2³ ᵻ ·¯2·ᴦ

ǽފܤρ̷ɲʤǽǽǽࡆࠨǽТ᚛ǽʣʃʒ ³2Ǿ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽ˹ႎǽǽ̙ᤣᣝ 

ǽފܤρ̷ɿ˂ʠʵǽᕏՁǽᏩǽ̙ᤣᣝ

第 22 回気仙沼フェンシング選手権大会

ᴥ2024¯4¯¶ ᵻ 4¯·ᴦ

ǽيފܤͶʣʃʒᴵǽ͈ի̝ᴾᴥࡆࠨǾ࿁πǾᕏՁᴦǾ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽ͈ի̝ᴿᴥᓗ൞ǾࠞܝǾ˹ႎᴦ

第８回仙台・東北絆練習会（絆大会）ᴥ2024¯·¯20 ᵻ ·¯21ᴦ

ǽފܤρ̷ɲʤǽǽǽ˹ႎǽǽቼᴳͱ 

ǽފܤρ̷ɿ˂ʠʵǽᕏՁǽᏩǽቼᴰͱ

フェンシング部　県民体育大会引率ᴥ2024¯¸¯10 ᵻ ¸¯11ᴦ

ǽʂʯʕɬ႒ފʟʵ˂ʶρ̷ǽែࡺǽ৮ණǽቼᴯͱ 

ǽʁʕɬފܤʟʵ˂ʶρ̷ǽǽ˹ႎǽǽቼᴰͱ

フェンシング部 仙台市民総体フェンシング

ᴥ2024¯10¯µ ᵻ 10¯¶ᴦ

ǽ႒ފʂʯʕɬʟʵ˂ʶρ̷ǽቼ ³ͱǽែࡺǽ৮ණ 

ǽފܤʂʯʕɬʟʵ˂ʶρ̷ǽቼ µͱǽర˨ǽ֪Ǿ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽቼ ·ͱǽ˹ࡺǽፀ᚛ 

ǽފܤʁʕɬʟʵ˂ʶρ̷ǽǽቼ ³ͱǽ˹ႎǽǾ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽቼ ¶ͱǽటႎǽᔐျǾ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽቼ ·ͱǽᯚ൞ǽˤǾ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽቼ ¸ͱǽག̢ǽथ 

ǽيފܤͶÂʋ˂ʪǽǽǽǽ  ቼᴯͱǽᯚ൞ˤǾ˧๕ፆǾ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽర˨֪Ǿ᥆ኳᓾΗ

Ҷ ᤍ 

令和 5 年度宮城県高体連剣道専門部仙塩支部剣道大会

ᴥµ¯1³ ᵻ µ¯14ᴦ

ǽ႒يފͶ

ǽ̙ᤣʴ˂ɺǽ͈ի̝ µᴪ 0ҟࣈ

ǽǽǽǽǽǽǽ͈ի̝ ³ᴪ 0͈իտࠞǽ̙ᤣʴ˂ɺ 1ͱ

ǽขӫʒ˂ʔʫʽʒ ǽ͈ի̝و1 1ᴪ ³͈ի˧ǽᣝ

ǽيފܤͶ

ǽ̙ᤣʴ˂ɺǽ͈ի̝ ³ᴪ ངǽ͈ի̝ࢿڌ1 1ᴪ 1͈իూ

ǽ̙ᤣʴ˂ɺ 1ͱ

ǽขӫʒ˂ʔʫʽʒ ǽ͈ի̝و1 0ᴪ 4ᣝ

ǽ႒ފρ̷ǽࡾᗵ֚۾ǽቼ ³ͱ

ǽފܤρ̷ǽӏᗵ᭛ᮓǽʣʃʒ ¸

第 72 回宮城県高等学校総合体育大会剣道競技ᴥ¶¯³ ᵻ ¶¯µᴦ

ǽ႒يފͶ

ǽ̙ᤣʴ˂ɺǽ͈ի̝ 4ᴪ 0͈ի˧ಡ

ǽǽǽǽǽǽǽ͈ի̝ ³ᴪ 1͈ի̝ᕜǽ̙ᤣʴ˂ɺ 1ͱǽ

ǽขӫʒ˂ʔʫʽʒ ǽ͈ի̝و1 2ᴪ 1ᆀࢊ

ǽขӫʒ˂ʔʫʽʒ ǽ͈ի̝و2 1ᴪ 1͈իԧ

͍᚜២Ȥǽʣʃʒ 1¶

ǽيފܤͶ

ǽ̙ᤣʴ˂ɺǽ͈ի̝ µᴪ 0ฤᮁࠞ

ǽǽǽǽǽǽǽ͈ի̝ 0ᴪ 2աࡺ᳄ǽ̙ᤣʴ˂ɺ 2ͱᣝ

ǽ႒ފρ̷ǽ日ࠞᤒǽʣʃʒ ¸ᴥూԈ͢۾ҋکᴦ

ǽǽǽǽǽǽǽࡾᗵ֚۾ǽ2وᣝ

ǽފܤρ̷ǽӏᗵ᭛ᮓǽʣʃʒ 1¶

ǽǽǽǽǽǽǽܝᏩಡǽ³وᣝ

第 69 回東北高等学校剣道選手権大会ᴥ¶¯24 ᵻ ¶¯2µᴦ

ǽ႒ފρ̷ǽ日ࠞᤒǽ1وᣝ

第 78 回国民体育大会宮城県予選会ᴥ·¯µᴦ

ǽ႒ފρ̷ǽరผǽ1وᣝ

ǽǽǽǽǽǽǽࡾᗵᬩǽ2وᣝ

ǽފܤρ̷ǽӏᗵ᭛ᮓǽ4وᣝᴥʣʃʒ 1¶ᴦ

ǽǽǽǽǽǽǽ᱖ᏹರǽ2وᣝ

宮城高体連剣道専門部仙塩支部新人大会ᴥ¸¯1¹ᴦ

ǽ႒يފͶǽ1وǽ͈ի̝ ³ᴪ 1ᅇࡾഈ
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ǽǽǽǽǽǽǽ2وǽ͈ի̝ 4ᴪ 1͈իూ

ǽǽǽǽǽǽǽ³وǽ͈ի̝ 0ᴪ 1͈իˢ

ǽيފܤͶǽ1وǽ͈ի̝ 4ᴪ 0߸ጹޙ

ǽǽǽǽǽǽǽ2وǽ͈ի̝ 0ᴪ 1͈իᑎᔐ

宮城県高等学校剣道新人大会ᴥ11¯10 ᵻ 11¯12ᴦ

ǽ႒يފͶ

ǽ̙ᤣʴ˂ɺǽ͈ի̝ µᴪ 0ూԈ

ǽǽǽǽǽǽǽ͈ի̝ 4ᴪ ែǽǽ̙ᤣʴ˂ɺߋ0 1ͱǽ

ǽขӫʒ˂ʔʫʽʒ ǽ͈ի̝و1 0ᴪ 1͈իǽʣʃʒ 1¶

ǽيފܤͶ

ǽ̙ᤣʴ˂ɺǽ͈ի̝ 1ᴪ 1౺ႎ

ǽǽǽǽǽǽǽ͈ի̝ µᴪ 0͈իԧǽ̙ᤣʴ˂ɺ 1ͱ

ǽขӫʒ˂ʔʫʽʒǽໄȁขӫǽ͈ի̝ 0ᴪ 1͈իᑎᔐ

ʣʃʒ ¸

ǽ႒ފρ̷ǽరผǽ2وᣝ

ǽǽǽǽǽǽǽຝ၏ۢǽ³وᣝ

ǽފܤρ̷ǽӏᗵ᭛ᮓǽቼ 2ͱ

ǽǽǽǽǽǽǽ᱖ᏹರǽʣʃʒ ¸

宮城県高等学校剣道選手権大会ᴥ2¯4ᴦ

ǽيފܤͶ ǽቼ ³ͱᴥӏᗵ᭛ᮓˁܝᏩಡˁʹᗵඬˁ

ǽǽǽǽǽǽǽǽǽǽ᱖ᏹರˁԧ፬ᮓᴦ

令和 6 年度宮城県高体連剣道専門部仙塩支部剣道大会

ᴥ2024¯µ¯¹ ᵻ µ¯10ᴦ

ǽ႒يފͶ

ǽ̙ᤣʴ˂ɺǽ͈ի̝ᴯᴪ１ޙണˀࠥ

ǽǽǽǽǽǽǽ͈ի̝ᴰᴪᴯ۹៹ڌǽ̙ᤣʴ˂ɺ１ͱ

ǽขӫʒ˂ʔʫʽʒ１وǽ͈ի̝ᴯᴪᴰ͈ի˧ǽᣝ 

ǽيފܤͶ

ǽ̙ᤣʴ˂ɺǽ͈ի̝ᴱᴪᴭޙڌ

ǽǽǽǽǽǽǽ͈ի̝ᴯᴪᴭ͈ի̝ᕜǽ̙ᤣʴ˂ɺ１ͱ

ǽขӫʒ˂ʔʫʽʒ１وǽ͈ի̝ᴯᴪᴯႆ๊୫ԇޙ۾ᯚ

͍᚜ӫ

ǽໄขӫǽ͈ի̝１ᴪ１͈ի˧ಡǽ͍᚜ӫ

ǽขǽӫǽ͈ի̝１ᴪᴯ͈իǽᣝǽໄТӫǽ 

ǽ႒ފρ̷ǽຝ၏ۢǽʣʃʒᴵ

ǽފܤρ̷ǽӏᗵ᭛ᮓǽТӫ

第 73 回宮城県高等学校総合体育大会剣道競技

ᴥ2024¯¶¯1 ᵻ ¶¯³ᴦ

ǽ႒يފͶ

ǽ̙ᤣʴ˂ɺǽ͈ի̝ ³ᴪ 1߸ጹޙ

ǽǽǽǽǽǽǽ͈ի̝ 2ᴪ 1౺ႎǽ̙ᤣʴ˂ɺ１ͱǽ 

ǽขӫʒ˂ʔʫʽʒ１وǽ͈ի̝ 0ᴪ 1ҟࣈǽᣝ

ǽيފܤͶ

ǽ̙ᤣʴ˂ɺǽ͈ի̝ µᴪ 0ᆀࢊԈ

ǽǽǽǽǽǽǽ͈ի̝ 0ᴪ 1౺ႎǽ̙ᤣʴ˂ɺ 2ͱᣝ 

ǽ႒ފρ̷ǽరผǽᴱوᣝᴥʣʃʒ 1¶ᴦ

ǽǽǽǽǽǽǽຝ၏ࢍǽᴯوᣝ 

ǽފܤρ̷ǽӏᗵ᭛ᮓǽʣʃʒ ¸ᴥూԈ͢۾ҋکᴦ

ǽǽǽǽǽǽǽ᱖ᏹರǽʣʃʒ ¸ᴥూԈ͢۾ҋکᴦ

第 70 回東北高等学校剣道選手権大会ᴥ2024¯¶¯22 ᵻ ¶¯2³ᴦ

ǽފܤρ̷ǽӏᗵ᭛ᮓǽ１وᣝ

ǽǽǽǽǽǽǽ᱖ᏹರǽ１وᣝ

第 79 回国民スポーツ大会宮城県予選ᴥ2024¯·¯µᴦ

ǽ႒ފρ̷ǽӏᗵ᪾ࡎǽᴱوᣝᴥʣʃʒ 1¶ᴦ

ǽǽǽǽǽǽǽ٠ႎ៱ˢǽ³وᣝ 

ǽފܤρ̷ǽ᱖ᏹರǽᴯوᣝᴥʣʃʒ 1¶ᴦ

ǽǽǽǽǽǽǽԧ፬ᮓǽᴰوᣝ

宮城高体連剣道専門部仙塩支部新人大会ᴥ2024¯¸¯1¸ᴦ

ǽ႒يފͶǽ１وǽ͈ի̝ᴱᴪ１ᯚߩջ

ǽǽǽǽǽǽǽᴯوǽ͈ի̝ᴭᴪᴰూԈޙǽᣝ

ǽيފܤͶǽᴯوǽ͈ի̝ᴯᴪ１͈իᑎᔐ

ǽǽǽǽǽǽǽᴰوǽ͈ի̝ᴭᴪᴰႆ๊୫ԇޙ۾ᯚǽᣝ

宮城県高等学校剣道新人大会ᴥ2024¯11¯¸ ᵻ 11¯10ᴦ

ǽ႒يފͶ

ǽ̙ᤣʴ˂ɺǽ͈ի̝ᴭᴪᴰ͈իᑎᔐ

ǽǽǽǽǽǽǽ͈ի̝１ᴪᴱኳᮁǽ̙ᤣʴ˂ɺᣝǽ

ǽيފܤͶ

ǽ̙ᤣʴ˂ɺǽ͈ի̝ᴱᴪ１ߋែ

ǽǽǽǽǽǽǽ͈ի̝ᴭᴪᴰ͈իǽ̙ᤣʴ˂ɺ 2ͱᣝ

ǽ႒ފρ̷ǽӏᗵ᪾ࡎǽ³وᣝ

ǽǽǽǽǽǽǽ٠ႎ៱ˢǽ³وᣝ

ǽފܤρ̷ǽԧ፬ᮓǽ³وᣝ

ǽǽǽǽǽǽǽ᱖ᏹರǽ4وᣝᴥʣʃʒ 1¶ᴦ

౬ ᤍ 

第 135 回仙塩地区高等学校柔道大会ᴥ4¯24 ᵻ 4¯24ᴦ

ǽ႒ފρ̷ǽ¸1ëç ጥǽ̹ǽቼ ³ͱ

ǽފܤρ̷ǽຝᤲᏩǽқᣝ

第 72 回宮城県高等学校総合体育大会柔道競技ᴥ¶¯2 ᵻ ¶¯4ᴦ

ǽ႒ފρ̷ ¸1ëç ጥǽǽ̹ǽʣʃʒ ¸ǽ

ǽފܤρ̷ µ2ëç ጥǽຝᤲᏩǽқᣝ

ǽջ ๊Ӧᴥ͢۾ջˁˁᤣਖ਼ջᴦ

౬ ᤍ 

第 78 回国民体育大会柔道競技少年男子・女子宮城県第 2 次

選考会ᴥ·¯1µᴦ

ǽ႒ފρ̷ǽ¹0ëç ጥǽǽ̹ǽ2وᣝᴩʣʃʒ 1¶

第 36 回大久康杯宮城県公立高等学校柔道大会ᴥ10¯1ᴦ

ǽ2年႒ފǽིࢃҝጥǽቼ ³ͱǽǽ̹

第 73 回宮城県高等学校柔道新人大会

兼第 46 回全国高等学校柔道選手権大会宮城県一次予選大会

ᴥ11¯³ ᵻ 11¯µᴦ

ǽ႒ފρ̷ǽ¹0ëç ጥǽǽ̹ǽʣʃʒ ¸

ǽ٥ԖߦيͶǽ͈٥ںԖʋ˂ʪǽቼ 2ͱ

第 137 回仙塩地区高等学校柔道大会ᴥ2024¯4¯2·ᴦ

ǽ႒ފρ̷ǽ¹0ëç ጥǽ̹ǽቼᴯͱ

第 73 回宮城県高等学校総合体育大会柔道競技

ᴥ2024¯¶¯1 ᵻ ¶¯2ᴦ

ǽ႒ފρ̷ǽ¹0ëç ጥǽǽ̹ǽቼᴯͱ

第 74 回東北高等学校柔道大会ᴥ2024¯¶¯24 ᵻ ¶¯2µᴦ

ǽ႒ފρ̷ǽ¹0ëç ጥǽǽ̹ǽʣʃʒᴵ

ࣾ ᤍ 

令和 5 年度仙台塩釜地区高等学校春季弓道大会兼宮城県高校

総体弓道競技大会仙台塩釜地区予選会ᴥµ¯12 ᵻ µ¯1³ᴦ

ǽ႒يފͶǽ͈իቼ̝Áǽቼ ³ͱ

ǽ႒ފρ̷ǽ᱖ᏹᤘ܀ǽቼ 2ͱ

ǽǽǽǽǽǽ᱖ᏹᤘ܀ᴩᕏ܀៱ᴩշႎᅺխ

ᅇ͢۾ҋک൏ပी

ǽފܤρ̷ǽᔙࡺފᓹᮓᴩᅸͽᏩǽᅇ͢۾ҋک൏ပी

第 78 回宮城県高等学校総合体育大会弓道競技ᴥ¶¯³ ᵻ ¶¯µᴦ

ǽ႒يފͶǽໄขӫᣝǽʣʃʒ ¸

ǽيފܤͶǽ2ඒ̙ᤣᣝ

ǽ႒ފρ̷ǽ᱖ᏹᤘ܀ᴩᕏ܀៱ᴩշႎᅺխǽ1ඒ̙ᤣᣝ

ǽފܤρ̷ǽᔙࡺފᓹᮓǽ2ඒ̙ᤣᣝᴩ

ǽǽǽǽǽǽᅸͽᏩǽ1ඒ̙ᤣᣝ

第 60 回仙台市民総合体育大会弓道競技ᴥ¸¯20ᴦ

ǽيފܤͶᴥሙరˁర˨ˁᲩੑˁᅸͽˁʹᗵᴦǽТӫ

ǽފܤρ̷ǽᅸͽᖫǽቼ ³ͱᴩᲩੑșɜɜǽቼ µͱ

令和 5 年度仙台塩釜地区高等学校秋季弓道大会兼宮城県高等

学校新人大会弓道競技地区予選会ᴥ10¯1³ ᵻ 10¯14ᴦ

ǽ႒يފͶǽ͈իቼ̝Áǽቼ ³ͱ

ǽ႒ފρ̷ǽిпǽቼ 4ͱǽ

ǽǽǽǽǽǽజర܀ᴩᓎ˰ᴩిпᴩᦣజ日

ᅇ͢۾ҋک൏ပी

ǽފܤρ̷ǽర˨ܪǽቼ ¶ͱ

ǽǽǽǽǽǽሙరఢᔾᴩᲩੑșɜɜᴩర˨ܪ

ᅇ͢۾ҋک൏ပी

令和 5 年度宮城県高等学校新人大会弓道競技ᴥ11¯2 ᵻ 11¯4ᴦ

ǽ႒يފͶǽ̙ᤣᣝ

ǽيފܤͶǽ̙ᤣᣝ

ǽ႒ފρ̷ǽిпǽǽ2ඒ̙ᤣᣝ

ǽǽǽǽǽǽజర܀ᴩᓎ˰ᴩᦣజ日ǽ1ඒ̙ᤣᣝ

ǽފܤρ̷ǽᲩੑșɜɜǽໄȁขӫᣝ

ǽǽǽǽǽǽర˨ܪǽ2ඒ̙ᤣᣝǽǽሙరఢᔾǽඑک

第 61 回仙台市民総合体育大会弓道競技ᴥ2024¯¸¯1¸ᴦ

ǽيފܤͶǽТӫ 

ǽފܤρ̷ǽቼ 2ͱǽ̢ᤲȁފ

令和 6 年度宮城県高等学校新人大会弓道競技

ᴥ2024¯11¯2 ᵻ 11¯³ᴦ

ǽ႒يފͶǽໄขӫҋᴥʣʃʒ ¸ᴦ 

ǽيފܤͶǽໄȁขӫҋᴥʣʃʒ 1¶ᴦ 

ǽ႒ފρ̷ǽ᳦ᗵТᅊǽขӫҋǽʹᗵႏˁʹȁజᓦ၏

ǽ１ඒ̙ᤣᣝ

ǽފܤρ̷ǽ̢ᤲȁފˁࠞ˩ᕛǽ1ඒ̙ᤣᣝ

ࠞ ࠬ 

2023 年度第 72 回宮城県高等学校総合体育大会登山大会

ᴥ¶¯³ ᵻ ¶¯µᴦ

ǽيͶ႒ފ ·ͱᴩيͶފܤ 4ͱ

2023 年度第 53 回宮城県高等学校体育連盟登山専門部新人大

会ᴥ10¯¶ ᵻ 10¯¸ᴦ

ǽيͶ႒ފ ³ͱᴩيͶފܤ 1ͱ

ʲ ʍ ʒ 

令和 5 年度宮城県高等学校総合体育大会ヨット競技

ᴥ¶¯³ ᵻ ¶¯4ᴦ

ǽ႒ފɽʽʚɮʽʓǽቼ ¶ͱ

ǽ႒ފʶ˂ʀ˂ʳʂɬʵጥᴥ˹ᦷ᠊Ҵᴦǽቼ ¶ͱ

ǽފܤɽʽʚɮʽʓǽቼ ³ͱ

ǽފܤ 420 ጥᴥైࠆ日֪ᴩ˹ႎᏩအᴦǽቼ µͱ

ǽފܤ 420 ጥᴥᤕᗵɂɞᮓᴩޥ᥆ȕȞɀᴦǽቼ ¶ͱ

令和 5 年度第 63 回東北高等学校ヨット選手権大会

ᴥ¶¯1¶ ᵻ ¶¯1¸ᴦ

ǽ႒ފɽʽʚɮʽʓǽቼ ¸ͱ

ǽ႒ފʶ˂ʀ˂ʳʂɬʵጥᴥ˹ᦷ᠊Ҵᴦǽቼ ·ͱ

ǽ႒ފʶ˂ʀ˂ʳʂɬʵጥᴥᇩࡥ日տᴦǽቼ 10 ͱ

ǽފܤɽʽʚɮʽʓǽቼ ¶ͱ
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ʲ ʍ ʒ 

ǽފܤ 420 ጥᴥైࠆ日֪ᴩ˹ႎᏩအᴦǽቼ ¹ͱ

ǽފܤ 420 ጥᴥᤕᗵɂɞᮓᴩޥ᥆ȕȞɀᴦǽቼ 11 ͱ

2023 年度北海道東北 420 級ヨット選手権大会

ᴥ10¯14 ᵻ 10¯1µᴦ

ǽైࠆ日֪ᴩ˹ႎᏩအǽቼ µͱ

ǽᤕᗵɂɞᮓᴩޥ᥆ȕȞɀǽቼ 1³ ͱ

ǽÉÌÃÁ¶ ᩌǽ˹ᦷ᠊Ҵǽቼ 2ͱ

令和 5 年度宮城県高等学校ヨット新人大会ᴥ10¯21 ᵻ 10¯22ᴦ

ǽ႒ފʶ˂ʀ˂ʳʂɬʵጥᴥ˹ᦷ᠊Ҵᴦǽቼ 4ͱ

ǽ႒ފʶ˂ʀ˂ʳʂɬʵጥᴥᇩࡥ日տᴦǽቼ 10 ͱ

ǽފܤ 420 ጥᴥైࠆ日֪ᴩ˹ႎᏩအᴦǽቼ 2ͱ

ǽފܤ 420 ጥᴥᤕᗵɂɞᮓᴩޥ᥆ȕȞɀᴦǽቼ 4ͱ

令和 6 年度宮城県高等学校総合体育大会ヨット競技

ᴥ2024¯¶¯1 ᵻ ¶¯2ᴦ

ǽ႒ފɽʽʚɮʽʓǽቼ µͱ

ǽ႒ފ 420 ጥᴥᇩࡥˁᩋែࡺᴦǽቼ 1³ ͱ

ǽ႒ފ ÉÌÃÁᴳጥᴥ˹ᦷᴦǽቼ 4ͱ

ǽފܤɽʽʚɮʽʓǽቼ 2ͱ

ǽފܤ 420 ጥᴥైࠆˁ˹ႎᴦǽቼ 2ͱ

ǽފܤ 420 ጥᴥᤕᗵˁޥ᥆ᴦǽቼ µͱ

令和 6 年度東北高等学校ヨット選手権大会

ᴥ2024¯¶¯14 ᵻ ¶¯1¶ᴦ

ǽ႒ފɽʽʚɮʽʓǽቼ 11 ͱ

ǽ႒ފ 420 ጥᴥᇩࡥˁᩋែࡺᴦǽቼ 1· ͱ

ǽ႒ފ ÉÌÃÁᴳጥᴥ˹ᦷᴦǽቼ ¶ͱ

部活動の記録／学芸部成績

ǽջ ǽǽǽǽǽ

 ᣞ 

第 70 回 NHK 杯全国高校放送コンテスト宮城県大会ᴥ¶¯10 ᵻ ¶¯1¶ᴦ
ǽɬʔɰʽʃᩌǽТᇸ᠈ǽᜏᤍފǽǽకᝣᩌǽТᇸ᠈ǽᦣజТᮓ
ǽɬʔɰʽʃᩌǽТᓦ᠈ǽ܌ࠞߴȁǽǽకᝣᩌǽТᓦ᠈ǽຌǽ۾
第 70 回 NHK 杯全国高校放送コンテスト全国大会ᴥ·¯2µ ᵻ ·¯2·ᴦ
ǽɬʔɰʽʃᩌǽоᤣǽᜏᤍފǽǽకᝣᩌǽໄȁขӫҋǽᦣజТᮓ
第 47 回全国高等学校総合文化祭（かごしま総文）放送部門ᴥ¸¯³ ᵻ ¸¯4ᴦ
ǽɬʔɰʽʃᩌҋکǽ܌ࠞߴȁ
第 16 回山形大学高校生朗読コンクールᴥ10¯1·ᴦ
ǽоᤣǽᦣజТᮓ
第 42 回宮城県高等学校放送コンテスト新人大会ᴥ10¯21 ᵻ 11¯11ᴦ
ǽకᝣᩌǽТᓦ᠈ǽᄾ༖ᄍᬩǽǽకᝣᩌǽТᓦ᠈ǽዱȦɂɞ
ǽకᝣᩌǽܟӘ᠈ǽຌǽ۾ǽǽకᝣᩌǽܟӘ᠈ǽʹᗵᤘᓹǽǽకᝣᩌǽܟӘ᠈ǽైటগ܌
ǽɬʔɰʽʃᩌǽоᤣǽߴߥѻފ
第 27 回東北高等学校放送コンテスᴥ2¯³ ᵻ 2¯4ᴦ
ǽకᝣᩌǽܟӘ᠈ǽዱȦɂɞǽǽకᝣҋکǽᄾ༖ᄍᬩ

ќ ᅊ 
第 31 回宮城県高等学校文化連盟写真専門部 春季写真撮影大会ᴥµ¯2· ᵻ µ¯2¸ᴦ
ǽоᤣǽ1年ǽʹᗵಂ

ႆ ࿎ 
第 76 回　宮城県高等学校生徒理科研究発表会ᴥ10¯2·ᴦ
ǽႆ࿎ᩌǽТᇸ᠈Ȉɷɮʷʁʱɰʂʱɰʚɲऀ࿎ȻȰɁӛȉ
ǽǽǽǽǽǽ2年ǽຝᄘ̿ǽ1年ǽ۾༖ǽ1年ǽైႎॖ᥆

࿎ ျ 
第 76 回　宮城県高等学校生徒理科研究発表会ᴥ10¯2·ᴦ
ǽ࿎ျᩌǽ͢ᩋ᠈ȈᤆӦȬɞ˨ɁɽʨɁᢆوȉ
ǽǽǽǽǽǽ2年ǽ᭺ᄻᆹᴩ2年ߋႎȨȢɜᴩ1年֪ႎॄۼ

ԇ ޙ 

第 76 回　宮城県高等学校生徒理科研究発表会ᴥ10¯2·ᴦ
ǽԇޙᩌǽ͢ᩋ᠈ȈɻʩɵʵʳɮʒɁɞȨȻધፖॴɥᯚɔɞᵻ᜔ݨɁ೫ᵻȉ
ǽǽǽǽǽǽ1年ǽᆀࡺ၏܀ᴩ2年ǽᕑ٥ۿ
ǽǽǽǽǽǽТᇸ᠈Ȉཎ෯Ɂͽస͔ȻบȾߦȬɞ๎ӛȉ
ǽǽǽǽǽǽ2年ǽک۾ǽΥǾ2年ǽʹᗵ۾Ǿ2年ǽႦࠞ۾

٥ ޙ 
第 76 回宮城県高等学校生徒理科研究発表会ᴥ10¯2·ᴦ
ǽޙ٥ᩌǽТᇸ᠈Ȉ࣮࿎ɁഫᣲȻυەમӦɁᩜΡȉǽ2年ǽʹᗵၑሡǽǽ2年ǽʹȁజုᏩ
ǽǽǽǽǽǽТᇸ᠈Ȉైࡀˁںڒ٥ɁᆂɁґȉǽǽ1年ǽ̢̕మൗǽǽ1年ǽڷՁׄ

ն כ 

第 90 回 NHK 全国学校音楽コンクール宮城県大会ᴥ¸¯20ᴦ
ǽᧁ᠈
第 75 回全日本合唱コンクール宮城県大会ᴥ¸¯2·ᴦ
ǽᧁ᠈
第 35 回宮城県合唱アンサンブルコンテストᴥ12¯1¶ᴦ
ǽᧁ᠈
第 91 回 NHK 全国学校音楽コンクール宮城県コンクール ᴥ2024¯¸¯1¸ᴦ
ǽᦿ᠈

  ഒ 

第 38 回宮城県管打楽器ソロコンテストᴥ¶¯4ᴦ
ǽ༖ႎᆧǽʟʵ˂ʒǽᦂ᠈ǽǽธԈڨᇋ᠈
第 66 回宮城県吹奏楽コンクール予選仙台青葉 ･ 泉地区大会ᴥ·¯¸ᴦ
ǽᯚኄޙಇɁǽᧁ᠈
第 57 回宮城県アンサンブルコンテスト予選仙台青葉地区大会ᴥ12¯1·ᴦ
ǽᯚኄޙಇɁǽᦂከтǽǽǽǽǽᦂ᠈ǽǽɿɹʇʟɳʽهǽᦂ᠈
ǽǽǽǽǽǽǽǽɹʳʴʗʍʒهǽᦿ᠈ǽǽੜഒهبǽǽǽǽᦿ᠈ǽ

ǽջ ๊Ӧᴥ͢۾ջˁˁᤣਖ਼ջᴦ

ʲ ʍ ʒ 

ǽފܤɽʽʚɮʽʓǽТӫ

ǽ420ފܤጥᴥైˁࠆ ˹ႎᴦǽቼ2ͱᴥɮʽʉ˂ʙɮҋک൏ပीᴦ

ǽ420ފܤጥᴥᤕᗵˁ ൏ပीᴦک᥆ᴦǽቼ¶ͱᴥɮʽʉ˂ʙɮҋޥ

令和 6 年度全国高等学校総合体育大会ヨット競技

ᴥ2024¯¸¯12 ᵻ ¸¯1¶ᴦ

ǽފܤɽʽʚɮʽʓǽቼ 2¹ ͱ

ǽފܤ 420 ጥᴥైࠆˁ˹ႎᴦǽቼ 24 ͱ

ǽފܤ 420 ጥᴥᤕᗵˁޥ᥆ᴦǽቼ ³1 ͱ

2024 年第 37 回全日本 420 級ヨット選手権大会

ᴥ2024¯10¯11 ᵻ 10¯14ᴦ

ǽቼ 4¸ ͱǽޥ᥆ȕȞɀˁᩋែࡺਈᐓ

令和 6 年度宮城県高等学校新人大会ヨット競技

ᴥ2024¯10¯1¹ ᵻ 10¯20ᴦ

ǽቼ ¶ͱǽޥ᥆ȕȞɀˁᩋែࡺਈᐓ

ʃ ɷ ˂ 

第 73 回宮城県高等学校総合体育大会スキー競技会

ᴥ1¯12 ᵻ 1¯14ᴦ

ǽ˹ᛴᏩፀ

ǽሗᄻᴷɬʵʤʽǽފܤʂʭɮɬʽʒʃʳʷ˂ʪǽ2ͱ

ɮʽʉ˂ʙɮҋک

ǽފܤǽيͶ፱նТӫ

第 78 回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会宮城県予選

会ᴥ1¯1¹ ᵻ 1¯20ᴦ

ǽࠞ܀

ǽሗᄻᴷɬʵʤʽǽ႒ފʂʭɮɬʽʒʃʳʷ˂ʪǽµͱ

ّʃʧ˂ʎ͢۾ҋک
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ǽջ ǽǽǽǽǽ

  ഒ 

第 57 回宮城県アンサンブルコンテストᴥ1¯14ᴦ

ǽᦂከтǽᦂ᠈ǽǽɿɹʇʟɳʽهǽᦿ᠈

第 67 回宮城県吹奏楽コンクール予選仙台青葉 ･ 泉地区大会ᴥ2024¯·¯20ᴦ

ǽᯚኄޙಇɁǽᦿ᠈

2024（第 30 回）日本管楽合奏コンテスト予選審査会ᴥ2024¯¹¯2³ ᵻ ¹¯2·ᴦ

ǽᯚಇႆÂᩌǽТᇸ᠈

߬ ೊ 

第 59 回全国高等学校将棋選手権大会宮城県予選大会（全国総文祭予選）ᴥµ¯22 ᵻ µ¯2³ᴦ

ǽފܤρ̷ǽቼ 2ͱᴥпّ͢۾ҋک൏ပीᴦǽࠥࡆျχ 

ǽ႒يފͶǽቼ 2ͱǽ˧̷ֿۿˁՒࡺණˁజޫ̿ 

ǽ႒ފρ̷Áጥǽቼ ³ͱǽՒࡺණǽǽቼ 4ͱǽజޫ̿ǽ

ǽǽǽǽǽǽǽǽ ቼ ¶ͱǽ˧̷ֿۿǽǽቼ ·ͱǽ֪ࠞߴᢚ

第 40 回宮城県高等学校将棋新人戦ᴥ11¯2ᴦ

ǽ႒ފρ̷Áጥǽቼ 4ͱǽజޫ̿ᴥూԈ̷͢۾ҋک൏ပीᴦ 

ǽ႒ފρ̷Áጥǽቼ µͱǽՒࡺණᴥూԈ̷͢۾ҋک൏ပीᴦ 

ǽ႒ފρ̷Âጥǽቼ 4ͱǽᕑ٥ۿ

第 24 回東北地区高等学校将棋新人大会ᴥ12¯1µ ᵻ 12¯1¶ᴦ

ǽ႒ފρ̷ǽቼ ¸ͱǽՒࡺණǽǽቼ 1¸ ͱǽజޫ̿

第 60 回全国高等学校将棋選手権宮城県予選大会（全国総文祭予選）ᴥ2024¯µ¯1¶ ᵻ µ¯1·ᴦ

ǽ႒يފͶǽቼᴳͱǽ͈ի̝ᴾᴥՒࡺණᴩజޫ̿ᴩࡾᗵ̷ᴦ 

ǽǽǽǽǽǽቼ 10 ͱǽ͈ի̝ᴿᴥ˧̷ֿۿᴩᕑ٥ۿᴩࡥா͵ᴦ 

ǽ႒ފρ̷ᴾጥǽቼᴯͱǽՒࡺණᴥпّ͢۾ҋک൏ပीᴦǽǽቼᴰͱǽజޫ̿ǽǽቼᴵͱǽ˧̷ֿۿǽǽቼ 14 ͱǽ˧๕᭝ᮗ 

ǽǽǽǽǽǽǽǽቼ 1¸ ͱǽᕑ٥ۿ 

ǽ႒ފρ̷ᴿጥǽቼᴯͱǽႎ߬ˢǽǽቼᴳͱǽࡥா͵ǽǽቼᴵͱǽᇩႎϧ̝ 

ǽ႒ފρ̷ᵀጥǽቼ 14 ͱǽࡾᗵԚ࣋ 

ǽފܤρ̷ǽǽǽቼᴯͱǽ𥶡۳ᴥпّ͢۾ҋک൏ပीᴦ

第 60 回全国高等学校将棋選手権大会兼第 48 回全国高等学校総合文化祭将棋部門ᴥ2024¯¸¯1ᵻ ¸¯2ᴦ

ǽ႒ފρ̷ǽቼ ³0 ͱǽՒࡺණ 

ǽފܤρ̷ǽቼ ·¶ ͱǽ𥶡۳

ٍ ᆛ 

第 17 回全国高等学校囲碁選抜大会ᴥ³¯1¸ ᵻ ³¯1¹ᴦ

ǽ႒يފͶǽТӫᴥ˿߬ᴷԛᕹ֪ᅊḨᴩһ߬ᴷ̝᪡ڛխைḨᴩ˧߬ᴷ˧๕ǽ՞ḩᴩᛃඑᴷڷՁॖׄḩᴦ 

ǽيފܤͶǽቼ 14 ͱᴥ˿߬ᴷ̢̝ᅊျḨᴩһ߬ᴷࠥࡆျχḩᴩ˧߬ᴷైటḨᴦ 

ǽ႒ފρ̷ǽԛᕹ֪ᅊḨǽቼ 12 ͱ 

ǽ႒ފᴶᡅᄷǽ˧๕ǽ՞ḩǽቼ ³ͱ 

ǽފܤᴶᡅᄷǽ̢̝ᅊျḨǽТӫ

第 47 回文部科学大臣杯全国高等学校囲碁選手権大会ᴥ·¯24 ᵻ ·¯2¶ᴦ

ǽ႒يފͶǽТӫᴥ˿߬ᴷԛᕹ֪ᅊḨᴩһ߬ᴷ̝᪡ڛխைḨᴩ˧߬ᴷ˧๕ǽ՞ḩᴩᛃඑᴷڷՁॖׄḩᴦ 

ǽ႒ފρ̷ǽԛᕹ֪ᅊḨǽ̙ᤣʴ˂ɺᣝǽǽ̝᪡ڛխைḨǽ̙ᤣʴ˂ɺᣝ

第 47 回全国高等学校総合文化祭囲碁部門ᴥ·¯³1 ᵻ ¸¯1ᴦ

ǽيͶᴥ᥆ᤍࣈᅇߦᴦǽቼ 1¸ ͱᴥ߬۾ᴷ˧๕ǽ՞ḩᴦ 

ǽ႒ފρ̷ǽԛᕹ֪ᅊḨǽቼ ¸ͱ

第 24 回宮城県高等学校囲碁九路盤大会（第 30 回宮城県高等学校総合文化祭を兼ねる）ᴥ10¯1³ᴦ

ǽ̝᪡ڛխைḨǽТӫᴩԛᕹ֪ᅊḨǽቼ 2ͱᴩ෫༖֚Ύḧǽቼ ¶ͱᴩᦣజ̹ḧǽቼ ·ͱᴩ

ǽڷՁׄḧǽቼ ¸ͱ

第 37 回東北地区高等学校囲碁選手権大会 兼 第 18 回全国高等学校囲碁選抜大会東北地区予選大会ᴥ11¯10 ᵻ 11¯11ᴦ

ǽ႒يފͶᴥ˿߬ᴷԛᕹ֪ᅊḨᴩһ߬ᴷ̝᪡ڛխைḨᴩ˧߬ᴷ෫༖֚ΎḧᴦТӫ 

ǽيފܤͶᴥһ߬ᴷ̢̝ǽᅊျḨᴦቼ ³ͱ 

ǽ႒ފρ̷ᴥ˿߬Ɂᴦǽԛᕹ֪ᅊḨǽቼ 1ͱǽǽ႒̎ފᡅᄷᴥһ߬Ɂᴦǽ̝᪡ڛխைǽቼ 1ͱ 

ǽ႒̎ފᡅᄷᴥ˧߬Ɂᴦǽ෫༖֚Ύḧǽቼ 1ͱǽǽ̎ފܤᡅᄷᴥһ߬Ɂᴦǽ̢̝ᅊျḨǽቼ 1ͱ 

ǽТᇸᤣਖ਼᠈ǽᴥԛᕹ֪ᅊḨᴩ̝᪡ڛխைḨᴩ෫༖֚Ύḧᴩ̢̝ᅊျḨᴦ

第 41 回宮城県高等学校囲碁新人大会ᴥ1¯2¸ᴦ

ǽρ̷Áɺʵ˂ʡǽԛᕹ֪ᅊḨǽቼ 1ͱ

第 48 回全国高等学校総合文化祭囲碁部門宮城県代表選手選抜戦ᴥ2024¯4¯20ᴦ

ǽ႒ފǽТǽӫǽԛᕹǽ֪ᅊḩᴥпّ͢۾႒ފρ̷ڌᅇ͍᚜ᴦǽǽቼ 2ͱǽ̝᪡ڛǽխைḩᴥпّي͢۾Ͷڌᅇ͍᚜ᴷ˿߬ᴦ 

ǽǽǽǽቼ ³ͱǽ෫༖ǽ֚ΎḨᴥпّي͢۾Ͷڌᅇ͍᚜ᴷһ߬ᴦ 

ǽފܤǽቼ 2ͱǽ̢̝ǽᅊျḩᴥпّي͢۾Ͷڌᅇ͍᚜ᴷ˧߬ᴦ

第 48 回文部科学大臣杯全国高等学校囲碁選手権大会宮城県大会ᴥ2024¯¶¯22 ᵻ ¶¯24ᴦ

ǽ႒يފͶǽТǽӫᴥԛᕹǽ֪ᅊḩᴩ̝᪡ڛǽխைḩᴩ෫༖ǽ֚ΎḨᴦᴥпّڌ͢۾ᅇ͍᚜ᴦ 

ǽ႒ފρ̷ǽТǽӫǽԛᕹǽ֪ᅊḩᴥпّڌ͢۾ᅇ͍᚜ᴦǽǽቼ 2ͱǽ̝᪡ڛխைḩᴥпّڌ͢۾ᅇ͍᚜ᴦ 

ǽيފܤͶǽТǽӫᴥ̢̝ǽᅊျḩᴩʹᗵǽ̃܌ܪḩᴩʹᗵǽሳḨᴦᴥпّڌ͢۾ᅇ͍᚜ᴦ

第 48 回文部科学大臣杯全国高等学校囲碁選手権大会ᴥ2024¯·¯22 ᵻ ·¯24ᴦ

ǽ႒يފͶǽТǽӫᴥ˿߬ᴷԛᕹǽ֪ᅊḩᴩһ߬ᴷ̝᪡ڛǽխைḩᴩ˧߬ᴷ෫༖ǽ֚ΎḨᴩᛃඑᴷᯛ൞ǽ߸ఴḩᴦ 

ǽ႒ފρ̷ǽԛᕹǽ֪ᅊḩǽ̙ᤣʴ˂ɺᴥ2ӫ 1ᴦᣝ 

ǽǽǽǽǽǽ̝᪡ڛǽխைḩǽ̙ᤣʴ˂ɺᴥ1ӫ 2ᴦᣝ 

ǽيފܤͶǽ̙ᤣʴ˂ɺᴥ2ӫ 1ᴦᣝǽᴥ˿߬ᴷ̢̝ǽᅊျḩᴩһ߬ᴷʹᗵǽ̃܌ܪḩᴩ˧߬ᴷʹᗵǽሳḨᴦ

第 48 回全国高等学校総合文化祭囲碁部門ᴥ2024¯¸¯4 ᵻ ¸¯µᴦ

ǽيͶᴥ᥆ᤍࣈᅇߦᴦǽቼ 1¹ ͱᴥ˿߬ᴷ̝᪡ڛǽխைḩᴩһ߬ᴷ෫༖ǽ֚ΎḨᴩ˧߬ᴷ̢̝ǽᅊျḩᴦ 

ǽ႒ފρ̷ǽԛᕹǽ֪ᅊḩǽቼ ¸ͱ

第 25 回宮城県高等学校囲碁九路盤大会（第 31 回宮城県高等学校総合文化祭を兼ねる）ᴥ2024¯10¯1¸ᴦ

ǽቼ 1ͱǽԛᕹǽ֪ᅊḩǾቼ 2ͱǽ෫༖ǽ֚ΎḨǾቼ 4ͱǽڷՁǽׄḨǾቼ µͱǽ̝᪡ڛǽխைḩǾቼ ·ͱǽᦣజǽ̹Ḩ

ం ᤍ 

第 72 回宮城県高等学校書道展覧会ᴥ11¯10 ᵻ 11¯1µᴦ

ǽᗢᴷࢶඬḨǽజరᅉފḨǽǽࠞߴᇊḨǽʹᗵፆᬩḧ 

ǽ࿑ᤣᴷႎ˹ฐޖḨǽᇻࠞȴɅɠḧǽऻᗵؕᮓḧǽᯚ൞ᅺᓹḧ 

ǽᦂ᠈ᴷᠣ٪ǽТḨǽᄾՁǽঢ়Ḩǽǽ൞రᔜᤲḧǽ٘ȗɠɂḧ

第 49 回 ふれあい書道展ᴥ2024¯·¯1ᴦ

ǽ࿑ᤣᴷᇻࠞȴɅɠᴩ൞రᔜᤲᴩऻᗵؕᓹᴩᯚ൞ᅺᓹᴩᄾՁঢ়

第 73 回宮城県高等学校書道展覧会ᴥ2024¯11¯¸ ᵻ 11¯1³ᴦ

ǽᗢᴷᯚ൞ᅺᓹḨᴩʹᗵፆᬩḨǽ࿑ᤣᴷ൞రᔜᤲḨ



պǽǽሻǽǽ͢ǽǽڨȌ  ³µ ȍ 2024年12月１日 第  57 号

○
軟
式
野
球
定
期
戦
の
戦
績

５
／
５

岩
沼
海
浜
緑
地
公
園
野
球
場

仙
台
二
高

１

―

８

仙
台
一
高

（
準
優
勝
）

○
第
79
回
野
球
定
期
戦

仙
台
二
高
・
仙
台
一
高
野
球
定
期
戦

が
五
月
晴
れ
の
中
五
月
十
一
日
楽
天
モ

バ
イ
ル
パ
ー
ク
宮
城
で
開
催
さ
れ
た
。

試
合
前
球
場
前
広
場
で
各
校
の
応
援

合
戦
が
あ
り
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

樽
野
幸
義
仙
台
一
高
校
長
に
よ
る
始

球
式
が
あ
り
1³

：

00
試
合
開
始
に
な
っ

た
。
二
高
先
攻
で
始
ま
っ
た
試
合
は
一

回
表
ノ
ー
ア
ウ
ト
満
塁
と
攻
め
た
が
一

点
に
と
ど
ま
っ
た
。
一
方
一
回
裏
一
高

は
二
高
同
様
ノ
ー
ア
ウ
ト
満
塁
か
ら
一

挙
4
得
点
し
て
逆
転
。
一
高
は
そ
の
後

も
得
点
を
重
ね
て
¹
回
¸
点
差
に
広

が
っ
た
。
そ
こ
か
ら
二
高
は
意
地
を
見

せ
引
地
櫻
人
選
手
と
唯
野
光
汰
選
手
が

タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
を
打
ち
³
点
を
返

し
点
差
を
µ
点
に
縮
め
た
。
粘
り
を
見

せ
た
二
高
で
あ
っ
た
が
最
後
は
セ
ン

硬式野球定期戦は、 毎年５月の第２土曜日に開催されます。

今
年
も
仙
台
二
高
一
高
ゴ
ル
フ
対
抗

戦
は
五
月
十
九
日
好
天
の
中
富
谷
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

対
抗
戦
は
十
二
年
目
を
迎
え
年
々
参
加

者
が
ふ
え
て
い
る
。
今
年
は
仙
台
二
高

四
十
八
名
仙
台
一
高
三
十
一
名
両
校
合

わ
せ
て
七
十
九
名
が
参
加
し
て
ゴ
ル
フ

の
腕
を
競
っ
た
。
各
校
上
位
十
名
の
グ

ロ
ス
ス
コ
ア
の
結
果
¸41
対
¸21
で
昨
年
同

様
若
手
精
鋭
を
集
め
た
仙
台
一
高
が
勝

利
し
た
。
通
算
成
績
は
仙
台
二
高
の
4

勝
4
敗
と
な
っ
た
。

表
彰
式
で
は
今
年
の
幹
事
校
仙
台
二

高
同
窓
会
副
会
長
高
1·
回
佐
藤
裕
洋
氏

か
ら
挨
拶
が
あ
り
和
気
あ
い
あ
い
の
中

終
了
し
た
。
来
年
は
仙
台
一
高
が
幹
事

校
で
二
〇
二
五
年
五
月
野
球
定
期
戦
の

次
週
日
曜
日
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

小
野
寺
満
明
（
高
2³
回
）

二
高
・一
高
同
窓
会

ゴ
ル
フ
対
抗
戦

○
令
和
６
年
度

三
部
定
期
戦
の
戦
績

ʚ ʶ ˂ ʦ ˂ ʵ ǽǽቼ·³وǽ͈ի̝ᯚˁ͈իˢᯚǽʚʶ˂ʦ˂ʵްఙ

႒ފǽᴯᴪᴰǽໄТӫǽǽފܤǽᴯᴪ１ǽТӫ

ʚʃɻʍʒʦ˂ʵǽǽቼ·³وǽ͈ի̝ᯚˁ͈իˢᯚǽʚʃɻʍʒʦ˂ʵްఙ

႒ފǽ100ᴪ41ǽТӫǽǽފܤǽ³¸ᴪ104ǽໄТӫǽǽ

౬ǽǽǽᤍǽǽǽǽǽቼ12¹وǽ͈ի̝ᯚˁ͈իˢᯚǽ౬ᤍްఙ

１ᴪᴭǽТӫᴥ˪ӫᴦ

ᝁ ն ፀ 

叙 勲 受 章 者

瑞宝双光章

ǽǽǽ֪ႎǽǽϧᴥᯚ1¶وᴦ

定

期

戦
回
表
ノ
ー
ア
ウ
ト
満
塁
と
攻
め
た
が
一

タ
ー
フ
ラ
イ
に
打
ち
取
ら
れ
11
―
¶
で

ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
。
伝
統
の
一
戦
に
勝
利

し
た
一
高
は
4
年
連
続
の
勝
利
と
な
り

通
算
成
績
は
仙
台
二
高
の
³2
勝
³¶
敗
¹

分
け
と
な
っ
た
。

高
橋
賢
仙
台
二
高
校
長
の
総
評
で
は

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
両
校
選
手
の
健
闘

を
た
た
え
た
。
最
後
に
両
校
校
歌
を
斉

唱
し
て
第
·¹
回
定
期
戦
が
終
了
し
た
。

ス
タ
ン
ド
に
は
、
在
校
生
、
卒
業
生
、

保
護
者
ら
が
大
勢
集
合
。
約
三
時
間
の

熱
戦
に
声
援
を
送
り
続
け
た
。

小
野
寺
満
明
（
高
2³
回
）
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会

員

訃

報

（
令
和
６
年
10
月
分
ま
で
）

平
成
³±
年

４
／
３

小
村

益
生
殿

高
３
回

令
和
元
年

12
／
2³

飯
淵

吉
彦
殿

高
５
回

令
和
２
年

４
／
８

木
暮

創
一
殿

高
24
回

５
／
12

佐
々
木
堅
一
殿

高
１
回

９
／
1¹

安
部

公
雄
殿

中
44
回

10
／
1¹

板
垣

昭
一
殿

中
4¶
回

令
和
３
年

　
　
　
　
鈴
木

信
夫
殿

高
８
回

３
／
６

星
　
　
宏
一
殿

高
５
回

６
／
12

長
尾

文
孝
殿

高
14
回

10
／
³0

横
溝

幸
一
殿

高
24
回

11
／
2¹

宮
沢

雄
造
殿

高
６
回

12
／
４

門
脇
　
　
純
殿

高
３
回

令
和
４
年

　
　
　
　
大
竹

直
嗣
殿

高
µ2
回

１
／
10

芳
賀

英
俊
殿

高
24
回

２
／
1·

成
澤
　
　
涼
殿

高
３
回

２
／
2·

熱
海

泰
功
殿

高
12
回

３
／
10

小
松

良
弘
殿

高
14
回

５
／
２

松
田

行
弘
殿

高
７
回

５
／
２

加
藤

洋
一
殿

高
12
回

５
／
９

佐
藤

正
弘
殿

高
1·
回

５
／
22

石
井

秀
紀
殿

高
1·
回

７
／
４

坂
井

啓
人
殿

高
11
回

７
／
1¹

太
田

利
男
殿

高
１
回

７
／
2¶

船
木
　
　
宏
殿

高
５
回

８
　
　
　
吉
田

寿
彦
殿

高
2µ
回

８
／
2¹

山
田

秀
雄
殿

高
７
回

９
／
６

入
間
川
智
久
殿

高
３
回

９
／
７

鈴
土
　
　
惇
殿

高
３
回

10
／
2µ

鈴
杵

明
夫
殿

高
５
回

10
／
2¸

千
葉

庸
司
殿

高
³¶
回

11
／
12

渋
谷

知
行
殿

高
24
回

11
／
1¶

豊
嶋

秀
夫
殿

高
１
回

11
／
2³

佐
藤

雅
俊
殿

高
21
回

11
／
24

相
澤
　
　
伴
殿

高
６
回

11
／
2¶

宗
形

直
樹
殿

高
６
回

11
／
³0

柴
田

尚
文
殿

高
４
回

12
　
　
　
鈴
木
　
　
衛
殿

高
10
回

12
／
10

平
田

祐
助
殿

高
６
回

12
／
1¸

日
出
平
洋
太
郎
殿

高
９
回

12
／
1¸

児
玉
　
　
敏
殿

高
10
回

12
／
2¶

山
口

利
孝
殿

中
4µ
回

令
和
５
年

　
　
　
　
加
藤

義
重
殿

高
11
回

　
　
　
　
中
島

省
三
殿

高
10
回

　
　
　
　
中
島

岩
根
殿

高
10
回

１
　
　
　
茂
泉

劦
佐
殿

高
４
回

１
／
９

杉
田

頼
生
殿

高
５
回

１
／
11

小
坂

義
裕
殿

高
７
回

１
／
14

姉
歯

秀
平
殿

高
2¶
回

１
／
2³

松
岡
　
　
功
殿

高
５
回

１
／
2µ

佐
藤
　
　
実
殿

高
44
回

１
／
2·

本
郷

正
明
殿

高
６
回

１
／
³1

高
橋

信
隆
殿

中
44
回

２
　
　
　
角
田

禔
啓
殿

高
９
回

２
　
　
　
鈴
木

忠
直
殿

高
10
回

２
　
　
　
荒
井
　
　
博
殿

高
11
回

２
／
３

佐
藤

光
亮
殿

高
８
回

２
／
1µ

伊
藤

光
郎
殿

高
12
回

２
／
2·

伊
達

宗
行
殿

中
4·
回

３
／
１

今
井

清
喜
殿

高
21
回

３
／
２

高
橋

靖
信
殿

高
８
回

３
／
２

佐
藤

勝
朗
殿

高
10
回

３
／
３

本
郷

兵
雄
殿

高
６
回

３
／
７

皆
川

健
夫
殿

高
20
回

３
／
1µ

阿
部

忠
仁
殿

中
4·
回

３
／
1µ

明
星
　
　
学
殿

高
８
回

３
／
2¶

扇
谷
　
　
克
殿

高
３
回

４
／
３

高
橋
　
　
伯
殿

高
10
回

４
／
８

登
坂

高
広
殿

中
4¶
回

４
／
2³

亀
卦
川

誠
殿

高
３
回

４
／
2¶

熊
谷

光
悦
殿

高
10
回

４
／
2¸

佐
藤

修
喜
殿

中
4·
回

５
／
３

上
村

正
人
殿

高
2³
回

５
／
1·

志
賀

信
夫
殿

高
８
回

５
／
1¸

澤
田
　
　
仁
殿

高
12
回

５
／
24

猪
苗
代

久
殿

中
4¶
回

５
／
³0

都
築

素
彦
殿

高
４
回

５
／
³1

熊
谷

善
治
殿

高
1¹
回

６
／
14

稲
葉

弘
高
殿

高
11
回

６
／
2µ

藤
原

英
樹
殿

高
７
回

７
／
1¹

富
田
　
　
伸
殿

高
11
回

７
／
24

深
沢
鉱
一
郎
殿

高
10
回

７
／
2·

菅
原

三
雄
殿

高
７
回

８
／
７

山
本

博
也
殿

高
８
回

８
／
８

鈴
木

秀
明
殿

高
22
回

８
／
12

岩
渕

啓
之
殿

高
1¶
回

８
／
2³

高
橋

正
道
殿

高
３
回

８
／
24

佐
久
間

勝
殿

高
1µ
回

８
／
2¶

針
生

常
郎
殿

中
4µ
回

９
　
　
　
斎
藤
　
　
亮
殿

高
4µ
回

９
／
１

鈴
木
仁
一
郎
殿

高
７
回

９
／
６

及
川

和
彦
殿

高
９
回

９
／
10

佐
々
木

洋
殿

高
2³
回

９
／
14

佐
々
木
久
之
殿

高
１
回

９
／
22

佐
藤

忠
正
殿

高
４
回

９
／
2¹

小
平
　
　
直
殿

高
４
回

10
／
６

小
林

裕
介
殿

高
42
回

10
／
14

永
沢

良
造
殿

高
５
回

10
／
1¶

山
本

達
夫
殿

高
10
回

10
／
1¶

手
嶋

達
宏
殿

高
1·
回

10
／
³0

宍
戸
　
　
浩
殿

高
2¶
回

11
　
　
　
斉
藤

栄
孝
殿

高
１
回

11
／
10

黒
田

泰
昭
殿

高
５
回

11
／
1³

鈴
木

建
夫
殿

高
14
回

11
／
1µ

菅
野
　
　
実
殿

高
５
回

12
／
11

伊
藤
清
一
郎
殿

中
44
回

12
／
14

嶋
倉

正
明
殿

高
1µ
回

令
和
６
年

１
　
　
　
中
嶋
　
　
秀
殿

高
10
回

１
／
1¶

千
葉

一
夫
殿

高
４
回

１
／
1¸

遠
藤
　
　
紘
殿

高
1³
回

１
／
22

田
村

義
弘
殿

高
10
回

１
／
2·

針
生
　
　
尚
殿

高
９
回

２
／
２

坂
田

正
雄
殿

中
4·
回

２
／
４

釜
石
　
　
修
殿

中
4·
回

２
／
７

玉
田

久
満
殿

高
４
回

２
／
７

菅
原

啓
一
殿

高
24
回

２
／
10

宮
澤

光
夫
殿

高
５
回

２
／
11

蝦
　
　
謙
一
殿

高
1·
回

２
／
14

伊
藤

正
道
殿

高
1¹
回

２
／
1¶

黒
沢

昌
也
殿

高
11
回

２
／
1¸

叶
　
　
成
希
殿

高
1µ
回

２
／
21

松
川

安
廣
殿

中
4·
回

２
／
2³

佐
久
間
義
信
殿

高
５
回

２
／
2³

片
倉

道
夫
殿

高
14
回

２
／
2·

今
井

秀
夫
殿

高
14
回

３
／
３

小
川
　
　
彰
殿

高
1¹
回

３
／
20

伊
藤
新
太
郎
殿

高
２
回

４
／
10

小
野
寺
郁
夫
殿

高
７
回

４
／
1¹

今
野

尚
雄
殿

高
４
回

４
／
24

青
嶋

章
介
殿

高
８
回

４
／
2¶

野
村

郁
夫
殿

高
1¶
回

５
／
１

小
西
　
　
巌
殿

高
５
回

５
／
1¸

鈴
木

弘
明
殿

高
1·
回

６
／
３

津
々
良
延
正
殿

高
10
回

６
／
４

内
嶋

洋
之
殿

高
1¶
回

６
／
５

新
山

龍
治
殿

高
22
回

６
／
1¹

鈴
木
　
　
宏
殿

高
1µ
回

６
／
20

古
谷

求
己
殿

高
11
回

６
／
2³

吉
沢

正
雄
殿

高
1µ
回

７
／
12

佐
藤
　
　
裕
殿

高
４
回

９
／
24

鎌
田

正
孝
殿

高
14
回

10
／
12

鈴
木
　
　
實
殿

高
９
回

死
亡
日
不
明

　
　
　
　
田
辺

好
美
殿

高
1¶
回

　
　
　
　
飯
田

清
志
殿

高
³0
回
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団体名称 代表者 事務局（連絡員） 事務局連絡先

Îˁ Ùୈ
ஔǽǽᔐ܁
ᴥᯚ20ᴦ

ஔǽǽᔐ܁
ᴥᯚ20ᴦ

¸ Èåòéôáçå  Ìáîå¬  Òùå¬ Îå÷ 
Ùïòë 10µ¸0 ÕÓÁ¬

¹14¹210··1

ʷ˂ʨୈ
ණᗵǽᬲ̎
ᴥᯚ20ᴦ

ණᗵǽᬲ̎
ᴥᯚ20ᴦ

Öéá äåì Ãáòáöáççéï¬  20 0004· 
Íáòéîï Òïíá¬ ÉÔÁÌÉÁ

Ԉᤍୈᴥ͢͡˹ᴦ

ᅇୈᴥ˪٣ᴦ

ਖ਼ୈࠨ
շǽαԩ
ᴥᯚ21ᴦ

൞๕ᇊ̝
ᴥᯚ2³ᴦ

Ȏ020010³ᄱࠥࢍᛴైٛ1¹³ 01¹¶¶2·02¸

ࠞढԈ᪕͢
ࡀފǽӎ
ᴥᯚ14ᴦ

ຝǽǽ๖
Ȏ¹¹024·³ࠞढᅇࠞढైࢍಂ
１ˣᄻµ2µ

02³¶4·¸¸µ¸
౺ႎՁ୳ᴥಊᴦ

ᇩࡀԈ᪕͢ ˪٣
ǽणک۾
ᴥᯚ³1ᴦ

ᇩࡀᅇࠞߋࢍႎ႔ޏ൏းɴ
ɴʚࡾөࣆ

024¹¶1¶µ00

٣̱պሻ͢
˨ǽǽӓ
ᴥᯚ24ᴦ

٣̱պሻ͢
̜өࠈ

îéëïÀáììáçåîô®ãï®êð 0¸041¹¶³µ2¹

ూԈ᪕͢
ႎǽǽࠨ
ᴥᯚ1¹ᴦ

ᕞฝǽǽε
ᴥᯚ2·ᴦ

Ȏ4·100³¸ঢ়ᅺᅇៈႎࢍ˨႔
³¶2

0¸0µ1¶³³¹1³

ᩜᛴԈ᪕͢
ᦣజǽǽණ
ᴥᯚ20ᴦ

ႎ˹ǽǽᐪ
ᴥᯚ³0ᴦ

Ȏµ·³01µ1ࣈ᩸۾ࢍᗵ᩸Ԉ
႔211212

0·2¸µ··¶µ1

ୈᴥ͢͡˹ᴦࡀࢿ

Ԉ᪕͢ࡻ̎
ᕏՁǽΥᇸ
ᴥᯚ10ᴦ

ႎǽǽ٫
ᴥᯚ³¶ᴦ

Ȏ¸0³0¸2¶ᇩࠥᅇԈ̎ߴࢍࡻπ
ԈԖᯚ࠾႔µ·

Ԉ᪕ّ͢ه
ຝǽާ႒
ᴥᯚ1·ᴦ

ຝǽާ႒
ᴥᯚ1·ᴦ

Ȏ·¶10121ᮓࡺᅇᯚైࢍ࿊ᇊ႔
࿊ᇊ³·04

0¸·¸4µ³2¹µ

͈ฝୈᴥ͢͡˹ᴦ ᝩ˹ ᝩ˹

ᆀࢊeಕႆe࿋Ჩୈ
ᕏՁǽǽਜ
ᴥᯚᴵᴦ

ऻᗵǽޭो
ᴥᯚ2¹ᴦ

Ȏ¹¸¶0¸2· ᆀࢍࢊԛᆀ႔210ᆀ
ɺʳʽʓʥʐʵ͇ࢊ

ӏᏩୈ
ᮗǽण
ᴥᯚ1¸ᴦ

ǽǽԍࠞ۾
ᴥᯚ2³ᴦ

Ȏ¹¸142µ4ӏᏩӏᏩ႔ޏԈ႔
21¸11

022¹¶³³0µ4

ᦈԈ᪕͢ں
ǽᅉফࢲ۾
ᴥᯚ1¸ᴦ

࣐ǽ୫ފࣀ
ᴥᯚ2µᴦ

Ȏ¹¸µ000µںᦈࢍబɁо³111 022³¶µ¶4³µ

ࡺୈԈ᪕ ᴥ͢͡ඨ˹ᴦ
Փǽඩ۾
ᴥᯚ1¶ᴦ

Փǽඩ۾
ᴥᯚ1¶ᴦ

Ȏ¹¸1³µ1µࡺ۾᥅႔ᏹႆޏ
Ձ႟2·2

022³µ¹³222

ฝୈࠨ

πǽᏩه
ᴥᯚ10ᴦ
ᓺ៹ǽǽᄱ
ᴥᯚ1¸ᴦ

ຝᣃǽ֪᪽
ᴥᯚ21ᴦ

Ȏ¹¸¹24¶1ࠨฝࢍᩋࠥޏ˨ಏࡆ
2³

022³241¶14

̣ျ͢
ਖ਼ੑǽ᪾ࢄ
ᴥᯚ1µᴦ

ਖ਼ੑǽ᪾ࢄ
ᴥᯚ1µᴦ

Ȏ¹¸¹2³µ1̣ျ̣ျ႔̡ޏ日
႔ ¶01

022³³41·µ0

ᜏႎୈ ఝް
຺రǽ֚ˢ
ᴥᯚ22ᴦ

Ȏ¹¸11µ0µᜏႎࢍᜏႎޏ႔¶µ 0224¶³1³³1

ᄊዢˁ ಅՁˁ ԧ˧᪘ୈ
日ǽǽޫ
ᴥᯚ24ᴦ

ʹᗵǽǽ័
ᴥᯚ21ᴦ

Ȏ¹¸¹µ¶12ಅՁॖࢍฯྊែ
2µµ1˧֪ᜫ᷷ю

022¸24·20³

支部・OB会連絡先

●支　部

●職　域
団体名称 代表者 事務局（連絡員） 事務局連絡先

͈իࢍमԈ᪕͢
ӏᗵǽᤳผ
ᴥᯚ³µᴦ

ᕏՁǽᏲᅺ
ᴥᯚµ4ᴦ

Ȏ¹¸0¸¶·1ᕹԖّґ႔³·1 0222¶11111

͢᠊ի̝ᯚ᭴͈ࢾᅇڌ
ඩజǽǽැ
ᴥᯚ2¹ᴦ

ʹᗵǽǽ̹
ᴥᯚ4µᴦ

Ȏ¹¸0¸µ·0 ᕹԖట႔³¸1ڌ
ᅇ፱ө̷̜ᝥ

022211222¶

͈ଡ଼݃Ԉ᪕͢
ࠞǽࢶޔ
ᴥᯚ2µᴦ

ూূ
ᴥᯚ2¸ᴦ

Ȏ¹¸20014 ܀ᄌԖ۾ႎфՕႎ
10µ۾ႎޙߴಇ

02224·¶¶µ4

ᗵࡆԈ᪕͢
ైՁǽ̿۾
ᴥᯚ2·ᴦ

0222¶1µ111

ථ̝ᯚ͢
˽ǽ๖܀
ᴥᯚ1·ᴦ

ᜏႎǽǽ
ᴥᯚ2¶ᴦ

Ȏ¹¸202µ2͈ի܀ࢍᄌԖᔗ࣍ի
42³µ

0222¸141¸2

Ԉ᪕ʓɹʉ˂Ϙഒ
ǽǽԍࡆࠞ
ᴥᯚ12ᴦ

ᱹ᭮ǽг
ᴥᯚ2¸ᴦ

Ȏ¹¸20¸02͈ի܀ࢍᄌԖтజࠞ
ూ2³·

èïëõòùï®äòÀ
çíáéì®ãïí

事務局
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●クラブ
団体名称 代表者 事務局（連絡員） 事務局連絡先

ᕹϘഒ ᆕ္ࣻ
ǽඩ̅ࡆࠥ
ᴥᯚ2¸ᴦ

ែႎᤎԩ
ᴥᯚ41ᴦ

Ȏ¹¸1³211  ͈իࢍฤԖᩋ֤ˀ˲
ూµ4

022··¸³¹··

͈ի̝ᯚ
ᢅ္ࣻÏÂ͢

ᢅ္ࣻ
ᕑ٥ǽ᪽
ᴥᯚ1¸ᴦ

ᇩႎǽၑ̄
ᴥᯚ22ᴦ

Ȏ¹¸00014  ͈իࢍᕹԖట႔
2³1ɺʳʽʓʥʐʵюᴥᇩႎᴦ

0222¶·µ111

͈ի̝ᯚ
ʙʽʓʦ˂ʵ
Ԉ᪕͢

ʙʽʓʦ˂ʵ
ᕏᩖǽǽ
ᴥᯚ21ᴦ

˹ᦷǽ៱ᅁ
ᴥᯚ4¸ᴦ

Ȏ¹¸00014  ͈իࢍᕹԖట႔
11212ᵄᵊʝʵʑɭʽɺᴶᵃ

022·¹¶¹411

͈ի̝ᯚ
ʚʃɻʍʒʦ˂ʵ
Ԉ᪕͢

ʚʃɻʍʒʦ˂ʵ
ಅǽᓦਜߴ
ᴥᯚ2¹ᴦ

˧๕ǽǽऐ
ᴥᯚ2¹ᴦ

022³·³µ¹41

͈ի̝ᯚ
ʚʃɻʍʒʦ˂ʵ
ూ̱Ԉ᪕͢

ʚʃɻʍʒʦ˂ʵ
ႎǽˢण܀
ᴥᯚ2³ᴦ

͈ի̝ᯚ
ɿʍɵ˂ÏÂ͢

ɿʍɵ˂
ձǽඩயࣀ
ᴥᯚ21ᴦ

˽̳܀
ᴥᯚµ0ᴦ

Ȏ¹¸00¸·³  ͈իࢍᕹԖࢿང႔
2µ

02222³1221

͈ի̝ᯚ
ʳɺʝ˂ÏÂ͢

ʳɺʝ˂
టշǽ֪࣐
ᴥᯚ11ᴦ

ಔࡀǽǽ
ᴥᯚ³4ᴦ

Ȏ¹¸1³³³2 ߋែ႔ᆀիµ411 022··¶1³¶4

Ԉ᪕᮴ۢɁ͢ ʟɱʽʁʽɺ
ᯚజǽˢः
ᴥᯚ22ᴦ

ᇻίǽᔗൗ
ᴥᯚ³2ᴦ

Ȏ0210¸¶¶  ԧ႔ࢍਖ਼ᅇˢᩜࠨ
µµ

01¹1³2µ10µ

ʲʍʒ ఝް
ǽ̐ܝ
ᴥᯚ22ᴦ

Ȏ¹¸11³04  ॖႎైࠞ႔ԛᆀట
˽4¹ಕໃ

0¹0¶14¹0002

͈ի̝ᯚ
ʃɷ˂Ԉ᪕͢

ʃɷ˂
Ұႎǽःැ
ᴥᯚ2¸ᴦ

୯ᗵǽ᪾̷
ᴥᯚ³4ᴦ

Ȏ¹¸10¹µ³  ͈իࢍᕹԖᛴӫࠞ
·2

022·1¹³2¸2

͈ի̝ᯚ᪘Փ͢ ᪘˨ቧ੫ ˪٣ 0222¸·³¹01

͈ի̝ᯚԈ᪕౬ᤍ͢ ౬ᤍ
ᦣజǽ̳ˢ
ᴥᯚ2³ᴦ

ಏࠥǽኹޥ
ᴥᯚ4¶ᴦ

Ȏ¹¸1³³³2  ᆀիᴲˣᄻࢍែߋ
³¶11

02221¸2¸·µ

͈ի̝ᯚ
ҶᤍÏÂ͢

Ҷᤍ
ᕏǽǽୡ
ᴥᯚ41ᴦ

ਖ਼ࡥǽีͩ
ᴥᯚµ4©

Ȏ¹¸¹¸00·  ͈իࢍฤԖᘘɁ˲
241³

0¹04µµ0¸041

͈ի̝ᯚ
ࣾᤍÏÂ͢

ࣾᤍ
ࠞՠǽ႒
ᴥᯚ20ᴦ

Ȏ¹¸00¸04  ͈իࢍᕹԖ۾႔
21µ40

02222³1¶1¸

͈ի̝ᯚÏÂࠞɁ͢ ࠞࠬ
˧๕ǽޫ࣐
ᴥᯚ³1ᴦ

˧๕ǽޫ࣐
ᴥᯚ³1ᴦ

Ȏ¹¸1³³¶2 ߋែ႔日շի1³2 022³µ¸¹4µ2

͈ի̝ᯚ
ʚʓʩ̔ ʒʽÏÂ͢

ʚʓʩ̔ ʒʽ ఝް
ުੑǽᏲˢ
ᴥᯚ22ᴦ

Ȏ¹¸10¹µ2  ͈իࢍᕹԖ˹ࠞ
·14¸

0222·¸444¸

͈ի̝ᯚ
ԥ္Ԉ᪕͢

ԥ္
ᦣజǽǽᄊ
ᴥᯚ1·ᴦ

ᦣజǽǽᄊ
ᴥᯚ1·ᴦ

Ȏ¹¸³0¸2¶  ͈իڌࢍԖˀ
ែూ³141¹

0222µ2421¶

ʚʶ˂ʦ˂ʵ
Ԉ᪕͢

ʚʶ˂ʦ˂ʵ
ʹǽǽࡄ
ᴥᯚᴱᴦ

܀ࢿ
ᴥᯚ40ᴦ

Ȏ¹¸20011  ͈ի܀ࢍᄌԖᩋ႔
³41¶1001

022³0¸³µµ1

ᅇڌ
͈իቼ̝ᯚኄޙಇ
նᤍպሻ͢

նᤍ
ǽǽαࡆࠥ
ᴥᯚ20ᴦ

շႎǽαघ
ᴥᯚ22ᴦ
ᗵǽǽᤥ
ᴥᯚ¶0ᴦ

Ȏ¹¸0¸¶³1  ͈իࢍᕹԖࡺю༘
൞ᣮ１Ⴍڌ٥ᅇ͈իቼ̝ᯚኄ
આछଡ଼͇ץಇնᤍ᭔ޙ

022221µ¶2¶
ᴥ͈ի̝ᯚᴦ
02242µ0024

͈ի̝ᯚ
ሳਖ਼ÏÂ͢

ሳਖ਼
ຝᣃǽᇸൗ
ᴥᯚµ¶ᴦ

͈ի̝ᯚ
ख़ࢷيÏÂ͢

ख़ي
ԛᕹǽ֪Υ
ᴥᯚ2¶ᴦ

ԛᕹǽ֪Υ
ᴥᯚ2¶ᴦ

Ȏ¹¸40¸1¶  ͈իࢍᔌԖธՁ႔
1µ1µ2100

022·1104¸1

̝͢
ഒ
ᴥʠʳʃʚʽʓᴦ

ͯజǽǽ٫
ᴥᯚ22ᴦ

ฤǽᏲъ۾
ᴥᯚ³4ᴦ

îéóõéëáé®óåîäáé2Àçíáéì®ãïí

Ӆ
ᛴǽல߬
ᴥᯚ1µᴦ

ᛴǽல߬
ᴥᯚ1µᴦ

Ȏ1¹100µ³  ూ̱᥆日ࢍៈႎ
2³12

042µ¸³4¹¹·

ќᅊ
͜ӯǽˢ
ᴥᯚ1¹ᴦ

͜ӯǽˢ
ᴥᯚ1¹ᴦ

Ȏ¹¸00¸0³͈իࢍᕹԖّґ႔
³¹·2·0³

0222221·20

Ͷ
ᦣజǽǽޔ
ᴥᯚ24ᴦ

ᦣజǽǽޔ
ᴥᯚ24ᴦ

Ȏ¹¸µ00·2 ںᦈ¹2ࡆైߴࢍ· 0¹0¹¶³·¸¶µ2

事務局

ƆͅɁᤆӦǾ୫ԇɁষڨɥȝ߆ȮȢȳȨȗǿ

Ɔ͍᚜ᐐՒɆ̜өࠈȟ۰ȾȽȶȲ᪨ɂպሻ̜͢өࠈȾȧᣵፅȝ᭐ȗȪɑȬǿ

ǽȌᣵፅаȍǽ͈ի̝ᯚպሻ̜͢өࠈ Ȏ¹¸0ᴪ¸¶³1ǽ͈իࢍᕹԖࡺю༘൞ᣮ1ǽ

આछǽʹȁజগျ   ÔÅÌᴬ022ᴪ221ᴪµ¶µ1ǽÆÁØ022ᴪ221ᴪµ¶¸¶

月ˁ ෩ˁ ᦂ  10K 00ᵻ1µK 00   Åʫ˂ʵᴬéîæïÀóåîäáéîéëïäïõóïõëáé®ãïí

պሻ͢ÍÌᴬîéëïäïõóïõëáéÀçïïçìåçòïõðó®ãïíᴥᝊȪȢɂð³2ᴦ
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պሻ͢ျ̜ՒɆ͢өґઆ

ឰ׆ջዓ

ǰឰ׆ȟᴯջҤȾȽȶȹȗɑȬ

ǽࢲ2µ年࣊Ɂ፱͢ऻȞɜǾյوఙɁឰ׆ȟᴯջȻȽɝɑȪȲǿɑȳᤣҋȨɟȹȗȽȗوఙɁɂǾȝɔȾᤣҋȪȹȗȲȳȠǾ̜өࠈ

ɑȺȧˢڨ˩ȨȗǿɑȲǾឰ׆Ɂȟͳ˪ȺᣵፅȟȻɟȽȗȲɔǾඑ׆ȻȽȶȹȗɞوఙȟȕɝɑȬǿ

ǽᴥǽᴦ᚜ᜤɂͳ˪ɁȲɔǾ̜өࠈɑȺͳɁᣵፅɥȝ᭐ȗᒵȪɑȬǿ

回期 氏　　名
˹44 ᆀ̢ǽୖ܁
˹4µ එ׆
˹4¶ එ׆
˹4· ʹȁజˢः
ᯚ１ එ׆
ᯚᴯ շႎǽୖൗ
ᯚᴰ ާᤎǽǽҴ
ᯚᴱ එ׆

ᯚᴲ
ᕏՁǽඩ̷
ᯚ൞ǽຏ̷

ᯚᴳ
٠ࠢǽ܁
ᦣజǽ୫܁

ᯚᴴ ᗵǽ߸̅

ᯚᴵ
ǽႆࠞܝ
ऻᗵǽǽ༄

ᯚᴶ
ᄾ༖Ꮹ᪽
ᆀႎǽණण

ᯚ10
πǽᏩه
ʹǽͩᏲ

ᯚ11
ᯚᆀǽᇜ̝
ኀ෧ǽбᇖ

ᯚ12 ዢቩǽǽ

ᯚ1³
ᯚ൞ǽ֪႒
ᕏǽல᪽

ᯚ14
ᆴ̢ǽǽᛀ
ኀ෧бߧ

ᯚ1µ ᣋᗵǽ߸ණ

ᯚ1¶
٪టǽඩਜ
ᓹ٪ǽǽᄊ

ᯚ1·
ᯚ൞ǽǽ᠊
ᨌႎǽб

ᯚ1¸
ಭแǽဲ˧
Ұǽ୫႒

回期 氏　　名

ᯚ1¹
ʹᗵǽᓺԩ
ᤕᗵǽនผᴥͳ˪ᴦ

ᯚ20
ԡႎǽǽ᠊
ǽΥ֪ࡀ˹

ᯚ21
юᗵǽຏᇸ
շႎਜ˧

ᯚ22
ᕑႎǽϧ˧
ྊែǽൗǽ

ᯚ2³
Ნࠆǽ᪽ࢶ
ࠞՠǽα̐

ᯚ24
ฝπǽ֪ण
̝ట౹ǽژ

ᯚ2µ
୯ǽǽ̅ژ
Ձǽǽୖ

ᯚ2¶
జరǽǽຏ
ᜏႎǽǽ

ᯚ2·
ែՠǽᇸൗ
ԛᕹǽǽޫ

ᯚ2¸
ǽඩᚐࡆࠥ
ᱹ᭮ǽг

ᯚ2¹
ሙᣃǽ֪ण
෫ǽ̄ࢶ

ᯚ³0 ຝǽ܁ױ
ᯚ³1 ᛀ࣐ႎǽ܀

ᯚ³2
ቩႎǽࢶձ
͜ᤎǽǽ̄

ᯚ³³
ైែǽᇸҬ
ᦣజǽॖޔ

ᯚ³4
ԛᕹǽୖण
ฤǽᏲъ۾
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ご活用下さい！同窓会公式サイト（ホームページ）

仙台二高のWeb サイト

https://www.sendainiko-dousoukai.com のご案内です。

　第一に「住所・連絡先変更」コーナーをご活用下さい。卒業当時の住所

から転居した方などが簡単に変更登録出来るようになっています。

　第二に「同窓会関連　行事予定一覧（支部会・OB会・同期会等も含む）」

コーナーにて開催予定などを掲載しております。同窓会の公式行事を初め

各支部会やサークルなどのOB会の開催などでもご活用下さい。

　同期会の開催案内なども掲載できますので、

info@sendainiko-dousoukai.com まで開催情報をお寄せください。同窓生

全体の情報のポータルサイトとして、一層のご活用をお願い致します。

二高への交通の便＜仙台駅前から＞
①お奨め

９番乗り場　730系統毎時37分発、739系統毎時07分発、乗車時間13分程　

二高・県美術館前下車　料金190円

②遠回り

15番乗り場　839系統毎時26分発（県庁・東北大学病院経由）乗車時間

30分前後　二高・県美術館前下車　料金190円

③余裕のある時

16番乗り場　るーぷるバス　全日９時発20分毎　乗車時間40分前後

国際センター駅・県美術館前下車　徒歩１分　料金260円

④地下鉄東西線

地下鉄仙台駅乗車　国際センター下車　徒歩５～６分
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【同窓会員登録のお願い】

　同窓会では毎年会報などを発行し皆様にお送りしておりますが、ご卒業

当時の住所から転居などの理由で連絡先住所が不明の方にはお届けできて

いない状況です。会報などが届いていない方は「同窓会員登録フォーム」

より、登録をお願い致します。

https://www.sendainiko-dousoukai.com/entry-form/

【メーリングリスト登録のお願い】

　同窓会では、会員が相互に情報交換を行うためにメーリングリストを活

用して参りましたが、管理体制の見直しから、今回新たにリストを再構築

する運びとなりました。

　新規登録はもちろん、既にメーリングリストに登録され DM を受け取ら

れていた会員の皆様におかれましても、大変お手数ではありますが、再度

の登録をお願い申し上げます。

https://www.sendainiko-dousoukai.com/ml-form/




